


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







目次




第一章　かくて容易たやすく平へい穏おんは終わり

第二章　なし崩くずし的に墓穴は掘ほられ

第三章　条理と常識は己が役目を忘れ

第四章　何故か家族が増えたりして

第五章　学舎さえも安息の地たらず

第六章　それさえもいつしか日常となり

第七章　でもやっぱり大変だったり

あとがき







第一章　かくて容易たやすく平へい穏おんは終わり







　ベルグマン王国。

　その名を告げられても、大たい抵ていの者は眉まゆをしかめるか、首を傾かしげるだろう。

　それは北ほく欧おうの片かた隅すみに在る小さな小さな――世界史の授業でも、世界地理の授業でも、まず出て来ないような国の名である。近きん隣りん諸国の住人達はさておき、世界全体で見ればその名を知らない、聞いたことさえもない者の方が、圧あつ倒とう的てき多数だろう。

　少なくとも日本のように、距きよ離り的にも政治的にも文化的にも遠く離はなれた国家からすれば、ついその存在すら忘れがちになってしまう『片田舎』の小国であった。

　だが……今。

「第十三防衛線……突とつ破ぱされました……！」

　その世界の片田舎に在る小さな小さな王国は、動乱の渦うずに呑のみ込まれつつあった。

「ランバルト将軍は戦死なさいました……近衛師団はほぼ壊かい滅めつ状態、東門及および西門を護まもる第二、第四防衛隊も、先程から連れん絡らくが途と絶だえたままで――」

　玉座の前に跪ひざまずいた兵士がそう報告する。

　兵士の声は苦く渋じゆうの響ひびきに溢あふれ、表情は暗く、その胸中に溢れる慚ざん愧きの念がありありと見て取れる。

　報告などなくとも状じよう況きようは明らかだった。

　銃じゆう声せいと爆ばく音おんは、先程からひっきりなしにこの謁えつ見けんの間にも伝わってくる。そしてそれらは次第に大きくなって――即すなわち謁見の間に近付いてきていた。

「…………」

　まるで眠ねむっているかのように瞑めい目もくし、穏おだやかな表情のまま兵士の報告を聞いていた国王は――ふと瞼まぶたを開いて謁見の間を見回した。

　壮そう麗れいな大広間である。

　床ゆかには大理石が敷しき詰つめられ、白はく亜あの柱が並んで支える天てん井じようからは直径三メートルはあろうかという豪ごう奢しやなシャンデリアが吊つり下げられている。壁かべには歴代国王の肖しよう像ぞう画がと共に、いずれも名のある美術家の手になると思おぼしき絵画や彫ちよう刻こくがさりげなく並んでいた。

　典型的とも言うべき――王宮の情景だ。

　だが……

「ここに敵兵がなだれ込んでくるのも時間の問題かと思われますっ……！」







[image: ]







　今や謁見の間に見受けられる人ひと影かげは、玉座の上の国王と……そして報告に参じた兵士の二人だけである。

　かつては百を超こえる臣下達が傅かしずいていた広大な空間には、遠えん雷らいのような轟ごう音おんと――そして何ど処こか気け怠だるい虚きよ無むが横たわるばかりだ。

「…………今まで御ご苦労だった」

　ふと……思い付いたかのように国王は言った。

「陛下……？」

「最後の命令である」

　弾はじかれたかのように顔を挙げた兵士は、玉座の上で微び笑しようを――何かを覚かく悟ごした者特有の、ひどく透とう明めいな微笑を浮うかべる王を見た。

「総員、直ちに戦せん闘とうを中止、その後、可能な限り迅じん速そくに王宮から離り脱だつせよ」

「陛下――それは」

「命令である。復唱せよ」

「…………」

　兵士は唇くちびるを噛かんで俯うつむいた。

　最早……状況が覆くつがえせないのは誰の眼にも明らかだ。そして国王が何を考えてその命令を下しているのかも――

「ぎょ……御ぎよ意い……っ！」

　短い逡しゆん巡じゆんの後、兵士は呻うめくように言った。

「総員、直ちに戦闘を中止……その後、可能な限り迅速に……王宮から離脱……いたします……」

「行け」

「…………は」

　よろめくようにして兵士は謁見の間から去っていく。

　血と煤ばい煙えんに汚よごれたその後ろ姿をしばしの間、見送って――そして王は悠ゆう然ぜんと立ち上がり天鵞絨ビロードのマントを翻ひるがえした。

「…………」

　玉座の上に屈かがみ込み、王は肘ひじ掛かけ部分の彫刻の中に、巧こう妙みように隠かくされていたスイッチを指先で探り当てた。

　ずず……と石と石のこすれる鈍にぶい音を立てながら玉座が床の一いつ郭かくごと横に滑すべり、その下から四角い穴が出現する。

　穴には下りの階段が付属していた。

　延々と床ゆか下したに伸のびるそれの先せん端たんは薄うす闇やみの中に消えている。だが王は躊躇ためらうことなくそこへと足を踏ふみ入れた。

「所しよ詮せんは……余よ所そ者もの……いつかは石を以もつて追われるが定めか……」

　自じ嘲ちよう的に呟つぶやきながら王は階段を下りていく。

　薄闇の中――およそ五十ばかりの段を踏み降りたところで、不意に視界が開けた。

　白い光に照らされた空間。

　そこはひどく無む味み乾かん燥そうとした部屋であった。

　同じ城の中とは思えないくらいに、その内装は実用性に特化していて、装飾そうしよく性は皆かい無むだ。壁や床はコンクリートが剥むき出しで、天井には空調や電源用のパイプが縦じゆう横おう無む尽じんに走り、照明といえば全て平へい坦たんな光をべったりと放つだけの蛍けい光こう灯とうである。

　しかも……

「おや――」

　ふと王の背に声が掛かかる。

「もう限界ですか」

　王の振ふり返る先には――一人の男が、何処か皮肉げな微笑を浮かべて立っていた。

　年ねん齢れいとしては、既すでに老境にさしかかっているのだろう。豊かに蓄たくわえられた髭ひげも、その長く伸ばした髪かみも、多分に白いものが混じって灰色に見える。

　身に帯びるのは白衣と、そして細い銀ぎん縁ぶちの眼鏡である。気難しそうなその顔立ちと相まって、いかにも学者然とした――それも何処か道を踏み外はずしたかのような狂きよう気き含ぶくみの――雰ふん囲い気きが醸かもし出されている。

　更さらに彼の背景に並べられた諸もろ々もろのものが、その印象を裏打ちしていた。

　気の弱い者ならば卒そつ倒とうするかもしれない。

　蛍光灯の下にずらりと並ぶのは、脳のう髄ずいや脊せき髄ずい、内臓、手足、眼球など――人間の部品をそれぞれ別に封ふう入にゆうされた無数の硝子円筒シリンダーであった。

　まさかわざわざ玉座の下の隠し扉とびらの先に、解かい剖ぼう学の資料室など拵こしらえまい。

　では……一体此こ処こは何の部屋なのか。

「もうすぐ革命軍が此処に来る」

　淡たん々たんとした口調で王は告げた。

　達観したかのような――あるいは全てを諦あきらめきったかのような声である。そこには恐きよう怖ふも後こう悔かいも動どう揺ようもない。ただ事実を事実として読み上げているだけのような声だった。

「意外と保もちませんでしたなぁ」

「恐おそらく、武器の供きよう与よと戦術指導をした国が在ったのだろう。あるいは今回の革命そのものが、誘ゆう導どうされたものだったのかもしれん」

「――なるほど」

　老人は肩かたを竦すくめて見せた。

　こちらにも悲ひ壮そう感かんは欠片かけらもない。むしろこの絶望的状況じようきようを面白がっているかのような、ふてぶてしさが在った。

「で――早速使うことになった訳ですな」

「使わずに済めばとは思っていたのだが」

　やはり淡々とした口調で言う王に――老人は何処からか取り出した小さな箱を手て渡わたした。

　意味ありげに赤いボタンのついた機械。

　御ご丁てい寧ねいにもボタンの上にはプラスチックの保護カバーが掛けられ、周りには黄と黒の警けい戒かい模様まで付いている。となれば……その正体は明らかだった。

「……すまない」

　プラスチックのカバーを指先で跳はね上げながら国王は言った。

「お気になさいますな」

　老人は首を振る。

「それなりに楽しい思いはさせて頂きましたとも。研究者としても。友人としても」

「……そうか」

　頷うなずく王。

　そして――

「ドルフ・テリル・バロル・ベルグマン！」

　慌あわただしい足音と、共に野戦服に身を包んだ男達が部屋の中に踏み込んでくる。自動小銃しようじゆうの銃じゆう口こうが、揃そろって国王と老人に向けられた。

「貴方あなたを逮たい捕ほ――」

「御ご免めん被こうむる」

　居い丈たけ高だかに宣言せんとする革命軍兵士にそう告げると――国王は何の躊躇ためらいもなく箱の上の赤いボタンを押おし込む。

　そして。

　圧あつ倒とう的てきな閃せん光こうと轟ごう音おん――それらが部屋を丸ごと吹ふき飛とばしたのは次の瞬しゆん間かんであった。







　四時間後。

　革命軍によって早々に乗っ取られたベルグマン国営放送局ＢＮＢから、国民に向けて、革命の成功が――即すなわち千年に亘わたって、この小国を支配し続けてきた王族の死亡と、その専制君主体制の崩ほう壊かいを告げる緊急きんきゆう放送が行われた。

『国民諸君！　我々は勝利した！』

　それは一つの時代の終わりを告げる時の鐘かねであった。

　だが……

『旧きゆう態たい依い然ぜんとした独裁政治を我等に押し付けてきた王室は最早存在しない！　我等は今日ここに新たなる自由主義国家の創立を宣言するものである！』

　やはり世界全体からして見れば、それは辺境の更に片かた隅すみで起こった、小さな小さな出来事に過ぎないのだった。

　…………表向きには。




　　　　●　●　●




　匡きよう平へいは窓の外を眺ながめていた。

　特に何が見える訳でもない。何かに焦しよう点てんを合わせているのでもない。ただ見慣れた街並みに向けて、ぼんやりと眼鏡ごしの視線を放散させているだけだ。

　平和である。

　今日も昨日と変わらず、街並みは平へい凡ぼんな景観を保ち続けている。さすがは治安大国ニッポン。銃じゆう声せいだの爆ばく音おんだのが轟とどろくこともなく、火か炎えんや爆煙が視界を掠かすめることもない。何の変へん哲てつもない風景が、ごく普ふ通つうに広がっているだけだった。

「…………」

　ほう――と匡平は満足げな溜ため息をつく。

　普通の高校生なら、五分もしない内に飽あきて視線を他に転じるような景観を……しかし匡平はもう二十分近く眺め続つづけている。その表情は恍こう惚こつとさえしていて――日向の縁えん側がわで猫ねこを膝ひざに抱だきながら微睡む老人にも通じる風情が在った。

　放課後――である。

　既すでに彼の周囲では、他の生徒達が帰り支度やら部活の準備やらを始めている。だがそんな中で、匡平は一人窓の外を眺めながら、喜びを噛かみ締しめているのだった。

「…………」

　今日もつつがなく学校生活を送ることができた。

　殊こと更さらに目立つこともなく。余計な揉もめ事ごとに巻き込まれることもなく。異常な事態に直面することもなく。平へい穏おん無事に――ごくごく普通に授業を消化し下校時刻に辿たどり着くことができたのだ！

　神様、とってもありがとう！

　南なん部ぶ匡平。

　十七歳さい。高校生。

　彼は――『平凡』が好きだった。

　これは『普通』と言いい換かえても良いが――とにかく『目立たない』『逸いつ脱だつしない』『突出とつしゆつしない』が彼の主義であり信条である。強きよう迫はく観念と言っても良いだろう。まあそういう訳で……服装や言動には殊更に気を付けて、一いつ般ぱん的てきかつ平均的たることを常に自らに課しながら彼は日々の生活を送っているのだ。

　まあ自意識がつい過か剰じよう気味になる高校生の中に在っては、そういう志向自体が先まず異常だったりするのだが――その自覚は匡平本人には微み塵じんもない。

　そういう訳で、特に異常なことも奇き妙みようなこともなく、学校生活を送ることができた今日のような日などは、つい窓の外の風景を眺めながら『嗚呼ああ。平凡って素晴らしい』と喜びを噛み締めてしまう匡平であった。

　だが――

「帰るぞ～匡平」

　ぽこんと匡平の後頭部を叩たたいてくる手。

　顔をしかめながら振ふり返ると、そこには己の存在そのもので、匡平の平和で平凡で普通な時間を破は壊かいする侵しん略りやく者の姿が在った。

　紅あかい髪かみ。緑の目。濃こい肌はだ。

　一体どこの国の人ですかと尋たずねたくなる姿だが……これでも立派な日本人で匡平の同級生である。

　この学校に転校してきて一年に満たない匡平には、未いまだ友人と呼べる者の数も少ないが――その数少ない交友関係の中でも、最も付き合いが多いのが、この派手の国から派手を広めにやってきたかのような派手な少年だった。

　名前は、響ひびき瑞みず人ひと。

　度を超こえた目立ちたがりで派手好き。

　これだけで基本的に響瑞人という人間の人となりは説明しきったも同然である。基本的にその外見も行動も、上記の嗜し好こうに沿った形で組み立てられているからだ。

　軽音楽部に所属していて、ギターを――目立つからという本当にただそれだけの理由で――演やっている。それどころか普ふ段だんから意味もなく持ち歩いていたりもする。

　当然、髪の色も瞳ひとみの色も天然ではなく、目立つ為ためにとヘアスプレーやカラーコンタクトで変えた結果だ。

　更さらに指にも首にもじゃらじゃら鬱うつ陶とうしい程のシルバー・アクセサリを着けていて、眉まゆなんかも修正している。爪つめはマニキュアで真っ黒だし、頬ほおには何やら刺青いれずみのような模様が入っている。まあこれはさすがに本物ではなくシールらしいが。

　制服こそ学校指定のブレザーを素直に着ているが、だからこそこの破は綻たんぶりは凄すさまじい落差を生んで彼の姿を目立たせた。

　成績を一定水準で維い持じしている限り、生徒の服装に関してはかなり寛かん容よう――というより自由放任主義のばなしの真行寺学園だからこそ、各教師から『程々にしろよ』と苦笑混じりに言われる程度で済んでいるが、普通の学校なら出会った瞬しゆん間かんに風紀委員や生活指導の教師が血圧上昇じようしようで卒そつ倒とうしそうな姿である。

　まあ、およそ匡平とは正反対と言って良い。

『平凡』で『普通』を基本方針コンセプトとして学生生活を送る匡平は、アクセサリの類たぐいは一つも身に付けず、髪も染めず伸のばさず、肌も焼かず、制服を改造することもなく、ひたすら人じん畜ちく無害を極めるかのような格好を貫つらぬいている。

　なので――

「……今日は部活ねえの？」

　と言って、匡平は短く溜め息をついてから瑞人に向き直った。

「ないっ。とゆーかサボリ。オレ、これからバイト」

　さすがはファッションだけでロックを演る男。呆あきれるまでに緩ゆるいロック魂だましいであった。

「ああそう……お疲つかれ様さま。ばいばい」

「うわっ？　つめたっ！　一いつ緒しよに帰ろうぜ、匡平ちゃん～♪」

「匡平ちゃん言うなっ。抱だきつくなっ！」

「お前と歩くと目立つんだよぉ！　一緒に帰ろうぜ～！」

　まあ確かに瑞人の言う通り、地味な匡平がこんな派手な相手と並んで歩いていたら、比ひ較かく論というか相乗効果で良くも悪くも目立つだろう。目立ちまくるだろう。

　だが――

「……俺はなっ！」

　匡平は抱き付いてくる瑞人の腕うでを押おしのけて、言った。

「何度も何度も何度も言うけどな！　普ふ通つうがいいんだよっ、お前と違ちがって目立ちたくないのっ！　平へい凡ぼん！　普通！　平和！　凡ぼん庸よう！　没ぼつ個こ性せい！　その他大勢！　そういうのが、俺は、理想なのッ!!」

「変な奴やつだよなぁ、お前」

「お前に言われたかねえっ!!」

　しみじみとした口調で言ってくる友人に向けて匡平は喚わめいた。

「ああもう――そんな目立ちたいんだったら一人でストリップショーでもやってろっ！」

「ん～、ストリップショー？」

　首を傾かしげる瑞人。彼はしばし三十度ほど首を傾げて何やら考えていたが――

「なるほど、その手があったか!!」

「受け入れるなっ!!」

　いそいそとズボンに手をかける瑞人に怒ど鳴なってから――匡平は長々と溜ため息をついた。

「……ああもう……どうして俺の周りにはまともな人間が少ないんだ……」

　どういう理由でかは分からないが、匡平はこういう奇き人じん変人に好かれる傾けい向こうが在る。その結果として、しばしば彼の周りには、平凡を望む彼の志向と真っ向から対立するかのような連中が増えるのである。

「匡平」

　匡平の両りよう肩かたを掴つかみながら瑞人が言った。

「類友って言葉を知ってるか？」

「やかましいわっ！　――とにかくお前は一人で帰れ。俺は平凡な日常を満まん喫きつしてから帰る。誰が何と言おうと満喫する。しまくる」

「ええ～？　匡平君のいじわる～」

「意地悪か？　意地悪なのか？　俺が悪いってのかっ!?」

　腕に頬ほお擦ずりしてくる友人に蹴けりを入れながら喚く匡平。ひょいと身を引いてあっさりと上うわ履ばきの靴くつ底ぞこを回かい避ひしながら、瑞人は言った。

「本当に変な奴だな。たった一度の人生、目立ってなんぼだぜ？」

「いらん！」

「目立つのって快感じゃねえ？　みんなが自分一人を見つめてくれるんだぜ？　他人の時間を独どく占せんできるんだぜ？　すっげえ優ゆう越えつ感かん、感じねえ？」

「感じねえの！」

　全く噛かみ合わない会話に苛いら立だちながら机を叩たたく匡平。

「俺はもう、そういうのには飽あきたんだよ」

「飽きるって？」

「俺がガキの頃ころから何回転校したと思ってるんだ。転校生ってのは目立つんだよ。無意味に！　言葉も文化も違うと、それだけでなんか教室の中でも街の中でも浮うくんだよ！」

「ああ……親父さんの仕事の都合だっけ？」

「そうだよ」

　呻うめくように匡平は言った。

　そもそも彼の周りに居る奇人変人の筆頭が父親である。

　匡平が『普通が一番』などという高校生らしからぬ枯かれた志向をしているのも、反面教師としての彼の存在が大きい。

「大体――自分の母親も誰だかよく分からない時点で、特とく殊しゆな人生は腹はら一いつ杯ぱいなんだよ！」

　というか……『母親』とか『妻』とかいう単語の概がい念ねんを、匡平が正しく把は握あくしたのは中学生になってからである。まあ出掛かける先々に現地妻が居るような父親に連れられて、物心つくころから世界中をうろうろしていれば、そうなるのも当然といえば当然ではある。

　お陰かげで、匡平の母親が誰なのかいまだに分からない。

　父に尋たずねると『気がつけば横に居たから誰に押し付けられたのかわからん』という。

　ひどい話である。

「そもそも俺の不幸の八割は、あの全方位馬ば鹿か親父のせいだ。常識とか条理とかそういうのを何処かに置き忘れてきてやがる。お陰で俺がどれだけ酷ひどい目に遭あったか……」

「ん～、でも、俺はそういう親父さんの方が良かったなあ。俺の親父ってホント普通のサラリーマンだもんな。あんな風に年は取りたくないね～。どうせ一度っきりの人生だしな」

「何言ってやがる。平和が一番！　平凡が最高！　一度でもうちの親父と一緒に海外旅行してみろ。身に染みるぞ」

　と――そこまで言って。

「…………」

　何やら悪寒のようなものを感じてびくりと身を竦すくませる匡平。

「ん？　どうした？」

「いや……なんか悪寒が」

「なんか昨日もそんなこと言ってたよな、お前。持病のシャクか？」

「そんな時代劇限定みたいな病気にかかってたまるかっ！　大体あれは腹痛だ」

「じゃあ何だよ？」

「……それがよく分からないんだよな」

　そう言って首筋をさすりながら匡平は顔をしかめた。







　首筋をさすりながら顔をしかめる匡平。

　そんな彼の後ろ姿を――

「…………」

　ひっそりと教室の後ろの扉とびらを細く開けて見守る女生徒が一人居た。

　その第一印象を一言で言えば『地味』だ。

　襟えり元もとで綺き麗れいに切きり揃そろえられた黒くろ髪かみ。大きく分厚いレンズの眼鏡。化け粧しようはごくごく控ひかえめなナチュラル・メイクのみ。

　よく見れば顔立ちは愛らしいのだが――どこまでもどこまでも自己主張に欠けた容姿なのである。何処かおどおどきょときょととした物もの腰ごしや、半泣きの表情が焼き付いているかのような気弱げな顔立ちが、その印象を余計に強めている。口の悪い人間なら『暗い』と一言で切って捨てるかもしれない。

「……先せん輩ぱい……南部先輩……」

　頬ほおをほんのり桜色に染めながら、切なげにそう呟つぶやくところを見ると、どうやらこの少女、匡平に気があるようなのだが――

「……先輩…………」

　そう呟きながら胸元で右手に握にぎっているのが、見るからに怪あやしげというか――ぶっちゃけ、五ご寸すん釘くぎをぶち込むしか使い道のまるでなさそうな藁わら人形であるのは、一体どういう論理的経けい緯いを辿たどった結果なのか。

「……南部先輩……」

　きゅっと藁人形を握る白い手に力がこもると、少女の視界の中でやっぱり匡平がびくりと身を震ふるわせる。

　その横で……

「……早さ苗なえ、あんたさ」

　級友らしい別の少女が呆あきれたように言った。

　こちらは、早苗と呼ばれた先の少女とはまるで正反対――ちょっと猫ねこっぽい吊つり眼気味の双そう眸ぼうが、勝ち気そうな印象を見る者に与あたえる少女であった。

　長く伸のばしてポニーテール状に束ねられた髪かみが、見るからに活発そうな雰ふん囲い気きを醸かもし出している。早苗を静とするならば、こちらは間ま違ちがいなく動――バスケットでもしているとよく似合う感じではあった。

「あんな地味なのの何処が良いのか分からないけど、そんなに好きなんだったらさっさと告白してくりゃいいじゃない？」

「え……？　あ……駄だ目め……そんな……恥はずかしいよ……」

　早苗は一層を頬を赤く染めて首を振ふった。

　手に藁人形を握りしめたまま。

「……こうして遠くから見ているだけでも、心臓が張はり裂さけそうなの……」

「あっそ」

　心底どーでもいいよーな、熱のない口調で応じるポニーテールの少女。

「……今の私にできることって言えば……そう……例えば……この思いの丈たけを込めて……先輩を精せい一いつ杯ぱい呪のろうことくらいしか……」

「好きな相手を呪のろってどうすんのよっ!?」

「……だ、駄目かな」

「駄目でしょ。多分」

「…………」

「…………」

　重いんだか軽いんだかよく分からない沈ちん黙もくが二人の女学生の間に満ちる。

　先にそれに飽あきたのは級友の少女であった。

「まあストーキングでも盗とう撮さつでも拉ら致ち監かん禁きんでも好きにしたら？　私帰るわよ。五時から『軌き道どう戦せん史しグレンダム』の再放送あるし」

「……ああ、待って、待って蓉よう子こちゃん、ああ、一人にしないで――あああ、待って……待ってくれないと……ええと……ええと……呪っちゃうんだから……」

「呪うなっ!!」

　言いつつもすたすたと歩いていくポニーテールの少女――蓉子。早苗はその後ろを飼い主の後を追う子犬のようにぱたぱたと駆かけていった。







　とまあ――事こと程ほど左さ様ように。

　平へい凡ぼんなることを志向する高校生・南部匡平の周囲には、そのささやかな望みを嘲あざ笑わらうかの如ごとく『普ふ通つう』とか『平凡』からは逸いつ脱だつした人間達に溢あふれているようであった。

　まあ世の中そんなもんである。




　　　　●　●　●




「そもそも――」

　ぶつぶつと呟きながら匡平は海辺の倉庫街を一人歩いていた。

「親父がもうちょっと常識をわきまえた立派な大人なら俺もこんな苦労は――」

　どことなく漂ただよってくる潮の匂においの中で、幾いくつも幾つも巨きよ大だいで愛想のないコンクリートの箱みたいな建物が並んでいる。あちこちには不法遺い棄きされた車が錆さびつつも停まっており、何処か遠くから、船の汽笛やクレーンが荷を積み降ろしする駆く動どう音が響いてきた。

　およそ学生服姿の高校生には、似合わないこと夥おびただしい場所ロケーシヨンだが……匡平は寄り道しているのでもなければ道に迷った訳でもない。

　これが彼の通学路なのである。

　この倉庫街をずっと真っ直すぐ行ったところに匡平の家が在る。

　といっても倉庫街の奥おくに一いつ般ぱん家屋が建っている訳ではない。

　つまり――

「…………」

　やがて、いつも通り匡平の視界に帰るべき『我が家』が入ってきた。

　外観は非常に簡素シンプル。塗と装そうもろくにしてないむき出しのコンクリートの壁かべに、玄げん関かんの扉とびら代わりのシャッター。屋根らしいものもなく、外形はほとんどただの箱である。

　そう。

　それは単に家という名目で使用中であるだけで……実際には紛まがうことなき、倉庫そのものであった。

　匡平はそれの正面に立って、シャッターの横にある装置のテンキーボタンを順序どおりに押おす。

『暗証番号確認』

『防犯機構一番から七番まで解除』

『続けて指し紋もん照合及および静脈パターン照合』

　装置の指示に従い人差し指をテンキーの上の穴に差し込み――待つこと三秒。

　やがてぎぎっ……と短く不ふ穏おんな音を発してから、シャッターが電動で巻き上がり始めた。

　何処の秘密基地か――と初めて見た人間なら突っ込みそうな防犯設備セキユリティである。ちなみにこの手順を一つでもすっ飛ばしたり間ま違ちがったりすると、いきなり警告なしで電でん撃げきを喰くらったりするステキなシステムになっていて、以前、匡平は学校から帰ってきた際に、泥どろ棒ぼうが玄関シャッター前で痙けい攣れんしていたのを見つけたこともある。

　まあそれはさておき。

　匡平はふっと覚かく悟ごの息を吐はいて、シャッターの下を潜もぐった。

　途と端たん――埃ほこりっぽい臭においが鼻を衝つく。

　顔をしかめながら、匡平は既すでに閉まり始めているシャッターの横のスイッチを入れた。

　一いつ斉せいに降り注ぐ蛍けい光こう灯とうの青白い光。

　そしてその下――匡平のそして視界を埋うめ尽つくすのは無数の……箱。

　それらが積み上げられて塔とうをなし、あるいは壁をなし、広大な倉庫の中はさながら迷宮のような様相を呈ていしていた。

　十や二十ではない。百や二百でもない。

　恐おそらく箱の総数は優に千を越こえているのだろうが――数えたことはない。これらはしょっちゅう増ぞう殖しよくしたり減少したりしているからだ。

　木箱も在れば段ボール箱も在る。鉄製のコンテナも在る。

　その多くは、英語やらそれ以外の言語やらで側面に何事か書き込まれているようだが、匡平は敢あえて読まないようにしている。迂う闊かつに読むと洒しや落れにならないものも在ったりするからだ――例えば『ＡＫ７４ｔｙｐｅ　ａｓｓａｕｌｔ　ｒｉｆｌｅ　×50』のように。

　この箱の群れは全て匡平の父の仕事の取扱とりあつかい商品しようひんである。

　日によって増えたり減ったりするのもその為ためだ。

　匡平の父親――南部周しゆう平へいは国際商人という名前の何でも屋である。

　国内国外を問わず……割に合えば何でも売るし何でも買う。また誰にでも売るし誰からでも買う。

　その節操のなさはいっそ感動的と言ってもいいだろう。

　いつぞやなどは、アフリカで紛ふん争そう中の両国に『最さい新しん鋭えい軍事戦略コンピュータ』と称しようして旧型家庭用ゲーム機と戦略シミュレーションソフトをゼロが七つばかり並んだ金額で――ちなみに単位はドルだ――売りつけていたし、何処からか手に入れてきたパンダを缶かん詰づめ業者に売ろうとして、中国の警察と軍隊に延々追い回されたことも在る。

　まあ当然……そういうことをしていると様々な揉もめ事ごとにも巻き込まれる訳で。

　父親に引っ張り回されて世界中と転々としていた匡平も、とばっちりで様々な目に遭あってきた。

　人食い人種の集落で煮にえ立たつ鍋なべの上に吊つるされた時は、幼いながらも死を覚悟したし、某ぼう国こくの『ＡＲＥＡ５１』とか書かれた砂さ漠ばくでは、重機き関かん銃じゆう搭とう載さいの装そう甲こう車しやに追いまくられて、父親共々命からがら逃にげ回った経験も在る。

　まあそれはさておき――

「ああもう……うぜえ……っ」

　床ゆかの上には箱に収まりきらず、とりあえずそこらへんの袋ふくろに入れてみました的なものもあちこち散乱していて――本来ならば、やたらとだだっ広い筈はずの床は、文字通りに足の踏ふみ場ばにも事欠く有り様である。

　しかも匡平の居住スペースは二階。

　正確に言えば、倉庫の内ない壁へきにぐるりと張はり巡めぐらされた幅はば広ひろのキャットウォーク部分に必要な家具やら何やらを置いて居住空間に仕立てている状態だ。でもってそのキャットウォーク部分に登る為の階段は倉庫の奥おく。

　つまり鞄かばんを置くにしても着き替がえるにしても、とりあえずベッドに横になるにしても、この混こん沌とんとした倉庫内を突つっ切きらないといけないということである。

「……ったくあの放ほう蕩とう親父、訳のわからんものを次から次へと……」

　匡平は目の前にあるものを全部外に蹴けり出したい衝しよう動どうを必死に抑おさえながら――倉庫の中を進み始める。

　ちなみに匡平がうざいうざいと思いながらも、これらの混沌たる『在庫』に一切手を出さないのは、別に父親の仕事に気を使ってのことではない。

　単に自己防衛の結果である。

　迂う闊かつに整理だの廃はい棄きだのしようものなら、何が出てくるか分からない。正体を追求すると激げき烈れつにヤバそうなものも此こ処こには大量に含ふくまれているのだということを、匡平は経験的に知っていた――例えば何かの葉っぱとか。何かの花とか。何かの粉とか。

　まあそういう訳で匡平は父親の仕事に関しては見ざる言わざる聞かざるを徹てつ底ていしていた。

　だが――

「ほんとに何やってんだか……国際商人だかなんだかしんねえけど、いつか捕つかまるぞ」

　そう呟つぶやく匡平の爪つま先さきに――違い和わ感かん。

　どうやら何か蹴け飛とばしたらしい。

　まあ床の上に何かが転がっているのは別に珍めずらしくないのだが――

「あ……――げっ!?」

　くるくると床の上を滑すべっていくのは――あれはどう見ても拳けん銃じゆうではないか。そしてまさか周平の『在庫』の中に在るのが、人じん畜ちく無害なモデルガンの類である筈がない。

　でもって。

　――轟ごう音おん。

「うわっ!?」

　思わず頭を抱かかえる匡平。

　どうやら安全装置が外れていたらしい安物の密輸拳銃は、箱の一つに衝しよう突とつして暴発。飛び出した銃じゆう弾だんはガガガガガキン――とあちこち跳ちよう弾だんしまくった挙げ句、匡平のすぐ側の箱に食い込んで停まった。

　しかも――

「危ねえ……え……ええええええ!?」

　卒そ塔と婆ばのように建ち並んでいた荷物の山の一つが大きく揺ゆらいだ。

　どうやら今の拳銃の銃弾が、何か微び妙みような均きん衡こうを崩くずしてしまったらしい。次の瞬しゆん間かん、表情を引きつらせる匡平の前で、箱の塔とうは回復不能な角度にまで傾かたむいていき――そして周囲の塔を巻き込んで土砂崩れのように崩ほう壊かいした。

「でえええええええええええええっ!?」

　悲鳴を上げる匡平。

　それでなくても埃ほこり臭くさい室内……一ヶ月に一回掃そう除じをしているかどうかも怪あやしい男所帯の床に荷物がばら撒まかれ、煙えん幕まくのようにもうもうと埃が舞まい上がる。

　そんな中、どかんどかんと落ちてくる殺人的な重量の箱を殆ほとんど勘かんで彼はかわしていく。当たれば良くて打だ撲ぼく骨折、悪ければ頭ず蓋がい骨こつ陥かん没ぼつで即そく死しである。地じ雷らい原でも突っ切る方が未まだ生存確率は高いかもしれない。

　だが――

「…………」

　十数秒後――散乱する箱の間に、まるでヨガでもやっているかのような体勢で荒あらい息をつく匡平の姿が在った。

「……生きてるって素晴らしい……」

　などと呟きながら身を起こす匡平。

　塵じん煙えんもようやく収まりつつある倉庫内を見回し――彼は長々と溜ため息をついた。

「そろそろマジで馬ば鹿か親父と縁えん切って自活を検討しねえと命に関わる――……ん？」

　豪ごう快かいにくずれまくった『在庫』の山。

　その真ん中に――何やら奇き妙みように存在感を主張する物体が在った。

　縦長の、しかも何やら黒い直方体である。

「なんだ……？」

　目を瞬またたかせて見つめる匡平。

　それはまるで――

「棺かん桶おけ……？」

　別に、蓋ふたに辞世の句や十じゆう字じ架かが彫ほり込まれている訳でもない。

　だが……それでも禍まが々まがしい感じの黒い表面塗と装そうと、長さ二メートル弱、縦横七十センチ程の、いかにも『人が横たわって入れそうな大きさ』が西洋の棺桶を連想させるのだ。

「まさか……親父……その手の商売も始める気じゃ……」

　国際商人だけでは飽あき足たらず、葬そう儀ぎ屋でも始める気ではなかろうか。

　有り得ないとは言えない。

　そもそも匡平の父親に『常識』とか『普ふ通つう』の概がい念ねんはない。在るのかもしれないが通用しないし適用できない。

　匡平に言わせれば、周平が絶対にしないのは自殺と出家と慈じ善ぜん事業だけで、それ意外はいきなり何を始めてもおかしくない。それが南部周平という人間である。

「まあ……で……でもそれなら、まあ、まさか、中に死体が入っているとか、そーゆーことはないよな。はは。あははははははは」

　自分に言い聞かせるように呟く匡平。

　空の未使用品ならいざ知らず、『中身』の入った棺桶をわざわざ倉庫の中に保管したりはすまい。多分。きっと。恐おそらく。

「…………」

　そして匡平は気付いた。

　棺桶――と言い切ってしまうが――はどうやら機械装置であるらしく、よく見れば側面には細いパイプだの小さな機械装置だのが幾いくつか付属している。

「これって……」

　その機械装置の一つには……何やら意味ありげな赤いスイッチが一つ付いていた。

　御ご丁てい寧ねいなことに『ＣＡＵＴＩＯＮ！』の文字とプラスチックのカバー付きだ。安易に押おしてはいけないという意味なのだろうが――此こ処こまで典型的な造りになっていると『さあ押せ！』と勧すすめられているような気がしてくるから不思議だ。

「……はは。そうはいくか」

　匡平は引きつった笑いを浮うかべる。

　中身が空だろうとなかろうと、とりあえず空けなければいいのだ。今まで通りに見て見ぬふりをすればいいのだ。そうすれば何も問題はない。他のヤバげな荷物と同じだ。

　そうだ。普通の高校生はこんな見るからに『ヤバいですよ』オーラを放散してそうな感じの推定危険物には関わらない。関わる筈はずがない。だから関わらない。というかこんなものはなかった。見なかった。だから知らない。知らないから関わりようがない訳で――

「…………」

　何やら頭の中で自分に言い聞かせながら棺桶から遠ざかろうと後ずさる匡平。

　だが。

　やはり多少は動どう揺ようしていたのだろう――その背中が別の荷物の山に当たった。

　でもって。

　――がきん！

　と荷物の山のてっぺんから落ちてきた招まねき猫ねこが――なんでそんなモノが!?　とこの混こん沌とんの海で突っ込むような無む駄だな行こう為いはとっくの昔に匡平は放ほう棄きしていた――狙ねらい澄すましたかのように、その角でプラスチックのカバーを破は壊かい……その赤いボタンを押した。

「げえっ!?」

　悲鳴じみた声を上げる匡平。

　爆ばく発はつ的に膨ふくれあがる嫌いやな予感。

　しかもそれを後あと押おしするかのように、機械音が響ひびき渡わたり――更さらにぶしゅうと水蒸気らしき白い煙けむりが棺桶のあちこちから噴ふき出てくる。

「や――やべっ!?」

　思わず手近に転がっていた『Ｂｏｒｎ　Ｔｏ　Ｋｉｌｌ』と書かれたヘルメットを被かぶって近くの荷物の山の陰かげに隠かくれる匡平。

「ちょ……ま……まさか爆発したりしないだろうな!?」

　などと言ってみても『大だい丈じよう夫ぶ』と言ってくれる者は居ない。まあ父親が居ても彼の『大丈夫』は全く信用ならないのだが。

　代わりにぐーききき……と見るからに、もとい聞くからに不ふ穏おんそうな金属音を立てて棺桶の蓋が持ち上がり、まるで扉とびらのように左右へ開き始めた。

　で……

「――え？」

　何か奇き妙みように白く細いものが開かれた棺かん桶おけの縁ふちに掛かけられる。

　それが指なのだと分かるまで匡平は一いつ瞬しゆんだが間を要した。角度や状じよう況きようも在るが……その指はまるで雪のように白く繊せん細さいで、生身の俗ぞく臭しゆうというものを根ね刮こそぎ欠いたような雰ふん囲い気きを備えていたからだ。

　更に――

「…………」

　指先から掌てのひら。掌から手首。手首から肘ひじ。

　細長く白いそれは……腕うでだった。

　やはり指と同様に、マネキン人形のそれのような……人間的な暖かさや柔やわらかさを感じさせない、しかしそれ故に隙すきのない絶ぜつ妙みようの均きん衡こうを保った美しい腕。

　指が棺桶の縁を掴つかむ。

　肘から先がゆっくりと引き出され――肩かたとその先に在るべき胴どう体たいが悠ゆう然ぜんと棺桶の底から起きあがってくる。

　少なくとも死体ではないらしい。

　だが……

「…………!!」

　匡平は安あん堵どするどころか別の驚きよう愕がくに打たれて凍こおり付いていた。

　棺桶の中に入っていたもの。

　悠然と首を回して匡平の方を振ふり返ったそれは――

「お……お……」

　生まれたままの姿の、つまりは一糸纏まとわぬ素すっ裸ぱだかの少女だった。

「おやじいいいいいいいいいい――ッ!?」

　人工衛星でも落っこちてきそうな声で、匡平はそこに居ない父親に向けて怒ど鳴なった。




　　　　●　●　●




「お……おおお親父の奴やつ……!!」

　匡平は戦せん慄りつの表情で呻うめいた。

「馬ば鹿かで変態で節操なしだとは思ってたが、まさか人身売買に手を染めるとは――いや待て。人身売買とは限らないぞ、落ち着け、落ち着け南部匡平。ポジティブシンキングだ、俺！　最悪の場合ばかり考えていたら何も始まらないじゃないか！　そう、そうだよ、何も裸はだかの女の子が密みつ封ぷうされてたからって人身売買と限った訳じゃない！　そう――ええと例えば臓器密売って可能性もあるじゃないか！　って余計悪いわあっ！」
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　衝しよう撃げきのあまり一人ボケツッコミをする匡平。

　まあ無理もない。

　何しろ全ぜん裸らの少女である。

　玄げん関かんから礼れい儀ぎ正ただしく『こんにちわ』とやってきても絶句ものだというのに、棺桶の中から出てくれば誰だってパニクって当然である。

　しかも……

　幸か不幸かその少女はかなりの美人だった。

　目鼻立ちは明らかに日本人のそれではない。彫ほりの深い、陰いん影えいのはっきりついた、くっきりとした目元。すっきりと伸のびる鼻び梁りよう。それに加えて金きん髪ぱつ碧へき眼がん。雪のように白い肌はだ。目鼻立ちから判断すれば多分――北ほく欧おう系だ。

「まずいまずいまずいまずいまずい……！」

　何にしてもこれはただ事ではない。

　拉ら致ち監かん禁きんだか密入国だか人体実験だか知らないが――はっきり言ってこれは何処からどう見ても新聞沙ざ汰ただ。

　そんなことを考えていると――

「――Hm,Wer bist du?」

「……へ？」

　不意に――意味不明の外国語が匡平の耳に飛び込んでくる。

　振り返れば、棺桶の中で身を起こした少女が、きょとんとした表情を浮うかべて匡平の方を見つめていた。

「Wer bist du?」

　匡平が聞き取れなかったと思ったのだろう。改めてゆっくりと発音しながら少女が言う。

「あ……ええと……」

「Hm, Der Gesicht ist Japaner, dann――」

　少女が暫しばらく頭の中で何かを検けん索さくするように眉まゆを顰ひそめる。幼げな瞳ひとみと唇くちびるが少し歪ゆがみ――やがて、何かに思い当たったのか、きらきらと輝かがやくような瞳を再び、少女は匡平の方に向けた。

「…………」

　思わず頬ほおが赤らむのを感じる匡平。

　可愛かわいい。

　異常な状況なのであまり意識していなかったが、とにかくこの少女――愛らしい顔立ちをしているのだ。

　しかも全裸。

　特にその状態を恥はじるでもなく、少女は白い柔やわ肌はだを惜おしげもなく匡平の眼の前にさらけ出している。

　改めて自分がどれだけ無ぶ遠えん慮りよに少女の裸ら体たいを眺ながめていたのかに気付いて、匡平は慌あわてて目を逸そらした。

　そして――

「……汝なんじは日本人か？」

「――へ？」

　突とつ如じよ投なげ掛かけられた、その流りゆう暢ちような日本語は……少女の桜色の唇から紡つむぎ出されていた。

　驚おどろいて振り返る匡平。

　彼の羞しゆう恥ちや動どう揺ようなんぞ何ど処こ吹ふく風かぜといった様子で、その金髪碧眼少女は棺かん桶おけから出て、胸を張り――しつこいようだが全裸である――そこに傲ごう然ぜんと立った。

「我が名はパミル！　ベルグマン王家第十三代目ドルフ・テリル・バロル・ベルグマンが第一子にして王位継けい承しよう権第一位のパミル・テリル・カルル・ベルグマン姫ひめである！　――ええい頭が高い！」

「…………は？」

　ぽかんと口を開ける匡平。

　何やら聞き捨てならない感じの単語をまとめて聞いたような気がするが――

「…………」

「…………」

　見つめ合う匡平と少女。

　やがて――

「…………そこの若者。どうして恐おそれ入いって平へい伏ふくせんのだ？」

「…………はい？　あ、お、俺のこと？」

　眼を丸くして硬こう直ちよくする匡平に、少女は何処か不満げな表情で言った。

「それとも私の演技がおかしいのか？　それっぽくないか？　きちんと姫ひめ君ぎみしておらんのか？　ちゃんと入力されたマニュアル通りにした筈はずなのだが……」

「姫君……？」

「うむ。替かえ玉だまとして造られたる我が身なれば、完かん璧ぺきにパミル姫を演じねばならぬ故ゆえ」

「……いや……あの？」

「とはいえ初起動なのでな。若干の不安が在るのも事実だ。そういう訳でそこな若者よ、汝に尋たずねている訳だが――どうだ？　私はきちんと『姫』に見えているか？　違ちがうというのならばその部分を指し摘てきしろ」

　金きん髪ぱつ美少女は匡平の前でくるんと一回転してみせる。

　背中まであるウェーブかかった金色の髪かみが白くも艶なまめかしい背中の上で跳はねて、それがもうなんつーかあの、妙みようにあれっぽいというか、ぶっちゃけ匡平の心しん拍ぱく数を無む闇やみに上げると言うか。

「あ……いや、その、キミって一体何なんだ？　名前はパミルっていうの？　何処の国の人？」

「だから説明したではないか」

　少女は言った。

「私は替え玉だと」

「かえだま……？」

「あるいは『身代わり』や『影かげ武む者しや』といった単語の方が理解しやすいかもしれんが」

「…………」

「私の正式名めい称しようはＦＲ―ＭＣ０９・〝パミルⅨ〟だ。最も一いつ般ぱん的てきな単語としては『アンドロイド』が一番概がい念ねんとして近い」

「あ……アンドロイド？　ロボット？」

　改めて匡平は眼の前の少女を見つめる。

　可愛かわいらしい顔。

　それはどう見ても作り物などには見えない。白く――しかしほんのり桜色の乗った肌はだは、どう見ても本物の人間にしか見えない。やや控ひかえめだが、形良く膨ふくらんだ胸も見るからに柔やわ（以下略）――

「いや……そもそも」

　この少女はロボットだと自己主張する訳だが匡平は、こんな人間そっくりの機械人形が作られたなどという話を聞いたことがない。そんな技術革新が進んでいれば、匡平でも新聞やテレビで見知っている筈だ。

　まあそれこそ技術は日進月歩、いつ何時こういう機械人形が作られてもおかしくはないのかもしれないが――

「人間にしか見えないんですけど……」

「当たり前だ！　そうでなくては身代わりなど務まらんからな！」

　得意げにそう宣のたまう少女。

「……はあ」

　分かったような分からないような理り屈くつだ。

　だが――

「…………なるほど」

　匡平は表情を引きつらせながらも小さく頷うなずいた。

　要するにこの子は何処か頭のネジが緩ゆるんで白鳥座だかアンドロメダだかからの電波をゆんゆん受信しちゃってるらしい。『どこぞのお姫ひめ様さま』だけじゃなくて『その身代わりロボット』などと必要以上に捻ひねった設定が珍めずらしいが――まあ電波さんの妄もう想そうに常識だの条理だのは通用すまい。

　そんなことを匡平が考えていると――

「で――どうなのだ？」

　アンドロイド美少女がにゅっと匡平の顔の前に自分の顔を近づけてきた。

「う……」

　心拍数が急上昇じようしようするのを匡平は自覚した。

　この距きよ離りはマズイ。何がマズイかというと、具体的に描びよう写しやしてしまうと十八禁指定されてしまいそうなくらいにマズイ。

　そもそもその胸（以下略）。

「私の最初の質問に答えておらんぞ。どうだ？　どうして恐おそれ入いって汝なんじは平へい伏ふくしないのだ？　私は姫ひめに見えていないのか？」

「…………」

　ふつうお姫様はこんなむさ苦しい倉庫で全ぜん裸らで出てきたりしませんよ、お嬢じようさん――と突っ込みたいところだが、相手が電波さんだと迂う闊かつな意見は何かと危険である。

　だからまあ黙だまり込むしかない訳だが。

　それはそれで少女は勝手に判断したらしい。

「やはり姫には見えないのか……むう、いかん、パミル王女の替かえ玉だまアンドロイドとして造られた私の存在理由レゾン・デートルにかかわる問題だ！　若者よ、指摘するがいい、一体何がいけないのだ!?」

　少女は更さらに近付き、匡平の襟えり首くびを両手で掴つかむ。元々匡平が危機感を覚えるような距離が更に縮まり――互たがいの息が肌で感じられる程になった。

「いやっ……あの……」

「どこがムリなのだ、気品か？　容姿か？　それとも仕草か、言葉遣づかいかっ？　頼たのむ、教えてくれ、若者よ！」

「えっと……あの」

　かっくんかっくん前後に揺ゆさぶられながら匡平は言った。

「教え、る、教え、る、から――その、前に、俺、から、一つ、頼み、が」

「む――取引か。良かろう、なんだ？」

　ぱっと手を離はなして少女は首を傾かしげる。

　匡平は意志力を総動員して少女に背を向けると――言った。

「とりあえず……服着てくれ。どっかその辺から適当に探し出して」




　　　　●　●　●




　と――まあそういう訳で。

　平へい凡ぼんと平和をこよなく愛する高校生・南部匡平と、ベルグマン王家第十三代目ドルフ・テリル・バロル・ベルグマンが第一子にして王位継けい承しよう権第一位のパミル・テリル・カルル・ベルグマン姫の身代わりアンドロイドであるところのＦＲ―ＭＣ０９・〝パミルⅨ〟（自じ称しよう）の出会いは………概おおむねこんな感じだった。







第二章　なし崩くずし的に墓穴は掘ほられ







　四丁目の郵便ポストは早さ苗なえの定位置だった。

「…………」

　毎朝ここで彼女は『彼』が来るのを待つ。

　ポストの前の直線道路を通学路にしている『彼』を、比ひ較かく的てき長く見つめていることができるからだ。

　無論――時間にすれば、わずかに三分余りのことに過ぎない。また恐らく『彼』は早苗の存在に気付いてもいないだろう。全く一方的に見つめるだけの関係だ。

　だが、その僅わずかな時間さえも――邂かい逅こうとも呼べない状じよう況きようでさえも、早苗にとってはこの上もなく幸せな時間だった。

　時刻は七時五十分。

　そろそろ『彼』が来る。

　早苗は胸が高鳴るのを感じた。

　郵便ポストの陰かげに隠かくれつつ『彼』が来るのを待つ――そんな行こう為い自体にすら、彼女は胸がときめく感覚を覚えている。

　そして……

「――！」

　ゆっくりと道の彼方かなたから『彼』が現れた。

　左手に鞄かばんを提さげ、気け怠だるげに歩いてくるのは一人の少年である。

　地味な姿だった。

　ベージュのブレザーという何の捻ひねりもない制服のせいもあろうが――全体的にその容姿を成しているのは、地味な諸もろ々もろの要素だった。

　髪かみは染色もしていなければ、伸のばしてもいない。ピアスだのリングだのといったアクセサリの類たぐいも皆かい無む。

　顔立ちは整っているが――驚おどろく程のものではない。特とく徴ちようと言えばやや、鋭するどい瞳ひとみと――それを隠すように掛かけられた眼鏡が、せいぜいといったところだ。

　しかも……まるで『模も範はん的てき学生』の見本のように、背筋を真っ直すぐ伸ばして進み、制服も一部の隙すきもなくきっちりと着こなし、白いシャツのボタンも一つ残らずきちんと留めている。

　高校指定の鞄も、入学当初から義ぎ理り堅がたく丁てい寧ねいに使い続けているものだ。

「…………」

　素敵――と早苗は思う。

　男子としては平均的な身長であるとか、体格も割りと平均的であるとか、そんな些さ細さいな「普通」も早苗にとっては、普通ではなく彼だけの特別であるかのように見えていた。

「彼」の名は、南なん部ぶ匡きよう平へい。

　早苗の、唯ゆい一いつ絶対の憧あこがれの先せん輩ぱいである。

「ああ……」

　息苦しいほどの痛みを持って、早苗の心臓が早打ちする。匡平の瞬またたき一つさえ、見み逃のがさぬようにと、彼女は視線を彼の姿にぴたりと据すえ付けた。

　だから――

「…………？」

　すぐに気付いた。

　匡平がいつもと違ちがっていることを。

　鞄を持つ手がいつもより力なく揺れている。髪の毛がいつもよりしんなりとしていて、艶つやに乏とぼしい。更さらに、眼鏡がいつもより２・３５ミリばかり下にずり落ちている……！

　そして何よりも――染み一つないその美しい顔（早苗主観）に色いろ濃こい疲ひ労ろうの影かげがあることを、恋こいする少女の精密スコープの如ごとき眼は見逃すことなく捉とらえていた。

　眼鏡で分かりにくいが、目の下にも隈くまがあるようだ。

「……先輩……」

　一体……匡平に何が在ったというのだろう。

　早苗は、心配で居ても立ってもいられない気持ちになる。だが匡平に駆かけ寄よって事情を問い質ただすような勇気は、早苗にはない。

　彼女にできることと言えば――

「……先輩っ……」

　愛用の藁わら人形を握にぎる手にひしと力を込めるだけだ。

　自分には匡平に声を掛けるような勇気はない。だからせめてこの思いの丈たけを、やっぱり愛用の五ご寸すん釘くぎに込めて打ち込むことしかできないのだ――

「届いて……！　私の――」

「――何を届けるつもりだあんたは!?」

　郵便ポストに押おし付けた藁人形に、いましも木き槌づちで五寸釘を打ち付けようとしていた早苗は、後頭部を叩たたかれて振ふり返った。

「――あ。蓉よう子こちゃん……」

「朝っぱらから藁人形握りしめて何やってんの、あんたは!?」

　そう言うのは早苗の数少ない友人――峰みね部べ蓉子である。

　何となく、夜の神社とか、陽の当たらない物もの陰かげとかが主要棲せい息そく地域の早苗とは全く正反対、活動的で開けっぴろげな雰ふん囲い気きは、実に早朝の爽さわやかな風景によく似合っていた。

「あ……えっと……その……先輩が、ちょっと疲つかれてるみたいだったから……ちょっと物陰からひっそりと呪のろったりなんかしてあげようかな……なんて」

　頬ほおを赤らめてはにかみつつ言う早苗。

「呪ってどうすんの、呪って!?」

「だ……駄だ目め……？」

「駄目に決まってるっていうか、そこで疑問形が出てくるあんたに私は戦せん慄りつするわよ」

「だって……先輩のことを考えると、ここがきゅって……苦しくなって」

　早苗はブレザーの胸元を押さえる。

「つい……」

「つい……で藁人形作って五寸釘ぶち込むの、あんたは？」

「蓉子ちゃんはしない？」

　上うわ目め遣づかいに友人を見つめる早苗。

　本気で訊きいているところが、悪質というか異様ではある。

「しない。多分日本国民の大多数はしない」

「でもでも。ほら、よく雑誌なんかにね……『これで貴女も大好きな彼氏の気持ちをゲット！』とか書いて載のってるよ……？」

「あれは『のろい』じゃなくて『おまじない』って読むのよ!!」

　まあ確かに漢字は同じだが。

「とにかく呪うの禁止」

「そんな……蓉子ちゃん……」

　眼鏡の奥おくの眼を潤うるませて早苗は言った。

「ひどいっ……」

「他人様を呪うのはひどくないのかあんたはっ!?」

「日本古来の伝統なのに……」

「そんな伝統はさっさと滅ほろんでしまえ!!」

　蓉子は喚わめいた。

　そんな横を――

「…………」

　ぼんやりとした様子で、南部匡平が通り過ぎていく。溜ため息をついて蓉子は言った。

「南部先せん輩ぱい。お早はよう御ご座ざいます」

「……ん？　あ――ああ。お早う」

　声を掛かけられて匡平が振り返る。

　だが彼は一いつ瞬しゆん、困こん惑わくの表情を浮うかべた。

　恐おそらく、蓉子や早苗の名前を頭の中で検けん索さくしているのだろう。まあ同じ学年でも学級でも部活でもない、ただ同じ学校に通っているだけの後こう輩はいの女生徒の名前なんぞ、いちいち覚えている筈はずもないが。

「えっと……」

「一年の峰部です。峰部蓉子。こっちが村田早苗」

「あ……ああ」

　見るからに憔しよう悴すいした表情で頷うなずく匡平。

「何だか登校前からすっごくお疲れみたいですけど――何か在ったんですか？」

「……え？」

　ぼんやりと疲ひ労ろうに緩ゆるんでいた匡平の表情が、凍こおり付く。

「あ…………いや！　ないよ！　別に何もない！　ごくごく普ふ通つう！　いやマジで！」

　慌あわてて取とり繕つくろうように言う匡平だが――表情が明らかに引きつっている。

「なんだか先輩の様子がいつもと違ちがうって、早苗ちゃんが心配して――」

「よ……蓉子ちゃん……!!」

　真っ赤になって俯うつむく早苗。

　まあ普通なら此こ処こで『ああこの子ってば俺に気があるのか』と、気付きそうなものだが……何やらかなりテンパっている感じの匡平は、そんな様子もなく、ただただ表情を強こわ張ばらせて首を振ふった。

「あ、いや、本当に――本当に何もないんだ、大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だよ、本当に！」

　不自然なくらいにそう強調すると、『それじゃ』と言って匡平は足早に二人の前から去っていった。

　ぽつん――と郵便ポスト脇わきに残される早苗と蓉子。

「――ってな具合に声掛ければいいでしょ」

　言って早苗の方を振り返る蓉子。

　すると――

「…………」

　早苗は、藁わら人形を握にぎりしめたまま、有り得ないくらいにまん丸なレンズの奥で、眼を潤ませて数少ない友人を見つめ――もとい睨にらんでいた。

「……蓉子ちゃん……一いつ杯ぱい先せん輩ぱいと話して……ずるい…………」

「……何がずるいのよ、何が!?」

　蓉子は喚いた。
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　村田早苗の見立て通り――実際に南部匡平は憔悴していた。

　実は彼は昨夜から一いつ睡すいもしていない。

　理由は簡単。

　彼の家に『王女の替かえ玉だまアンドロイド（自じ称しよう）』の少女が昨日の夜から、ずっと居座っているからである。

　パミルと名乗ったその少女は、元々匡平の家に置かれていた諸もろ々もろの荷物――父の仕事の関係で、倉庫兼けん自宅ということになっている南部邸ていには、大量の木箱やら段ボール箱やらコンテナ・ケースやらが積まれている――の中の一つ、棺かん桶おけを連想させる非常に怪あやしい感じのカプセル・ケースから出てきた。

　それも真まっ裸ぱだかで。

　これだけでも充じゆう分ぶんに異常なのだが……更さらに彼女は自らを『某ぼう国こくの王女の替え玉として作られた精せい巧こうな擬人機械アンドロイド』だと大真面目に主張するのだ。

　どう考えてもおかしい。

　そもそも匡平の眼から見れば、何処をどのように見てもその少女は人間そのものにしか見えないし、そんな人間と見み紛まごうアンドロイドなど作られたという話は聞いたことがない。

　となると――

（電波か？　電波なのか!?）

　そう考えるのが一番納得がいく。

　とはいえやっぱり電波を受信する少女なんぞは、平へい穏おん、普通、目指せ小市民――を生活の基本指針コンセプトとして奉ほうじる匡平にしてみれば、手に余る存在なのは間ま違ちがいがない。

　しかも、ただでさえ割と素性不明な電波少女は、常識だの何だのもごそっと、しかも部分的に欠落していたりするようで――

「ふむ。今一つ状じよう況きようが飲み込めない。周りの様子を見てこよう」

　などと言って匡平の家から出ようとする。

　真っ裸のままで――だ。

　まあ匡平の家は倉庫街の真ん中に在る為ため、夜間は人通りが極めて少ないが――それでも皆かい無むという訳ではない。万が一にでも、匡平の家から素すっ裸の少女がひょっこり出てくるのが目もく撃げきされた日には、どんな噂うわさが広まるか分かったものではない――というか何となく分かるから尚なお更さらに頭が痛い。

　なので……

「ちょ、ちょっと待てっ！」

　焦あせりつつ匡平としては彼女を止めるしかない。本当は即そつ刻こく出ていって欲しいくらいなのだが。

「なんだ？」

　パミルは首を傾かしげる。

　まるで小鳥のように無む垢くな仕草だが、全ぜん裸らでやられると凄すさまじく倒とう錯さく的である。

　しかも彼女の容姿は、明らかに日本人の標準からは外れる。

　彫ほりの深い顔、高い鼻、鮮あざやかな金きん髪ぱつ、真っ白い肌はだ。北ほく欧おう系の――ある種浮うき世よ離ばなれさえした人形のような容姿は、幼いながらも優美の一語に尽つきる。

　勿もち論ろん、豊満とまではいかないが、それなりに出る所は出て引っ込む所は引っ込んでいて、しかもきめ細かい肌はまるで人形のようで。

　だもんで――

（７１０年平城京ッ！　７１２年古事記ッ！　７２３年三世一身の法ッ！　……）

　変な処に意味もなく血が集中しそうになるのをぐっと堪え――頭の中で六百年分くらい、日本史の年表を暗唱してから、匡平は彼女の小さく白い肩かたを掴つかんだ。

「………服を着てくれ。頼たのむから」

「む？」

　パミルは眉み間けんに皺しわを刻む。

「そうか。服か。なるほど――忘れていた」

「忘れるなッ！」

「そうだな。王女ならば服を着ていて当然だな！」

「王女でなくても着てて当然だよ！」

　なんだか、ひたすら穴を掘ほっては埋うめるのを繰くり返すような疲ひ労ろう感が、匡平の上にのしかかる。

　ひょっとしていちいちそんなことから教えてやらないといけないのか――この電波っ娘こは!?

（早く帰ってこい――くそ親父！）

　胸中で匡平は毒づいた。

　この少女がどういう素性の人間なのか知らないが、周しゆう平へいが――匡平の父親であり、この少女の詰つまっていた棺かん桶おけを運び込んだ張本人である、自じ称しよう・国際商人（という名目の何でも屋）の周平が帰ってきたなら、詳くわしい事情を聞き出すこともできるだろう。

　だがそれまでは、匡平がこの少女の面めん倒どうを見るしかない。何しろ『王女の替かえ玉だまアンドロイド』などという妄もう想そうを抱かかえている上に、素っ裸で表に出て行こうとする少女だ。放置しておけばどんな騒そう動どうを引き起こすかしれたものではない。

　平へい凡ぼんな生活を望む匡平にとって、この少女は全てを吹ふっ飛とばす爆ばく弾だんにも等しい。

　しかもこの爆弾は安全装置が壊こわれている上に――悪意はないにしても――爆ばく発はつする気満々だ。

「なんで俺がこんな目に……」

　学校から帰ってきて、まだ私服にも着き替がえていないのに、こんな珍ちん騒そう動どうが待っているなどと当然ながら想像し得る筈はずもない。

「とりあえず服――」

　重い気分を引き摺ずりながら、段ボールだの木箱だのの塔とうの間を通り抜ぬけ、匡平はそれらの一部として埋もれるように置かれていたタンスを発見する。

　とりあえず迂う闊かつに開いても崩くずれてこないか確認し――ゆっくりとその中を探る。気分は殆ほとんどダンジョンの中で宝箱の罠わなを確かめる盗賊シーフだが、実生活リアルでやると面白いどころか、ひたすら面倒である。

「えーと」

　とりあえず取り出して並べてみる。

「…………」

　――そして匡平は頭を抱えた。

　ろくな服がない。

　メイド服。ナース服。ブルマ。ウェイトレス服。巫女みこ装束。スクール水着。ボンテージ服――おまけに猫ねこ耳みみ付きカチューシャだの、肉球付きグローブだの尻尾しつぽ付きパンツだのまで出てきた日には、一体何処のコスプレ喫きつ茶さかと親父の襟えり首くびを掴んで小一時間問いただしたい気分になる。

「つーかそもそもなんで、男所帯のタンスに男物がないんだよ!?」

　喚わめく匡平。

　まああるいは、これらも商品なのかもしれないが――むしろ周平の趣しゆ味み、と言われても納得できそうではある。

（せめて自分で着るとかじゃないことを祈いのるぜ。いやマジで）

　そんなことを匡平が考えていると――

「むむ？　色々在るな。どれが王女らしいのだ？」

「…………」

　まあ確かに貴族の姫ひめ君ぎみが着そうなレースのドレスも、在るには在った。だがこんなもの、非日常的という意味では全ぜん裸らと大差ない。一いつ般ぱん市民なら結けつ婚こん式くらいしかお目にかかることのないような服を着た少女が、街中を歩いたら――しかも金きん髪ぱつ碧へき眼がんとなれば目立たない筈がない。

「――他に、他に何か少しでもまともなもんはないのか？」

　普ふ通つうの女の子が着るような洋服。

　別に最新流行とかそういうのでなくてもいい。とにかく普通のもの。無意味に目立たないもの。そういうのはないものか。

　パミルが金髪碧眼の美少女である時点で、何を着せても無む駄だな努力というか、目立たない筈はないのだが――せめて、服だけでも、と匡平はタンスの中をあさる。

　結果――出てきたもので一番まともだったのが。

「…………」

　浴衣だ。

　夏祭りとかに着ていくようなアレである。

　白地に赤い金魚の模様が描えがかれていて……可愛かわいいし鮮あざやかだが、妙みように派手な代物である。

　本当に一体自分の父親は何を考えているのか――次に会ったら父親の頭ず蓋がい骨こつを切り開いて中身を確かめたくなる衝しよう動どうを抑おさえきれるかどうか、匡平には自信がなかった。

　正直この冬場に浴衣は無かろう、とも思うが、他はもっとあり得ない感じなので――この辺りで妥だ協きようするしかあるまい。

「これ。これ、着て」

「うむ？」

　パミルは手て渡わたされた浴衣を眺ながめつつ、自分で何とかこれを着始める。

　意外に頭が良いのか器用なのか、最初は多少手間取ったようだが、数分後にはもう、パミルは何とか浴衣を着た状態で匡平の前に立っていた。

　多少、帯の結び方がおかしい気もしたが、この際、贅ぜい沢たくは言うまい。

　ただ思ったよりもサイズが大きかったようで、襟えり元もとや胸元がかなりだぶだぶ――ぶっちゃけ、その下のパミルの白い肌はだが、簡単に覗のぞけちゃいそうな感じなのである。

「コレでよいのか？」

　首を傾かしげるパミル。

　その拍ひよう子しに襟首が大きく開いて、胸元が殆ど丸見えになる。

　匡平は慌あわてて視線を逸そらした。
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　――まあそんなこんなで。

「……あンのクソ親父……一体何を考えてやがんだ……!?」

　昼休みである。

　時計の針が揃そろって真上を指す頃ころには、匡平の疲ひ労ろうは頂点に達しつつあった。

　本当はつまらない授業の幾いくつかを選せん択たくして、寝ねたりすれば少しは疲労も軽減したはずなのだが――というか、そもそも一日くらいは学校を休んじゃっても、然さしたる問題にはならないだろうが、「普通」で「真面目」で、ごく平均的な男子高校生を目指す身としては、そんなことができる筈はずもない。

「…………」

　匡平はポケットから携けい帯たい電話を出し、短縮番号の一番をかける。液晶えきしよう画面には『クソオヤジ』と番号先の表記が出ていた。

　携帯電話を耳に当てて待つこと――

「…………」

　一分。二分。三分。四分。五分――

　出ない。

「――って商人の癖くせに電話でつかまらなくていいのかよっ!?」

　叫さけびながら携帯電話を床ゆかに叩たたき付けそうになって――辛かろうじて堪たえる匡平。

　ちなみに呼出音は鳴るのだが、それだけだ。父・周平が電話に出る気配は全くない。留守電に切り替かわる様子さえなかった。

　実は休み時間になる度に彼は周平に電話を掛かけているのだが、全くつかまらないのだ。

　つまり現状が、なあんにも、変化しない訳で。

「やっぱりここは、警察か……？　もしかしたら、捜そう索さく願が出されているかもしんねえし。ああ、でもダメだ！　んなことしたら、親父の怪あやしい商売に足がつくっ！　第一、人間を棺かん桶おけだかカプセルだかで運ぶなんて、絶対合法的手段じゃねえしっ！」

　たとえ合意の上でも密入国とその幇ほう助じよである。

　合意の上でなければ合法非合法以前に誘ゆう拐かい――やはり立派な犯罪だ。

　迂う闊かつに立ち回ると匡平ともども、親子揃って逮たい捕ほされかねない。

「ふざけんな、親父ッ！　せめて捕つかまるなら一人で捕まりやがれっ!!」

「――なに？　親父さん帰ってきたのか？」

　と背後から声が掛かる。

　振ふり返ると――響ひびき瑞みず人ひとが近付いてくるのが見えた。

　相変わらず紅あかい髪かみ、緑の目、濃こい肌と日本人であることを全身で否定しているような配色な上に、無意味に肩かたからエレキ・ギターをストラップで提さげている。当然、モニタもシールドも繋つながっていないので、これはピアスだのリングだのバンダナだのと同類の、完全にファッションの一部であるらしかった。

　まあ目立つという意味ではとことん目立つだろう。しかもギターだけでも異様なのに、今は昼飯らしきヤキソバパンまで持っている。トータルで見るとかなりシュールな姿であった。

「帰って来ねぇから困ってんの」

「そんなのいつものことだろうが？」

　まあ確かにその通りなのだが。

「だからオヤジが居ないと困――」

　言いかけて。

　匡平は口をつぐんだ。

　まずい。

　瑞人にパミルのことを知られたらとてもまずい。

　相談に乗ってくれるどころか、自分が目立つ為ためには友でも親でも大喜びで売りかねない男だ。というか匡平のことをマスコミに売っておいて、むしろ『どうして自分だけそんなに目立つんだよ、ずりぃぞ』などと文句を言いかねない。

「なに？　何かあったのか？」

「いや？　別に？」

　脇わきの下を流れ落ちる冷ひや汗あせを意識しながら匡平は言った。

「むむ？　何か隠かくしてるな!?」

「隠してねえッ！」

「匡平～どうしてお前はそう冷たいんだ」

　じゃーんとギターを掻かき鳴ならしながら――まあ前述のようにモニタに繋がっていないから、大きな音は出ないが――瑞人は言った。

「何か面白くて目立つことを自分一人で独どく占せんするなんて――俺はお前をそんな浅ましい子に育てた覚えはねえッ！」

「俺もお前に育てられた覚えはねえよっ！」

　と匡平。

　瑞人は悪い奴やつではないのだが、ありとあらゆる価値観が『目立つか否いなか』に集約されているので、匡平とはしばしば利害が対立するのである。

　どうしてこんなのと友達をしているのか――実を言えば匡平自身にも謎なぞだった。

「とにかく何もないっ！　一切合切、完全無欠に何もないっ!!　昨日と同じ今日、今日と同じ明日、完全無欠にルーティンな日常を堪たん能のうしているところだっ!!」

「うーん。つまらん奴だな」

「お前にそう言われると心底安心する」

　と匡平。

　少なくとも瑞人に面白いと言われるような人生だけは送りたくない。

「ところで匡平よ」

「なんだよ？」

「そろそろ昼休みも終わるけど――飯は良いのか？」

「……あ」

　そういえば父親に電話するのにかまけていて、昼飯を食うのを忘れていた。

　弁当は持参していないので、学食か購こう買ばいのパンかが匡平にとって許された選せん択たく肢しであるが――時計を見れば、既すでに昼休み終しゆう了りよう五分前である。

「くっ。購買しかないかっ!?」

　今から行ってもろくなパンは残っていないだろうが、昼飯抜ぬきで午後の授業に出るよりはましだろう。実は昨日の夜から何も喰くっていないのである。

　まあそういう訳で――

「いってらっさーい」

　瑞人の呑のん気きな声に送られて匡平は購買部へと急いだ。
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　一方――その頃ころ。

　南部邸ていという名の倉庫に一人残されたパミルはというと、ぼんやりと床ゆかに座ってテレビを眺ながめていた。

『皆みなさんこんにちわ』

「うむ。こんにちわ」

　アナウンサーの声に律りち儀ぎに頷うなずくパミル。

　彼女の前に置かれているのは旧式のテレビである。

　一体何処から持ってきたのか……ブラウン管なのはまあいいとして、チャンネルなどはボタン式ではなくて、がちゃがちゃと回すダイヤル式である。

『正午のニュースです』

「そうか。苦しゅうない」

『まずは大おお阪さか府ふ堺さかい市しで起きたプラスチック工場の火災から――』

「むむ？　そのようなものよりも世界情勢を告知しろ」

『今日午前十一時二十八分頃――』

「世界情勢を告知しろと――」

『――で爆ばく発はつが在り、続いて火が――』

「むむ。無視するか」

　顔をしかめて呟つぶやくパミル。

　次の瞬しゆん間かん――




　――きゅばっ!!




　と閃せん光こうが迸ほとばしった。

　強きよう烈れつな光条は、尚なおもパミルの要望を無視して強きよう硬こうに――当たり前だ――大おお阪さか府ふの事故のニュースを流し続けていたテレビに突つき刺ささる。

　次の瞬間、旧式テレビが、ぼかんと音を立てて粉々になった。

　匡平がこの場に居たら卒そつ倒とうしそうな光景である。

　だが――

「失礼な奴め。王家の威い光こう、思い知ったか」

　そう呟いてから……ふと気がついた様子で辺りを見回すパミル。

　どうやら彼女にとっては、今の怪かい奇き現象は驚おどろくにも値しないことらしい。

「困った。続きが聞けない」

　当たり前である。

「ふむ――王家サーチャー・アイ!!」

　とか何とか言って辺りを見回すパミル。

　別に両眼からサーチライトが出たりはしなかったが――

「ふむ」

　あっさりと彼女は段ボール箱の一つに収められていた別のテレビを見つけ出すと、それを取り出し、平然と壊こわれたテレビと交こう換かんした。




　――まあそんな感じで。

　パミルが『どうやらこれは一方的に会話を垂れ流すだけの機械らしい――というかこれがテレビとかいう機械なのか？』と気付くまでに、その後、三台のテレビが犠ぎ牲せいになった。
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「ったく、どうすればいいんだよ？」

　匡平は空腹と燃焼不十分な怒いかりを抱かかえたまま、家路についていた。

　ちなみに――よりにもよって購買部のパンは全て売り切れ。匡平は自じ販はん機で買った牛乳パックのみを昼飯として午後の授業を乗りきり、こうして下校している。

　買い食いでもしようかと思ったが、家に帰って何か冷蔵庫の中を漁った方が早いし安上がりだ。事実上の独り暮らしを始めて既すでに二年――自じ炊すいは慣れたものだった。

　歩きながら匡平が黒い腕うで時ど計けいで確認すると、時刻は四時だった。　陽は大分傾かたむいてきていて、そろそろ影かげも長くなり始めている。

「まさかこのままにしておくわけにもいかねえしな……」

　言うまでもなくパミルのことである。

　いや。このまま――であってくれるかどうかすら怪あやしい。

　家から出てくる時、何度も何度も外へは出るなとパミルには言い聞かせたが、あの電波少女が本当に分かっているどうか。

　そう思うと、どうしても匡平の脚あしは早くなり家路を急ぐことになる。

　そして――

「…………」

　倉庫街を抜ぬけて問題の倉庫――もとい南部邸ていが見えてきた。

　とりあえずパトカーだの報道関係者だのが詰つめ掛かけて来ている様子はない。少なくとも騒さわぎにはなっていないようだった。

「良かった……」

　匡平はほっと胸を撫なで下ろし――




　きゅばッ!!




　何かこう聞き慣れない――その癖くせ、やたらと本能的な危機感を煽あおったりなんかする音が、匡平の後頭部を掠かすめて過ぎた。

「…………!?」

　恐おそる恐る背後を振ふり返る匡平。

　丁度――彼の視線の先では、ぎぎぎ、と音を立てて街灯が傾いているところだった。

　でもって。

「…………」

　明らかに鋼鉄製と思しきその支柱の――直径にすれば半分以上が、えぐり取られたかのようになくなっているのが見えた。

　まるで――レーザービームか何かが直ちよく撃げきしたかのように。

　更さらに――




　きゅばっ！　きゅばっ！　きゅばばっ!!




　今度こそ匡平の眼の前を明らかに光学兵器っぽい光条が横切ったりなんかして。

　それも複数。

「な……ッ!?　な……!?」

　思わず伏ふせる匡平。

「なんだ!?　何だ一体!?」

　叫さけんでみても当然――答えが在る筈はずもない。

　代わりに……




　きゅばっ！　きゅばっ!!




　ヤバげな光が、更にあっちこっちに向けて倉庫から放射される。何かを狙ねらっているのではなく、手当たり次第に乱射しているかのような――それはまさしく四方八方に向けられたものであるようだった。

　とはいえ。

　狙いを付けていようがいまいが、命中すれば鋼鉄の支柱をあっさり抉えぐり飛ばすような光線である――人体に当たればどうなることか。

「どわあああああああっ!?」

　悲鳴を上げる匡平の回りを光線が乱れ飛び、地面に幅はば三センチ程の溝みぞがいきなり刻まれたりする。

　頭を抱かかえながらも、その発射元を捜さがして視線を走らせると――どうやら匡平が今まさに帰り着こうとしていた倉庫の壁かべを貫かん通つうして、それらの光線は飛び出てきているようだった。

　しかもとどめに――




　――轟ごう音おん。




　鈍にぶい爆ばく発はつの音と共に、倉庫の窓の幾いくつかが吹ふっ飛とんだ。

　どうやら中で何かが爆発したらしい。まあ武器弾だん薬やくやら薬品やらが、条理だの常識だの法律だのを無視して満まん載さいされていたりするところだ――ビームなんかが乱射されれば、爆発の一つや二つは起こってもおかしくはない。

「パ…………」

　束の間絶句。

　そして――

「パミルっ!?」

　叫んで匡平は駆かけ出した。
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　爆発にもめげず作動していた防犯機構をもどかしげに解除して中に入る。

「…………なんだよ、これ」

　中はもうもうと煙けむりが立ちこめていた。

　とりあえず異い臭しゆうはしないので、何かやばいものが燃えているのではなく、先の爆発で粉ふん塵じんが舞まい上がった結果のようだが。

「パミル！　おい――パミル!?」

　声を上げて呼んでみる。

　何が起こったのかは分からないが、十中八九、パミルが絡からんでいるだろう。

　ハンカチを口元に当てて煙を掻かき分わけるようにしながら、倉庫の中を進んだ匡平は――

「…………」

　倉庫の奥おくに立たち尽つくすパミルの姿を見た。

　何というか――浴衣姿の金きん髪ぱつ少女はまさしく機能停止したロボットのように、眼を見開いたまま固まっている。

　その周囲には、明らかに先程の光条に削けずり取とられたと思おぼしき、傷きず痕あとの付いた木箱やら段ボール箱やらが――彼女を囲むようにして散乱していた。

　まるで、パミルが先程のビームを発射していたかのように。

「まさか……」

　ゆっくりと煙が晴れていくが――他に人ひと影かげらしきものは見当たらない。警備システムを出し抜ぬいて不ふ埒らちな考えを持つ者が侵しん入にゆうした訳ではなさそうだ。

「パミル。おい――パミル！」

　駆け寄よって顔を覗き込む。

　自じ称しよう『王女の影かげ武む者しやアンドロイド』の少女は、焦しよう点てんの定まらぬ虚うつろな眼を空中に向けたまま、茫ぼう然ぜん自じ失しつの状態である。

　浴衣の襟えりがずり落ちていて、首筋は無論、その白い肩かたまでが露あらわになっているが――もうちょいでまた胸なんかも露わになりそうな感じだが――本人はそれを気にする様子もない。元々パミルはそういう事に無む頓とん着ちやくだが今はそれ以上に――それどころではない、といった印象だった。

　とりあえず怪け我がの類たぐいをした様子はない。

　だが――

「パミル……？」

　パミルの眼の前で掌てのひらを振ふってみる。

　やはり無反応である。

　瞬またたきすらしない。

　そして――

「…………？」

　まるでビデオの一時停止を解除されたかのようにパミルがふっと動き始める。

　彼女の視線が――まだ若干虚ろだが――向いているのは、崩くずれた段ボール箱の山に半ば埋うもれつつも、健気に機能している一台のテレビであった。

　画面の中では年配のキャスターが、こちらに向って何かを喋しやべっている。

　どうやらニュース番組らしいのだが――

「…………なくなった」

　パミルがポツリと呟つぶやいた。
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「は？　何だって？」

「なくなったと言っていた……」

「なくなった？　何が？」

「私の国――」

　パミルは喘あえぐような口調で言った。

「ベルグマン王国が……なくなったのだと……そう…………言っていたのだ……」

「……え？」

　改めてテレビを振り返るものの、既すでに話題は別のものに移っているらしく、どこぞの企き業ぎようの脱だつ税ぜい話をキャスターが淡たん々たんと語っていた。

「なくなった？　え？　ベルグマン王国って――確か」

　パミルが言っていた国。

　つまり彼女の台詞せりふを鵜う呑のみにするならば、彼女のモデルとなった姫ひめ君ぎみが居る国であり、彼女を造り出した国ということになる。

　それが――

「なくなった？　なんで？」

「革命が――起こったのだそうだ。いや、既に革命から一ヶ月が経過しているのだそうで……だから……」

　そこでしゅん……とパミルは意い気き消しよう沈ちんした様子で俯うつむいた。

　つまり――彼女が昨日『起動』した時点で、問題のベルグマン王国とやらはとっくになくなっていたということになる。

　どうやら妄もう想そうの元ネタを失って、パミルとしては途と方ほうに暮れていたらしい。

　まあこれで正気に戻もどってくれると、それはそれで匡平としては有り難いのだが。

「……ってそれはともかく。この有り様は何だ!?」

「……む？」

　パミルは眼を瞬かせる。

「一体何が在ったんだ？　何かのテロか!?　さっきは中で爆ばく発はつも在ったみたいだし。誰か入ってきたのか？　それとも――」

「……ああ。すまん」

　目を伏ふせてパミルは言った。

「つい動どう揺ようして、ビームを乱射してしまった」

「…………」

　今ビームって言いましたか、アナタ。

「王女の替かえ玉だまアンドロイドたる私には、王女の命を狙ねらってくるテロリストを粛しゆく正せいする為ための機能も備わっているのだ。王家ビーム、拡散王家ビーム、王家サンダー、王家ファイヤーなど、多た彩さいかつ多面的な攻こう撃げきが可能となっている」

「…………」

　どうやら妄想は絶賛継けい続ぞく中らしい。

「――ああ、いや」

　匡平の表情を見て何を思ったのか、はにかむように小さく――しかし力ない笑みを浮うかべながらパミルは言った。

「きちんと安全装置がついているから、普ふ段だんは出ない。安心して良いぞ」

「…………」

　別の意味で安心できません。

　――とは言えないので、とりあえず匡平は追求するのを止めた。

　まあ現実的には、父親の荷物の中の何かが偶ぐう然ぜん暴発した可能性が最も高い。

　そう考えれば――むしろこの程度で済んで幸運ではあっただろう。それこそ周平のことだから、爆ばく弾だんだの小型原げん子し炉ろだのも在庫しかねない。それらが爆発していたらパミルが無傷どころか倉庫が丸ごと吹ふっ飛とんでいたに違ちがいない。

　無論それでもあの殺人光線みたいなのの説明にはならないのだが、それはとりあえずあまり追求しないことにした。

「しかし……」

　パミルがまた眼を伏せて言った。

「それらの機能も……全て無む駄だになってしまった……」

「…………」

「……私が身代わりとなって御お守まもりすべき姫君は……他の王族共々、城と運命を共にしたという話だ……」

「ベルグマン王国……か」

　あまり聞いたことのない国名なのだが――

（なんだっけ？　何処かで聞き覚えが在るな。オヤジと昔行ったことがあるとかか？）

　無論、昨日の晩にはパミルの口からもその名を聞いてはいるが……もっとずっと昔に聞いた覚えがある。

「ま……まあ一応ネットで調べてみるか」

　とりあえずそう言ってみたのは――パミルがあまりにも落ち込んでいたからだ。それに実在の王国なら彼女の身み柄がらの手て掛がかりになるかもしれない。

「聞きき間ま違ちがいってことも在るし。情報は確認しないとな」

「う……うむ」

　頷うなずくパミル。

　その姿は――電波少女でも、アンドロイドでもなく、捨てられた子こ猫ねこのように、寂さびしげに見えた。
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　検けん索さくするとすぐに『ベルグマン王国』の情報は手に入った。

「んー……」

　二階――と匡平が呼んでいるキャットウォークの一部に、ベッドやら机やら適当な家具を置いてとりあえず『自分の部屋』に仕立て上げたそのスペースで、匡平はノートパソコンをいじくっていた。

　ちなみにこの倉庫――もとい家は無線ＬＡＮが設けられているので、何処に居てもパソコンはネットに繋つなぐことができる。

　検索サイトでのヒット数は約５０万件。意外に多い。まあ現実に存在する国の名前なら、その程度は在っても不思議ではないだろう。

　勿もち論ろん、中にはベルグマン王国に旅行に行った人の写真が載のっているだけのページや、ベルグマン王国の名前がちらりと出てくるだけのチャット記録も在る。

　そういう訳で、次に匡平は『ベルグマン王国』と『政治』の二語で検索を掛かけた上で、ニュースサイトばかりを見て回った。

　その結果――

「――クーデター……革命か」

　確かにパミルがテレビで見た通り、ベルグマン王国は先月の半ばに陸軍を中心とするクーデターが起こり、軍事政権に乗っ取られている。

　つまり事実上――既すでにベルグマン王国は存在せず、暫ざん定てい的にホーランド共和国と呼ばれる新国家が、丸々ベルグマン王国の在った場所に樹立されている状態だ。

　国家体制どころか国名まで丸ごと変わっているのは、先の支配者であるベルグマン王家の存在に対する拒きよ否ひ感から、だろう。

　まあそれはともかく――

「……」

　振ふり返ると、匡平の『自室』の端はしっこに膝ひざを抱かかえて座っているパミルの姿が目に入った。

　浴衣でそういう格好をされると、生足なんかが見えたりして、やっぱり倒とう錯さく的というか――奇き妙みような雰ふん囲い気きではあるが、さすがに匡平も妙みような興奮を覚えたりはしなかった。

　パミルが意い気き消しよう沈ちんしているからだ。

　昨日の尊大さは何処へ行ったのか、声にも顔にも全く張りがない。瞳ひとみにも力がなく、目の下は紅く腫はれ上がっていた。

　泣いていたのだろう。

　先程そのことを尋たずねたら『ビームを乱射した影えい響きようだ』とか何とか言っていたが――彼女の『設定』では王家ビームとやらは眼から出るらしい――多分、嘘うそだろう。

　アンドロイドが嘘を付いたらまずいだろと思ったりもしたが、此こ処こで彼女の妄もう想そうを更さらに叩たたいても落ち込ませるだけだ。

　という訳で、匡平も殊こと更さらに細かい部分を問い質したりはしない訳だが――

「……私には……帰る場所がない。困った……私は……どうすればいい……？」

『ベルグマン王国王女の身代わりアンドロイド』と言うのが彼女の『素性』である。単なる妄想であったとしても、それなりに彼女の中でその『立場』は重要な意味を持っていたらしい。

「俺に聞かれてもな……」

　匡平としてはそう言うしかなかった。
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　気まずいまま夕食になった。

　部屋の片付けは、元々がどうしようもなく乱雑に散らかっているので、とりあえず生活に影響のなさそうな辺りはそのまんまにしておくことにして――即そく座ざに怪け我がしそうなものだけをホウキとチリトリで集めて捨てた。

　掃そう除じの間も、匡平が夕食を作っている際も、パミルはぼーっと匡平の部屋で座り込んだままで、立ち上がろうとすらしなかった。

　別に手伝わないのはいいとしても、暗い顔をした少女が黙だまって同じ屋根の下に居るかと思うと、非常に気が滅め入いる。

　まして……

「…………」

「…………」

　パミルは出された食事に全く手を付けようとしない。

　一応、外国人らしい彼女に気を使い、ナイフとフォークで食べられるようにと、ハンバーグにサラダ、目玉焼きといったオーソドックス極まりない内容にしたのだが――どうも食べる気にならないようだ。

　そうなると匡平も、一人でぱくぱくと食べる訳にもいくまい。空きっ腹を抱えて暗い表情の少女と顔と付き合わせているのは、非常に辛つらいものがあった。

　どうやって場を持たせればいいのか、さっぱり見当もつかない。

（勘かん弁べんしてくれ……）

　虚むなしく冷めていくハンバーグを眺ながめながら、匡平は内心で溜ため息をついた。

　その時――

「――キョーヘイ」

　ふとパミルが顔を上げた。

　蒼あおい瞳が正面から匡平の顔を凝ぎよう視しする。

「な……なに？」

「尋ねたいのだが。お前は今までどうやって生きてきたのだ？」

「……は？」

　怪け訝げんの表情のまま固まる匡平。

　どうやって生きてきたのだといきなり問われても――まあ何となく成り行き任せ、としか答えられない。人生の半ばを過ぎたおっさんならともかく、未まだ職業にも就いていない学生の身で、そんな質問をされて答えられる筈はずもなかろう。

「何を目的にして生きてきたのだ？」

「……あ」

　そういうことか。

　匡平は僅わずかに彼女の言いたいことを理解した。

　どうやら彼女の『王女の身代わりアンドロイド』を演じる妄想は――それが良いことか悪いことかはさておき――彼女の人生の目的そのものであったらしい。

「そうだな。別に目的らしい目的はなかったかなあ」

「……そうなのか？」

「ただ単に親父に引っ張り回されてただけって感じだな。ここに引ひっ越こしてくるまでは、いろんな国に行ったな。親父がやくざな商売をしてたから――まあその付き合いで」

「やくざな商売？」

「国際商人なんだよ、親父。要するに何でも売るし、何でも買う。そんな商売人だ」

「……そうか。よくわからんが、そういうのがやくざなのだな」

「いや、そういうわけでもないんだが……」

「……とにかく……お前は、その親父のために、色んなところに行ってたのだな」

　パミルはぽつりと言った。

「だから、最初にそう言ってただろ」

「……そうか。お前は、色んなところに記憶メモリーを残しているのだな」

　まるで羨うらやむかのような口調でパミルは言った。

「……お前は、ここに来るまでどうしてたんだ？」

「何もない。私は、ここが始発点だった」

「記き憶おくがないのか？」

「私は王女の身代わりアンドロイドだ。そのように作られ、此こ処こで初めて起動した」

「……いや、だからそれは」

「だが私の起動は無意味だった。私はもう……存在している理由がないのだ」

　ぐっと拳こぶしを握にぎり締しめ、唇くちびるを噛かんで涙なみだを堪こらえている姿は――言っていることは相変わらず電波ゆんゆんだが――真に迫せまっていた。

　匡平が突っ込みを入れられないくらいに。

　電波だろうと妄もう想そうだろうと……この少女が今、深く悲しみ戸と惑まどっているのは間ま違ちがいのない真実なのだろう。

（居場所がない――か）

　どういう理由で、この少女が妄想を抱いだくに至ったのかは知らないが……彼女が電波さんになったのには、それなりの理由が在るのかもしれなかった。

　幸せな人間は壊こわれたりしない。

　自分の今居る状じよう況きようを否定する為ために――自分を取り巻く環かん境きようから傷付けられたくないから、人は妄想で己の心を鎧よろうのだ。

　だがその妄想という居場所すら奪うばわれてしまったら……

「…………」

　落ち込むパミルの姿に――かつて落ち着ける場所もないままに次から次へと世界中を引っ張り回されていた自分の姿が、重なる。

　不思議と辛かったとは思わない。

　だが――やはり寂さびしかったように思う。

　だから……

　匡平は短く溜め息をついた。

「人間、目的なんてなくたって生きていけるもんだぞ、割と」

「――だが私は人間ではない」

　とパミル。

「目的のない機械など存在している意味がない……」

「だからさ」

　彼女の台詞せりふを遮さえぎるようにして匡平は言った。

「人間を真ま似ねてるアンドロイドなんだろ」

「そうだ」

「だったらそういうところも真似ろよ」

「…………」

　驚おどろいたように眼を瞬またたかせるパミル。

「それは――でも」

「身の振ふり方かたが決まるまでは好きにして良いから」

　自分でも正直、甘あまいというか、余計な仏心を出している気はするのだが――だからといってこんな表情の少女を追い出す訳にはいかないではないか。

「？　身の振り方……？」

「居場所が――目的が見つかるまで、ここにいてもいいって言ってるんだよ」

「――それは本当か？」

　パミルがぱっと微笑ほほえむ。

　まるで――太陽みたいだった。

　電波でも。

　自じ称しようアンドロイドでも。

　その笑顔は――ただ純じゆん粋すいに可愛かわいいと匡平には思えた。

「さ――喰くおう。すっかり冷めちまった」

「うむ」

　頷うなずくパミル。

　彼女はふと思い付いたように言った。

「何なら王家ファイヤーで温めるが！」

　電波台詞も――今なら健気な申し出に聞こえなくもないから不思議である。

「いいからさっさと食べろってば」

　苦笑を浮うかべて言って――匡平は自らもナイフとフォークを手に取った。
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　まあそういう訳で。

　匡平と自称ＦＲ―ＭＣ０９・〝パミルⅨ〟の奇き妙みような同居生活はなし崩くずし的に始まったのだった。







第三章　条理と常識は己が役目を忘れ







　――さてここで質問です。

　夕方に降る雨は『夕立』といいます。

　では朝方に降る雨は何と言うでしょう？




　　　　●　●　●




　南なん部ぶ匡きよう平へいは十七才の健康な男子である。

　でもって健康な男子である以上は、まあ何かと生理現象なんかは普ふ通つうにある訳で。

　特に下半身系のそれはあまり自分の意志とかには関係なかったりもする訳で。

　でもまあ朝の忙いそがしさに紛まぎれながら五分も経過すれば普通は萎え――もとい忘れてしまえる程度のことな訳で。だからこれまではあまり意識もしていなかった訳で。

　しかし――

「…………」

　瞼まぶたを開くと……先まず白くて柔やわらかそーなものが、それも二つばかり並んで視界に飛び込んできた。

　それが何かを、寝ね起おきの、回転が鈍にぶりまくった脳で理解するのに――約五秒。

　状じよう況きよう認識完かん了りよう。

「……ッ!?」

　次の瞬しゆん間かん、匡平は布団を跳はね退のけながら飛び起きていた。

　ばっくんばっくんと――頼たのみもせんのに石炭ぶちこみまくった蒸気機関の如ごとく、全力稼か働どうする心臓を感じつつ、匡平は自分の寝ね床どこの隣となりを見下ろした。

　彼の隣に敷しかれた布団一組。

　そしてそこに眠ねむっている金きん髪ぱつの少女を。

　まあここまではいい。

　匡平の『家』はあくまでその用よう途とに使っているだけの、実質的には『倉庫』と呼ばれるべき建物である。でっかい屋根と――そんでもってその下で屋内屋外を仕切る壁かべが在るだけで、間仕切りなどというものは皆かい無むだ。そしてその床ゆか面めん積せきの殆ほとんどは、父の周しゆう平へいが扱あつかう商品の群れによって占しめられている為ため、自由に使える床ゆかというのも実は少ない。

　そういう訳で二階部――というか倉庫全体を見下ろせる、比ひ較かく的てき幅はば広ひろの張り出し部キヤツトウォークのところに、匡平は最低限の家具やら何やらを持ち込んで自分の部屋にしている。プライバシーもへったくれもない『自室』だがまあ、父親が家に居ることの方が少ないというか、事実上の独り暮らしだったので、これはこれでさしたる問題ではなかったのだ。

　先日までは。

　だが――今は違ちがう。

　成り行きで金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美少女と同どう棲せい……もとい同居することになってしまったのである。

　しかも顔は可愛かわいいが、脳の中身は常時接続で電波受信中。

　本名不明。国こく籍せき不明。年ねん齢れい不明。親類縁えん者じや不明。何もかも不明。

　口にするのは『私は某ぼう国こくの王女の替かえ玉だまアンドロイドなのだ』というイっちゃった妄もう想そうのみ。でもって代わりに常識だの何だのが綺き麗れいさっぱり抜ぬけ落おちているのだ。

　だから、やることなすこと、とにかく危うい。

　現に――

「…………」

　身じろぎする少女。

　寝ね相ぞうはあまり良くないのか、布団は蹴けり飛とばされて彼女の傍かたわらにわだかまっている。しかも何度か寝ね返がえりを打っているせいか、着たきりスズメの浴衣は、大きく胸元が乱れたりもしている訳で。

　危うい。ものすげー危うい。

　色々な意味で。

「…………ええと、『スペインザ・ライン・イン・の雨は主スパイン・スタイズに平野・マインリー・イに降るン・ザ・プライン』、『スペインの雨は主に平野に降る』、『スペインの雨は主に平野に降る』……ッ!!」

　無防備にさらけ出された白い二つの丘おかから視線を外し、呪じゆ文もんのようにコックニー訛なまりの英語で繰くり返しながら、匡平は精神を落ち着かせる。

　胸のバクバクが収まるのにおよそ一分。

　下町の花売り娘むすめを一流の淑女フェアレディに仕立て上げる呪文だけあって、よく効く。他人に見られるとかなり申し開きしにくかった匡平の下半身も、三分後には平常の状態を取り戻もどしていた。

「ありがとうヒギンズ教授」

　などと、かなり方向性のずれた感謝を明後日の方角にしてから――匡平は溜ため息をついた。

「…………ん」

　少女はそんな匡平の悪あく戦せん苦く闘とう――というか何というか――なんぞ露つゆ知らぬ様子で、無防備な寝ね顔がおと寝相を晒さらし続けている。元々羞しゆう恥ち心しんに欠けるというか、素すっ裸ぱだかで平然と歩き回る少女なだけに、寝ねていると益ます々ます危ういというか『襲おそってください』と言わんばかりである。

　まずい。

　多分このままでは何かがきっと壊こわれる。

　匡平は確信した。

　まあ人によっては相手の警けい戒かい心しんが薄うすいのをコレ幸いと、狼おおかみさんになっちゃったりする者も居るのだろうが――何しろ匡平は生活の基本方針コンセプトが『平へい穏おん』『平へい凡ぼん』『普ふ通つう』である。性犯罪者になるつもりは微み塵じんもない。

　ましてや電波をブロードバンドで受信しまくっているよーな少女に手を出すような――地じ雷らい原でコサックダンスを踊おどるような真ま似ねをするつもりも毛頭ない。それがぱっと見にはどれだけ可愛らしい少女であってもだ。

　だがその一方で、下半身はこう――正直で。

　御ご主しゆ人じん様さまの気持ちなんぞ知らず、毎日元気に節操もなく生理現象している下半身を、まかり間ま違ちがって少女本人に見られようものなら、何かこう――人間としてかなり大切なものを失う気がする。

「かといってなー……」

　寝相が悪くてもずれたり脱ぬげたりしない衣装は、父周平の『在庫』の中に在るには在るが……そういうのに限ってスクール水着だったりバニーさんスーツだったりするのである。こっちはこっちで別の意味で危ない。

「やっぱ早めに服買いにいかねぇとな……」

　呑のん気きに眠ねむる少女にちらりと視線を向けてから……匡平は溜め息をついた。




　　　　●　●　●




　パミル。

　正式名めい称しようＦＲ―ＭＣ０９・〝パミルⅨ〟。ベルグマン王国の姫ひめ君ぎみであるパミル・テリル・カルル・ベルグマンの『替え玉』として創り上げられた超ちよう高性能アンドロイド。

　…………と、主張する少女である。

　ちなみにこのベルグマン王国は先日、クーデターによって崩ほう壊かい。

　当然ながら問い合わせる先は今や世界中の何処にもない。彼女の話を丸ごと信じるとしたら――彼女が帰るべき場所も、やはりない。

　まあそういう訳で。

　匡平はこの素性も知れない電波ゆんゆん少女を仕方なく自分の家に住まわせている。

　警察に届け出ることも一いつ瞬しゆん考えたのだが、彼女は匡平の父――国際商人の周平が持ち込んだ荷物の中から出てきた少女である。迂う闊かつに官憲沙ざ汰たにしてしまうと、周平が指名手配されかねないし、そうなれば匡平も無事で済む保証はない。まあ少なくとも平穏で普通な生活は送れなくなるだろう。

　匡平に選せん択たく肢しはなかった。

　とはいえ……
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「……まずった……」

　家を出て三十分後。

　いきなり匡平は頭を抱かかえていた。

「どうしたキョーヘイ。日本脳のう炎えんか？」

「違ちがうわっ！」

　不思議そうに尋たずねてくるパミルに対し、とりあえず義務的に突っ込んでから彼は長々と溜ため息をついた。

　先まず服が足りない。

　いつまでもパミルを家の中に閉じ込めておく訳にもいかない。

　そういう訳で匡平はパミルの身の回りのもの――特に服を買う為ために彼女を連れて外出した。多少頭が変でも、近くで匡平が見ている分にはそうそう奇き矯きような言動には出ないだろう、出てもすぐに止められるだろう、と判断してのことである。

　だが……

　その判断が甘あまかったことを、今、匡平は思い知っていた。

　二人が居るのは繁はん華か街がいのど真ん中である。

　家から歩いて三十分。何処の街にも在るような……昔ながらの商店街だ。最近は郊こう外がいの大型店てん舗ぽや通信販はん売ばいに客を取られることが多く、年々客は減ってきているとはいうが、さすがに日曜日ともなるとそれなりに人の姿も多く、賑にぎわっている様子だった。

　まだ午前中であることを思えば――これからもっと人は増えるだろう。

　つまりそれだけ人目につく機会が増える。

　でもって――

「だから、パミルッ！　それは商品なんだよ、勝手に食べちゃいけないんだよっ！」

「――むむ？」

　きょとんとした表情で碧あおい眼を瞬またたかせているパミルの手には、トマトが握にぎられている。

　くっきりと彼女の歯形がついたトマトが。

　ついでに言うと、それは五秒前まで眼の前の青果店の店先に並べられていたものだ。匡平が気付いたその瞬しゆん間かんには、まるで自分の家の冷蔵庫から出したものを食べるかのように、自然に、パミルがそれを囓かじっていたのである。

「そうか。そうだな」

　大きく頷うなずいてパミルは言った。

「私としたことが……すまん。キョーヘイ」

「……わかってくれたか？」

「うむ。毒味されていないものを、いきなり食べてはいかんな。さあ」

「『さあ』――じゃねえよっ!?」

　差し出された食べかけのトマトを睨にらみ据すえながら匡平は喚わめいた。

「だからそれは金を払はらわないといけないんだよ!!　分かるか？　金！　マネー！」

「むう……？」

　腕うでを組んで首を傾かしげるパミル。

　本当に一体どうなっているのか、この電波少女の頭の中は。

　ちなみに。

　今のパミルは匡平のシャツとジーンズの裾すそや袖そでを折りまくって着ている。匡平の身長は平均的だが、パミルが小こ柄がらなので、かなりダブダブで――まあ見方によっては可愛かわいらしい感じではある。

　お陰かげで、とりあえずパミルがノーブラなのもばれていないようだ……多分。

「あー。まあまあ。ガイジンさんだから。日本の風習とか分からないんじゃないの」

　被ひ害がい者しやである筈はずの青果店のおっちゃんが苦笑しつつ仲裁に入る。

　まあこういう場面で即そく、万引きだの何だのと大おお騒さわぎにならないのは、顔見知りの多い地元商店街の良いところかもしれない。単にパミルが堂々としているので毒気を抜ぬかれているだけかもしれないが。

「す……すいません」

　とりあえず外国だろうと何だろうと、文明圏けんで生きていれば貨か幣へい経済やら市場経済やらの基き礎そ原理くらいは知っている筈なのだが――まあ青果店のおっちゃんに突っ込む気力は、さすがに匡平にもない。

「とにかくパミル」

　青果店のおっちゃんに金を払い、改めて頭を下げてから、匡平は言った。

「勝手に何でもかんでも手に取らない！」

「む――」

「大体、店先でいきなりつまみ食いする王女が何処にいるよ？　王女の替かえ玉だまだっつーんなら、もっと品のある行動してくれよ!?」

「むむ？　そうなのか？」

「そうなの！　王女はつまみ食いしない！」

　まあ別に匡平が実際の王女様を知っている訳でもないが。

「……ふうむ。了りよう解かいした」

「……まったく……」

　呟つぶやきながらも、匡平は――そろそろパミルに言うことを聞かせるコツを掴つかみ始めていた。

　要するにパミルに言うことを聞かせるには『その方が王女らしい』と強く言い張ればいいのだ。

　電波な少女だが、パミルの電波ぶりには筋が通っているというか、ある種、首しゆ尾び一いつ貫かんしている部分が在る。少なくとも『王女の身代わりアンドロイド』であるという自覚はきちんと在って、その妄もう想そうに合理的な形に従う限りは、きちんとこちらの言うことも受け入れてくれるのだ。

　そして受け入れた限りは、それにあからさまに反する行動には出ない。ここらは真面目というか律りち儀ぎではある。

（まあこれで大だい丈じよう夫ぶだろう）

　すたすたと歩いていくパミルを追いながら匡平はそんな風に考える。

　だがそれはやっぱり、とてもとても甘あまい考えだったと……彼は三分と経たたぬ内に思い知ることになるのだった。
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「…………先せん輩ぱい……」

　商店街を行く匡平とパミルの姿は、匡平の希望に反して、それなりに注目を集める結果となっていた。

　まあ金きん髪ぱつ碧へき眼がんの可愛らしい少女である上に、やることなすことが奇き矯きようであれば、目立たない筈がないのである。

　ただし見るからに異国情じよう緒ちよ溢あふれる金髪碧眼とその白い肌はだや顔立ちのお陰で、青果店のおっちゃんのように「ああガイジンさんなのか」と大たい抵ていの人は納得してくれる。

　なので、パミルと匡平の姿は、必要以上周囲視線を引きずることはなかった。

　約一名のそれを除いて。

　即すなわち――

「…………」

　自動販はん売ばい機の陰かげから見つめる、おかっぱ頭に丸眼鏡の少女――村田早さ苗なえを除いてはだ。

　早苗はじっと匡平とパミルの姿を見つめ続けている。

　視線に物理的な力が在れば、そろそろ匡平の後頭部辺りに焦こげ跡あとでもつくんじゃねーかと思うくらいの熱心さである。

　これを健気ととるか、異様ととるかは人それぞれだろうが――細かい事情を知らない人達は、大抵が後者の判断を下すだろう。まあ知っていても多分、同じだろうが。

「ママ……あのお姉ちゃん……」

「しっ……！　指差しちゃ駄だ目め……！」

　そそくさと通り過ぎていく親子なんかが居たりするのも当然といえば当然である。

　村田早苗はそれなりに容よう貌ぼうは優すぐれている。

　単純に美人か否いなかの二者択たく一いつで尋たずねていけば『否』と答える者は殆ほとんど居まい。

　ただ問題は、それを本人が自覚していないことと――その趣しゆ味みというか性せい癖へきというか、そういう部分である。

　要するに。

　いくら可愛かわいかろうが容姿が整っていようが……地味な紺こん色いろのワンピースを着て、物もの陰かげに隠かくれながら、藁わら人形を握にぎって熱い視線を放ち続ける少女というのは、不気味以外の何物でもないということである。

　ちなみに肩かたから提さげたポシェットにはちゃんと愛用の五ご寸すん釘くぎと木き槌づちと、それに『正装』用の鉢はち巻まきや蝋ろう燭そくまで入っている。

　三百六十五日二十四時間営業で、常に準備万端な早苗であった。

　その用意周しゆう到とうさを何に活いかすのかはさておき。

「……その子は……誰なんですか……」

　丸眼鏡の奥おくのまん丸な瞳ひとみを潤うるませながら早苗は呟く。

「あんなに……仲良く……！」

　まあ匡平が、奇矯な言動に出ようとするパミルの襟えり首くびを慌あわてて掴つかんだり、焦あせって手を引っ張ったり、うんざりして肩に手を掛かけたりしているのも、早苗視点で見れば『仲睦むつまじい』様子に見えてしまうのだろう。

　恋こいする少女フィルターに客観性と論理性はない。

　だが……

「……ううん……冷静にならなきゃ……蓉よう子こちゃんにもよく言われるし……」

　ぎゅっと藁人形を握りしめながら自分に言い聞かせる早苗。

「そうよ……別に彼女って決まった訳じゃないんだから……そうよ……駄目……落ち着かないと……妹とか、従姉妹いとことか、使い魔まとか、式神とか、そういう可能性もあるわよね……！」

　匡平自身が聞いていたら『いくらなんでも後半はないだろ』と突っ込むに違ちがいない。

「ああ……でも日本の法律では従姉妹なら結けつ婚こんできるわ……！　そんな……酷ひどい！」

　何が酷いのか多分、早苗以外の誰もが首を傾かしげるだろうが、恋する乙おと女めの（以下略）。

「……どうしよう……！　ああ……せめてあの子が何者か分かれば……そうだ！」

　自じ販はん機の陰で陰いん々いん滅めつ々めつと思考を巡めぐらせていた早苗は、にっこり笑って頷うなずいた。

「分からなければ聞けばいいのよ……！」

　ということで。

　論理的に至極当然の結論に辿たどり着いた村田早苗は、晴れやかな笑顔でそう呟つぶやいた後、路上に座り込んで『こっくりさん』の準備を始めた。
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　後方で何やら儀ぎ式しきの準備を始めた後こう輩はいのことなど露つゆ知らず、匡平は歯を食いしばって商店街を進んでいた。

「……キレるな、キレるな、俺。頑がん張ばれ、俺。相手は女の子女の子……」

　こちらはこちらで呪じゆ文もんのようにそう唱えていたりする。

　既すでに彼は自分の考えが甘あまかったことを思い知らされていた。

　というか――自分達の生活がいかに沢たく山さんの『常識』によって支えられているのかということを思い知っていたりするのだった。

　つまり。

　十メートル進むたびにパミルが何か――とにかく何かするのである。

　確かにもう店先の食べ物を勝手に食べたりはしなくなった。

　だが……至極当然のように店先にあるものを手にとって歩く。

　本。玩具おもちや。靴くつ。茶ちや碗わん。時計。装身具アクセサリ。その他諸もろ々もろ。

　勿もち論ろん――代金は払はらわない。財布は匡平が持っているのだから払える訳もない。

　という訳で……その度に匡平が慌ててこれを取り上げて、店に返す。食べ物ではないから大たい抵ていは返品が効くが、手に取る際にいじって壊こわしたり包装を破いたりしてしまったものは、買い取るしかなかった。

「すいません、この子、外国人で、日本の文化とかが珍めずらしいからちょっと――」

　などと言い訳になっているのかなっていないのか微び妙みようなことを言いつつ、店員に頭を下げるのはもう十回を超こえていた。

　お陰かげでわずか百メートル余りの距きよ離りを歩くのに三十分近くかかっている。このままでは商店街の端から端まで移動するのに丸一日費やしかねない。

「とりあえず早く服屋を探さないと……！」

　とりあえず服さえ買えれば、細かい社会教育は後回しでいい。

　ところが。

「…………」

　こういう時に限って神様は意地悪をする。

　匡平は基本、着られるものなら何でも構わない人間だ。故に普ふ段だん着ぎの衣服はスーパーの類で購こう入にゆうしている。

　だがそのスーパーが――ない。

　いつの間にか移転していたらしく、何度も入ったその店の前にはテナント募ぼ集しゆうの文字が虚むなしく躍おどっていた。

「ああくそ――まさか駅前のファッションビルまで行かないと駄だ目めか!?」

　たかが商店街を百メートル移動するだけで大変なのである。更さらに人の数が多くてパミルの気を引くものが多い場所など、どうなるか想像もつかない――というか何となく想像つくから余計に気が重い。

「うう……しょうがない、パミル、いいか、これから――」

　と傍かたわらを振ふり返って。

　匡平は気付いた。

　数秒前までそこに居た筈はずの金きん髪ぱつ少女の姿が、ない。

「――っておい!?」

　慌てて辺りを見回して匡平は愕がく然ぜんとなった。

　パミルは居た。

　車道に。

　それも幅はば広ひろで比ひ較かく的てき交通量の多いところである。横断歩道が在る場所でもないし、信号が青になっている訳でもない。日曜とはいえ歩行者天国でもない。

　つまり……

「……ちょっ！　パミルッ！」

　悲鳴じみた匡平の声に――やはり悲鳴じみた車のブレーキ音が幾いくつも被かぶる。

　まるで無人の野を行くが如ごとく、堂々と車道を横断するパミルを見て急停止した車が数台。最初は驚おどろきの表情を浮うかべていた運転手達も、さすがに怒いかりの表情で怒ど鳴なったり、クラクションを鳴らしたりしていた。

　だが――

「キョウヘイ。何をしているのだ？　早く来い！」

　などとパミルは全く気にも留めずにそう声を掛かけてくる。

「アホかっ!!」

　匡平は怒鳴る。

　最早、目立たないだの何だの言っている場合ではない。下手をすれば人身事故である。

　でもって――

「む？　何を怒おこっているのだ？」

　と――あろう事か当のパミルは、一いつ端たん渡わたりきりかけていた道路を、すたすたとまた戻もどってくるではないか。

　でもって――

「馬ば鹿か、何やって……」

　けたたましく鳴り響ひびく――クラクション。

「だあああああああああああああっ!?」

　再び悲鳴じみた声を上げる匡平。

　トラックが突っ込んでくる。

　小型トラックでもバンでも乗用車でもない。積せき載さい量りようの大きな大型のものだ。積んでいるのがこれまた十数本の鉄骨である。

「パミルッ!!」

　大型車はそれだけ慣性も働くので――一端スピードが乗ると、普ふ通つうの車より遙はるかに止まりにくい。

　走る凶きよう器きそのものの巨きよ体たいが、殺人的な速度でパミルにのしかかる。クラクションとタイヤの立てるヒステリックな怒ど声せいと悲鳴が、辺りに響き渡わたった。

　地を蹴けって飛び出す匡平。

　頭の中は殆ほとんど真っ白だ。殆ど考えもなく、咄とつ嗟さに彼はパミルを庇かばおうとして飛び出してしまっていた。

　だが……

（間に合わねぇっ！）

　絶望的な結論が脳裏を過ぎる。

　小こ柄がらな体たい躯くにのしかかる鋼鉄の巨体。

　きっとその殺人的な重量と慣性はパミルの小柄な体を完膚なきまでに破は壊かいしてしまうだろう。脳裏を過ぎる残ざん酷こくな未来予測に匡平は嘔おう吐と感すら覚えていた。

　そして……

「――どうした？」

　次の瞬しゆん間かん。

　全ては静止していた。

「……え!?」

　止まっていたのだ。トラックが。

　パミルをひき殺す――本当にもう寸前で。

「…………」

　見ればパミルとトラックの鼻面は五十センチとない。そしてパミルの右の掌てのひらはトラックの車体に添そえられていた。

　まるで彼女が手で止めたかのように。

　安心と同時に――匡平の脳裏をある種の違い和わ感かんがよぎった。

「ま……まさかな」

　そう。まさかだ。

　まさかあの小柄なパミルがスーパーマンよろしく車を片手で止められる筈はずがない。恐おそらく偶ぐう然ぜん、ぎりぎりでトラックが止まったところにパミルが手を添えただけのことだ。

　そうに決まっている。

「…………キョーヘイ？」

　匡平の胸中に吹ふき荒あれる色々な意味での戦せん慄りつを、全く知らぬ様子でパミルを首を傾かしげる。

　その姿はとても可愛かわいらしかったが――

「勘かん弁べんしてくれ……」

　匡平は真面目に泣きたくなっていた。
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「うむ。これが良いか？」

「はい。お客様よく似合っていますよ。とても可愛い感じで」

「むむ。そうか。だがここはやはりキョーヘイの意見も聞いておくべきであろう」

「はい。お客様の彼氏さんですね。お呼びいたしますね。あ、彼氏さんー！」

「彼氏じゃねえっ!!　つーか呼ぶなあんたも!!」

　――とかなんとか。

　能天気な店員相手に下着売り場で一ひと悶もん着ちやくあったりもしたが、とりあえず昼過ぎには目的のものを一通り買うことができた。

　洋服一式、下着から上着まで一ひと揃そろいで五日分。

　まあこれだけあればどうにかなるだろう。さすがに小こ遣づかいで賄まかなうのは無理っぽかったので支し払はらいはカードである。父親の口座から引き落としなので普ふ段だんはあまり使わないが、こういう時は遠えん慮りよする必要もなかろう。

　で……

「それじゃあ、そろそろ昼時だし……どっかに寄るか」

「む？　昼なのに夜とは。キョーヘイ。気は確かか？　脳の病気は後が怖こわいぞ」

「お前に言われたかねぇっ！　そうじゃなくて、何処かの店に入ろうって言ってるの」

「ふむ？」

「そろそろ昼飯だろ」

「なるほど」

　頷うなずくパミル。

「何か食べたいものは？」

「有機部品の為ためには適度な栄養価が必要だ。栄養価の高いものならば何でも良いが」

「……ってダイエット・メニューでもない限り、今時、わざわざ栄養価の低い食い物もないだろうけどな」

　言いながら考えること――約十秒。

「『コルベット』が無難かな」

　頷いて匡平はパミルを促うながし、歩き出す。

「む？　護衛艦かんがどうかしたか？　そうか、海軍食堂だな？」

「違ちがうってば。『コルベット』は店の名前」

　言いながら匡平は少し道を逸それていく。

　商店街からわずかに離はなれたところに在る公園を回り込むようにして更さらに進むこと――三分。

　商業区と住宅地との境目のような場所にその店は在った。

『ＣＯＲＶＥＴＴＥ』

　粗あらい木き彫ぼりの看板にそう記されている。

　店構えは全体的に山小屋ログハウス風で――建売住宅の並ぶその辺りでは、少々異い彩さいを放っている。

「むむ？」

「喫きつ茶さ店てんだよ。飲み物を楽しむところ。ま――軽食とかもやってるし、これが結構いける」

「いける？　どこに？」

「いや……まあ美味おいしいってこと」

　言いながら匡平はカラコロと音の出るカウベル付きの扉とびらを押おし開あけた。
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　その頃ころ――村田早苗は。

「…………」

『あの金きん髪ぱつ少女は南部先せん輩ぱいの彼女なのでしょうか？』との問いに、『はい』と『いいえ』の間に止まってぴくりとも動かなくなった十円玉を前に懊おう悩のうしていた。

「ママ……あのお姉ちゃん……」

「しっ……！　指差しちゃ駄だ目め……！」
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「いらっしゃいませぇ～」

　店の中に入った匡平達を出迎むかえたのは、おっとりのんびりと緩ゆるんだ柔やわらかい声だった。

　店内は店構えと同じく山小屋風のものになっている。木の地じ肌はだを活いかし、そのまま年輪だの何だのが残ったいびつな形のカウンターと、切り株のような椅い子すが並んでいた。

　テーブルは二組。カウンターのものも合わせて全部で十五にも満たない椅子――それがこの『コルベット』の客席の全てだった。

　でもってカウンターの中。

　そこに……この店の店主は居た。

「あらあら？」

　清せい楚そな印象の美人である。

　やや茶色がかった長い髪かみを白いリボンで束ねている。大きいが――何処かとろんとしていて草食動物を思わせる穏おだやかな瞳ひとみが、特とく徴ちよう的てきであった。

　衣装はゆったりした亜あ麻ま色いろのシャツに焦こげ茶ちや色いろのロングスカート。更にその上から『コルベット』の文字が入ったエプロンをしている。

　豊ほう和わ薫かおる子こ――それがこの喫茶店『コルベット』のオーナー店主の名前であった。

「あらあらまあまあ……あらあらあらあら」

　薫子は入ってきた客が匡平だと認識すると、そのとろんとした眼をやや驚おどろいたように開いて微笑ほほえむ。対する者が思わず微笑み返さずにはいられないような――ほんわかした笑顔である。

　ただ――

「大変――」

　薫子は言った。

「うちメニューにお赤飯ないのよ～？」

「何の話ですか、何の？」

　苦笑しながら言う匡平。

「え～？　違ちがうの～？」

「いや、だから何の話ですか」

「だってー……匡平君が彼女連れてきたんだもの……ここはお赤飯炊たいて祝ってあげないといけないかなって。あ、でも異人さんならケーキでも大だい丈じよう夫ぶ？」

「全然違います」

「やっぱり赤飯がいい？」

「そうじゃなくて。彼女じゃないです」

「えー……？」

　首を傾かしげて薫子はパミルの方を見つめる。

「……でも匡平君」

　薫子はやや困こん惑わくの表情を浮うかべて言った。

「匡平君の歳としで、肉奴ど隷れいを持つのは未まだ早いと思うのよ～？」

「…………」

　思わずつんのめりかけた匡平は、辛かろうじてカウンターに手を付いて身体を支えた。

「薫子さんの頭の中にはその二択たくしかないんですかっ!?　つーか早いも遅おそいもあるかっ!!」

「冗じよう談だんよ～」

　彼女も白い指をひらひらとさせて、ほんわかした笑みを浮かべながら薫子は言った。

　溜ため息をつきながらカウンターに座る匡平。彼の隣となりにパミルも座った。

「でも彼女じゃないとしたら何なの～？」

「うーん。何というか……同居人というか」

「でも同居人って……確か周平さんて、お仕事柄がらあんまり家にいらっしゃらないのよね～？　それってほとんど同どう棲せいに近いのではないの～？　でも、彼女ではないのよねえ」

「いやだから」

「やっぱり肉奴隷～？」

「違いますってば！」

　悲鳴じみた声で叫さけぶ匡平。

　そこに――

「私は奴隷ではないぞ。王女という設定なのであるからして」

　とか余計にややこしいことを金きん髪ぱつ電波少女がのたまってくれるものだから、益ます々ます話がややこしくなる。

「そっか～」

「何が『そっか』なんですか」

「匡平君の方が、奴隷なのね～？」

「違うっつーに!!」

「でも王女様に踏ふんで貰もらっちゃったりなんかしてるんでしょ～？　あらあらまあまあ、最近の子は進んでるわねー」

　言いながら、薫子は匡平とパミルにおしぼりを差し出してきた。

「うむ。最新技術の集積体なのだ」

　とまた何か勘かん違ちがいしたことを言うパミル。

「ええと――御お名な前まえ聞いちゃってもいい？」

「パミル・テリル・カルル・ベルグマンだ」

「あらあら？　この間崩ほう壊かいした王国のお姫ひめ様さまと同じ名前ねえ」

「うむ。何を隠かくそう、私はその姫ひめの身代わりとして造られたアンドロイドなのだ」

　堂々とパミルはそう宣った。

　で――普ふ通つうならばここで大たい抵ていは『引く』。

　だが……幸か不幸か、薫子は見たとおり普通ではなかった。

　色々な意味で。

「あらまあ」

　目を丸くして薫子は言った。

「じゃあ貴女――ロボットなのね～？」

「その通りだ」

　とパミルは胸を張って言った。

「素敵～」

　明後日の方角を見つめながらうっとりした様子で言う薫子。

「いや、あの薫子さん？」

　匡平の呻うめくような声はまるで届いた様子がない。彼女は眼を熱っぽい感じに潤うるませてパミルに言った。

「じゃあ貴女は～メカなのね～？」

「そうだ」

「ロボットだから……マッスィーンだから……涙なみだを流さないのね～？」

「一応眼球洗せん浄じよう機能は在るが？」

「ああ……じゃあ……じゃあ……貴女のその細い腕うでの中には、音もなく曲がるその腕の中には、きっとボールベアリングとか、カーボンフレームとか、小型アクチュエーターとか、そういう最新のメカがぎっしりと詰づめ込まれているのね～？」

「うむ。細かい仕様までは知らんが私は最新技術の集積体だぞ」

　とパミル。

「ああ～…………」

　空中に視線を注ぎながら身を震ふるわせる薫子。

「……か、薫子さん？」

「パミルちゃん～」

　やっぱり匡平の言葉なんぞてんで聞いちゃいねえ感じで、薫子はパミルに身を乗り出して言った。

「私パミルちゃんにね～御お願ねがいがあるの～」

「む？　なんだ？」

「ちょっとでいいから」

　薫子はエプロンのポケットからすぱっと何かを取り出しながら言った。

「分解させて～？」

「……って……ちょーっと待てっ!!」

　さすがに薫子の左右の手の指が手品師のように、ずらりと扇おうぎ状じようにレンチやらナイフやらドライバーやらペンチやらを示して見せた瞬しゆん間かん、匡平は止めに入った。

「なに～？　匡平君？」

　不思議そうに匡平を見つめる薫子。

「薫子さんっ！　コイツどう見ても人間でしょうがっ！　パミルも脱ぐなっ!?」

　平然とシャツを脱ぬぎかけていたパミルの手を押おさえて匡平は喚わめいた。

「匡平君のいじわる～。自分一人で彼女をじっくりたっぷり弄いじって楽しむつもりなのね～？」

「弄りません!?　つーか本気にしないでくださいよ!?」

「えー？」

　不満そうに上うわ目め遣づかいに匡平を見つめる薫子。

　どう考えても二十代半ばだと思うのだが、こういう妙みように幼い仕草が、やけに、薫子ははまるのだ。

　一いつ瞬しゆん、どきりとしながらも――しかし匡平は意識して声を大きくしながら言った。

「有り得ないでしょうが！　こんなリアルなアンドロイドなんて!!」

「でも技術の進歩って凄すごいのよ～？　ほらほら、このメモリーオーディオなんて、この大きさで二百曲も音楽が入るのよ～？」

　と薫子はポケットから単三乾かん電でん池ちくらいの大きさの棒を取り出してみせる。

「そういうレベルの話じゃないでしょうが」

「大体～人間だと思っていたら～実は人造人間だったとか～ありがちでしょ～？」

「どこの世界のありがちなんですか！」

「えーっとね。『ウエストワールド』とか好きかな～」

「～～っ」

　何だかよく分からないが駄だ目めだ。色々。

　力ちから尽つきた感じで匡平はカウンターの上に突つっ伏ぷした。

「ああもう……何でも良いですから、とりあえずクロック・ムッシュのセットください。二人分」

「はいはい～」

　一応は喫きつ茶さ店てんの店主という自分の立場を覚えていたのか……工具もろともあっさり無茶な要求を引っ込めると、やはりほんわかと薫子は笑った。
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　でもってその頃ころの早苗は。

「…………はっ!?」

　地面に正座して延々と『こっくりさん』用の紙と十円玉を睨にらんでいた彼女は、ふと慌あわてた様子で顔を上げる。

　勿もち論ろん――彼女の視界に匡平達が映る筈はずもなく。彼女は愕がく然ぜんとした様子で呟つぶやいた。

「そういえば先せん輩ぱい達はっ!?」

　今いま頃ごろ気付いたらしい。
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　特製クロック・ムッシュのセットを平らげてから匡平達は『コルベット』を辞した。

「…………」

　歩きながらふと匡平は思う。

（ひょっとしたら――）

　脳裏を過ぎるのは幾いくつかの断片的な光景だ。

　棺かん桶おけのような装置。

　謎なぞの破は壊かい光線。

　ぴたりと止まったトラック。

（いや……でも）

　常識が匡平の想像を嘲ちよう笑しようする。

　有り得ない。

　人型アンドロイドなぞ有り得ない。どこぞの自動車会社がへっぴり腰ごしで歩く二足歩行ロボットを造るのがせいぜいのこの時代に、人間と見分けがつかず、トンチンカンながらも会話ができるロボットなんぞを造れる筈がないのだ。

　だが――

（なんかこう……引ひっ掛かかるというか）

　まるで特大の爆ばく弾だんの横に座っているような気がしてならない。

　パミルが匡平の平へい穏おんな生活を脅おびやかしかねないのは勿論もう認識しているが――実はその認識がとことん甘あまいのに、気付いていないかのような。

　あくまで勘かんだ。

　今いま更さらパミルを追い出そうとは思っていないが――少しは覚かく悟ごとか準備とかそういう類のものをしておいた方がいいのではないか。

　そんなことを考えつつ――

「――なあパミル」

　と声を掛ける。

　だが。

「…………パミル？」

　気がつけば。

　隣となりを歩いている筈のパミルの姿は綺き麗れいさっぱり消えていた。
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　――でもって。

「むむ？」

　パミルは。

「むむむむ？」

　匡平とはぐれて街の中を徘はい徊かいしていた。

　元々……街の中はパミルの注意を引くもので溢あふれている。

『初起動したロボット』云うん々ぬんを信じるか否いなかは別にしても、パミルにとって日本とは完全に異国である。看板の一つ、標識の一つ、建物の形ですらもあるいは、珍めずらしく気を引かれるものなのかもしれない。

　そういう訳で。

　物思いに沈しずんでいる匡平に制止されることもないまま、パミルはあっちへふらふら、こっちへふらふらとしている内に、すっかり匡平とはぐれてしまっていた。

「キョーヘイ？」

　気がつけば匡平の姿は周りにない。

「むう。何処に行った？」

　困こん惑わくの表情で呟くパミル。

「王家サーチャー・アイで捜さがそうにも、全く方向も分からないではな……」

　などと呟きながら、彼女はやっぱりふらふらと街の中を歩いていく。どうやらじっとしていて見つけて貰もらうのを待つとか、交番なり何なりに保護を求めるとか、そういう発想はないらしい。

　だが――

「ヨッ――彼女？」

　パミルは美少女である。

　金きん髪ぱつで。碧へき眼がんで。肌はだは白く顔立ちは愛らしく――豊満とは未まだ言えないが、手足はすらりと伸のびて体型も細い。

　こんな少女が特に目的もなく――まるで都会に出てきたばかりの田舎者のように、ふらふらと歩き回っているのだ。

　目立たない訳がない。

　そういう訳で――

「どうしたのー？　迷子？　それとも何かを捜してるのー？」

　近付いてきたのは『いかにも』な感じの連中であった。

　骸がい骨こつの絵のプリントシャツとニット帽ぼうという格好の者が一人。

　顔中にピアスを幾つも付けている者が一人。

　でもってサングラスをかけてガムを噛かんでいる者が一人。

　合計三人の若者だ。

　格好は趣しゆ味みの問題なのでまあいいとしても問題は――彼等の目つきだった。

　かなり胡う散さん臭くさいのだ。

　上うわ目め遣づかいに、あるいは見下ろすようにして、視線を抉えぐり込ませるように相手を見る。対等の人間に送る視線ではない。

　三人揃そろってにやにやと、下げ卑びた笑いを浮うかべているのも胡散臭さを倍増させている。いかにも隙すきあらば少女を車に連れ込んで拉ら致ちる気満々――といった感じであった。

　でもって。

　彼等の前には、全身これ隙だらけといった感じの少女が一人。

「うむ？　うむ。キョーヘイを捜しているのだが」

　とパミル。

　何処の誰とも分からない相手に話し掛かけられても、警けい戒かいする様子は微み塵じんもない。

「んんー？　キョーヘイ？　あー、あー、キョーヘイねー」

　若者達は意味ありげに顔を見合わせる。

「俺知ってるぜー」

「俺もー」

　笑いながら若者達は言う。

「今、何処に居るのかも知ってるよん？」

「本当かっ？　ならば案内してくれ」

　と身を乗り出して言うパミル。

「オッケー。じゃあこっちこっちー」

　若者達は、馴なれ馴れしい感じでパミルの肩かたを抱だきかかえると、彼女を表通りからややそれた裏道へと誘ゆう導どうしていく。

　でもって――

「こっちこっちー」

　若者達が向かう先。

　そこにはやっぱり『さあ、拉致るぜ！』と言わんばかりにスモーク・ガラスの大型バンが停車していた。
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　当然のことながら――

「あーもうっ、くそっ。一体、どこまで行きやがったんだ、あの電波ゆんゆん妄もう想そう娘むすめッ！」

　匡平はパミルを探し回っていた。

　何しろあの電波少女、放っておくと何をするか分からない。

　店先のものを勝手に喰くうくらいならばまだいいが――いや良くないが、お金を払はらって謝って、悪意がないことを説明すれば事は済む――また車道に飛び出したりすると、今度は運転手に怒ど鳴なられるだけでは済まない可能性がある。

　考えようによってはこれはチャンスだったりもするのだが――見捨てて帰ってしまえば、あの電波少女と縁えんが切れる可能性も高い――そういうことは思い付きもしない匡平であった。

　根が善人なのである。

　だからまあこうやって、必死にパミルの姿を捜さがして駆かけ回っているのであるが――

「……ったく」

　匡平は呟つぶやく。

「何が替かえ玉だまロボだ。ロボだったらロボらしく、こう――発信器付けてるとか、ビーム撃うって居場所知らせるとか、してみろってんだ」

　などと、言ったせいかどうかはさておき。




　――きゅばっ!!




　何というか――非常に既き視し感かんのある光条が匡平の鼻先を通り過ぎた。

「………………」

　ふと見ると――『止まれ』と書かれた交通標識が真ん中からぽっきり折れて傾かたむいていた。

「………………」

　大量の冷ひや汗あせが全身に浮かぶ。

　でもって。

　――轟ごう音おん。

「な……なんだ!?」

　慌あわてて光の通り過ぎた方向を振ふり返る匡平。

　そこは細い路地になっていた。

　どうやらその光は、路地を通り抜ぬけた向こう側から発せられたものであるらしい。

　しかもその路地の向こう側では、何やら大きな塊かたまりのようなものが爆ばく発はつ炎えん上じようしていたりして。

「な……な……なななな？」

　どうやら車らしい。

　まあそれだけならいい――いや良くないのだが――のだが。

「王家ビイイイイイイィィィィーんムッ！」

　聴きき慣れた声と共に再び閃ひらめく光。

　更さらに――

「ぎゃあああああ!?」

「王家ファイアアアアアアアアアアッ！」

「あぢゃぢゃぢゃぢゃぢゃあああ――!?」

「王家サンダアアアアーッ！」

「ひあああああああああああああっ!?」

　――などと。

　かなり聞き捨てならないというか、その場で回れ右して帰りたくなる感じの叫さけびと悲鳴が伝わってきた。

　とはいえ、さすがに帰る訳にもいかない。

「――おいっ!?」

　路地を通り抜けてその『現場』に駆け寄よった匡平は――そこに壮そう絶ぜつな光景を見ることになった。

　そこでは。

　一人の金きん髪ぱつ少女がいかにも『俺おれ等らチンピラ』といった連中を蹂じゆう躙りんしていた。

　しまくっていた。

　ビームと、火か焔えんと、稲いな妻ずまで。

「…………」

　迸ほとばしるビーム。

　噴ふき出る炎ほのお。

　閃く電でん撃げき。

　それらは全て、少女の小こ柄がらな姿から発せられていた。

　唖あ然ぜんとする匡平の眼の前で、一台の大型バンが燃え上がり、三名の胡う乱ろんな風体の若者が、追い回されているのである。

　半はん裸らの少女に。

　言うまでもなくパミルだ。

「これって……」

　あくまで想像だが――この若者達が、パミルの世間知らずをいいことに、車にでも連れ込んで悪戯しいたずらようとしたのだろう。パミルのシャツが破れて半裸状態になっているのはその証しよう拠こだ。

　まあ、そこまではいい。

　いや良くないが、まあいいとしよう。

　だが。

　そのパミルの目から、手から、あるいは額から、常識とか条理とかその他諸もろ々もろを一切無視しまくって、ビームとか炎とか電撃とかが出まくっているのは一体何なのか？

　手品の類でもない限り、人間業ではない。

　じゃあ何の業なんだと問われれば――

「…………」

　止める気にもなれず呆ぼう然ぜんと見つめる匡平。

　で――

「おお。キョーヘイ。捜さがしたぞ」

　ふと振り返ってにっこり笑うのは、やはりいつものパミルであった。

　可愛かわいらしい顔立ちはそのまんま。

　綺き麗れいな金髪も蒼あおい眼も同じだ。

　ただしその蒼い眼の中から――まあよく見れば眼球表面からわずかに離はなれたところからのようだが――どう見ても破は壊かい光線としか思えないものが出るのを、匡平は目もく撃げきしてしまった。

「に…………」

　微笑ほほえむ少女の姿が、まるで自分の方を向いている銃じゆう口こうのようにも見える。

「……人間……じゃない……!?」

「ん？」

　首を傾かしげるパミル。

「だから……何度もアンドロイドだと言ったではないか」

　何を今いま更さら――といった口調でパミルが言う。

「丁ちよう度ど良かった。起動後に一通りの武装の作動を確認したいと思っていたところなのだ」

「…………」

　――いつの間にか若者達は居なくなっていた。

　逃にげたのだろう。まあ当たり前だ。

　で――匡平とパミルの横では轟ごう々ごうと音を立てて若者達のものらしいバンが燃え盛っていたりして。

「…………」

　容よう赦しやなく吹ふき付けてくる熱風を浴びながら、匡平は――とりあえず自分の頬ほおを捻つねって自分の正気を確かめたのだった。







第四章　何故か家族が増えたりして







　闇やみの中にぼんやりと白いものが見える。

　こちらに背を向けた――少女の裸ら体たい。

　まろやかな曲線を描えがきつつも、未いまだ発達の余地を多分に残した華きや奢しやな体たい躯くが、墨すみを流したかのような空間に、ぽつんと存在している。

「…………」

　少女がこちらをゆっくりと振ふり返る。

　水底に在るかのように、振り返る動きに合わせて長い金きん髪ぱつがふわりと揺ゆれて広がるその様子は、幻げん想そう的で――とても美しかった。

　だが……

「……見タナ」

　振り返った少女には顔がなかった。

　いや。正確に言えば違ちがう。

　顔は在る。

　だが人間の顔が――ない。

　本来ならば白く滑なめらかな肌はだの在るそこに見えるのは、金属光こう沢たく剥むき出しのメタル・フレームである。何処かの映画に出てくる殺人機械みたいな……金属の髑髏しやれこうべに、細かな部品やワイヤーが幾いくつも付属してできあがった、奇き怪かいな人体の象徴的戯画カリカチユアがそこには在った。

「…………見タナ？」

　うぃんうぃん。

　ちきちきちきちき。

　機械特有の作動音を響ひびかせながら、機械の顔のソレが尋たずねてくる。首から下が人間の姿であるだけに、そのちぐはぐな姿は、相対する者の思考を凍こおり付かせる程に異様だった。

「ミタナ？」

　金属の頭ず蓋がい骨こつの中で、どのような思考が展開されているのかは分からない。だが返事のないことを肯こう定ていととったのか――機械の顔を持つ少女は、一歩前に出た。

　そして……

「眼カラ殺人光線ッ！」

　解説的でとても分かりやすい台詞せりふと共に発射された怪かい光線は――呆ぼう然ぜんとして身動きすらろくにできない相手の胸を容赦なく貫つらぬいた。
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「――うわああああああああああああっ!?」

　自分の叫さけびで眼が覚めた。

　バネ仕じ掛かけの人形のように猛もう烈れつな勢いで身を起こし――そこで南なん部ぶ匡きよう平へいは、汗あせびっしょりになっている自分に気付いた。

「……なんて夢だよ……まったく……」

　胸の奥おくで、ばっくんばっくんと必要以上に激しく稼か働どうしている心臓を意識しながら匡平は呟つぶやいた。

　どうしてあんな夢を観たのか。

　大体の想像はつく。

　昨日の出来事がそれだけ衝しよう撃げき的てきだったということだろう――匡平の無意識の部分にまで食い込むくらいに。

　つまり……

『眼から怪光線、掌てのひらから火か炎えんだの電でん撃げきだのを出してチンピラ連中を蹂じゆう躙りんしまくる、自じ称しよう・某ぼう国こく王女の身代わりアンドロイド少女』

　有り得ない。

　匡平の常識がそう告げている。

　どこぞの自動車会社が造った人型ロボットが、へっぴり腰ごしでひょこんひょこんと歩き回るのが、現代科学技術のほぼ限界である。

　科学の進歩は日進月歩とはいえ……いきなり間をすっ飛ばして、人間と見分けがつかないような自律型アンドロイドを造り出せる筈はずがない。

　そう――例えば。

　眼にも鮮あざやかな蜂はち蜜みつ色の綺き麗れいな髪かみとか。

　陶とう磁じ器きのように白くきめ細かな肌とか。

　柔やわらかそうな桜色の可か憐れんな唇くちびるとか。

　うなじから肩かたに続く繊せん細さいな線とか。

　間近に見ても、全てが瑞みず々みずしくて――こんなにも可愛かわいらしい少女の姿を、人工素材なんぞで造り出せる筈が……

「…………」

　そこまで思考して――匡平は改めて、自分の傍かたわらに寝ね転ころがっている現実を意識せざるを得なかった。

　即すなわち――飼い主のベッドに潜り込んだ子犬のように、何の警けい戒かい心しんも示さず、すやすやと眠ねむる半はん裸らの少女が、自分の十数センチ横に存在するという事実を。

　一いつ瞬しゆんの思考停止。

　そして――

「パ……っ!!」

　――匡平は猛烈な勢いで壁かべ際ぎわまで後退した。

　とりあえず、ぱぱぱっと自分の身体に手を這はわせ、パジャマをきちんと着ていることを確認。

　でもって――

「パミル――ッ!!」

　彼の怒ど鳴なるその名こそ……先の悪夢の根本的原因であった。
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「――だからっ！　俺の寝ね床どこに勝手に入んなって何回も言ってるだろ！　少しは聞いてくれよ、頼たのむからっ！」

　匡平のベッドに入り込んでいたのは、最近同居し始めた少女だった。

　パミル。

　年ねん齢れい不明。国こく籍せき不明。係けい累るい不明。

　でもって『王女の身代わりアンドロイド』を自称する色々と困った存在である。匡平の父親――南部周しゆう平へいの仕事絡がらみで家の中に山と積まれている荷物の中から出てきた為ため、追い出す訳にもいかず……結果的に南部家に居候している状態だ。

　パミルは普ふ通つうの人間と同じようにものを食べるし、トイレにも行くし眠りもする。アンドロイドを自じ称しようしているがアンドロイドである証しよう拠こは何処にもない。そもそも常識的に考えても、こんな人間と見み紛まごうアンドロイドなんて作れる筈がない。

　故に――匡平としては『何かの理由で自分がアンドロイドだと思い込んでいる可か哀わい想そうな少女なのだな』といった程度に彼女の存在を把は握あくしていたのである。

　昨日までは。

　あの有り得ない光景をその眼で見るまでは。

「――寒い時は人ひと肌はだで暖め合うと良いと、ものの本には書いてあったぞ」

　怒鳴られても……パミルは何ら悪びれた様子もなく、むしろきょとんとした表情でそう言い返してきた。

「寒くなってきたと昨晩、言っていたではないか？」

「確かに言ったけど、そもそも家の中だし、死ぬような寒さでもないだろがっ！　男の布団になんか入り込むな！」

「男ではない。キョウヘイだぞ？」　

「いや、だから、俺は匡平だけど男でっ！」

「むむ？」

　パミルは首を傾かしげる。

　さすがにアンドロイドを自称する少女だけあって、常識というものがない。その癖くせ、妙みように偏かたよった知識だけは持っているので、何かとややこしい事態に陥おちいるのである。

「ああ――そうか」

　パミルは納得顔で頷うなずいた。

「私はアンドロイドだからな。人肌ではないからダメなのか」

「いや……だから……」

　会話が上うわ滑すべりしてしょうがない。

　まあ普通なら、この辺りでキレても誰も匡平を非難しないだろうが――パミルは徹てつ頭とう徹てつ尾び、大真面目なので、匡平としても本気で怒おこることができないのである。少なくとも匡平をからかうとか、妙な我わが侭ままを押おし通とおそうとか、そういう気がないのは見ていても分かる。

「とにかくっ！　今後！　一切！　俺の布団に入んの、パミルは禁止っ！」

　悲鳴じみた声で叫さけんでから――思わず匡平は身を強張らせた。

「…………」

　パミルがじっと匡平の顔を見ている。

　その碧あおい眼で。

　その双そう眸ぼうから洒しや落れにならない威い力りよくの怪かい光線が出るのを、匡平は昨日はっきりと自分の眼で目もく撃げきしている。

　つい、いつもの調子で怒鳴ってしまったが、パミルはその気になれば、鉄でもあっさり抉えぐり飛ばす破は壊かい光線を、その眼から発射することができる訳で――あまり彼女の機き嫌げんを損ねては、その照準が匡平に向く可能性は在るのだ。

（……本当に人間じゃないのか……？）

　常識と。経験と。

　その狭はざ間まで思考が揺ゆれ動うごく匡平であった。

　そんな彼を見てどう思ったのか――

「うむ」

　パミルはぽんと手を叩たたく。

「そうか。わかった。この場所には、匡平の機密書類が眠ねむっているからだな。確かに機密保持の為には余人は近付けない方が良い。理解した」

　そう言ってパミルは何度も頷く。

「機密書類ってなんだよ……」

「これのことではないのか？」

　とパミルは、ごそごそと敷しかれた布団の近くを――正確には壁かべ際ぎわに置かれた本ほん棚だなと壁かべの隙すき間まに手を入れて漁り、そこから一冊の本を引っ張り出した。

　即すなわち――

「――げっ!?」

　学校の友人――瑞みず人ひとから借りた、露ろ出しゆつ度の高い女性の写真がたくさん載のっている（とても控ひかえめな表現）雑誌である。

「え……あ……その……それは……！」

　別に、匡平はその手の本を集める趣しゆ味みはない。

　だが部屋に一冊もそういう本がないということを瑞人に言ったところ……まとめて五冊ばかり渡わたされてしまったのである。それも、いらないといったのに無理矢理（匡平的視点）――

　勿もち論ろん『全然いらないなら、郵送して突つっ返かえすなり、捨てるなりすりゃいいじゃん？』と突っ込んではいけない。いけないったらいけない。

　思春期の少年の内面は複雑なのだ。

　だがそういうことはちいーーーーーーーーーーーーとも分かってくれない少女は、何やら得心して頷うなずいた。

「キョウヘイはこういう女性の裸はだかが好みで、それは機密事じ項こうということだな。了りよう解かいした」

「了解すんなっ！」

「心配するな。趣味は人それぞれだ」

「げえッ、俺、なんかパミルに諭さとされてるッ!?」

　頭を抱かかえて喚わめく匡平。

　まあ――なんだかんだで。

　匡平の中で多少の違い和わ感かんは生じつつあったものの、彼等の生活は割といつも通りであった。この辺りまでは。
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　とりあえず早朝に眼が覚めたので、登校時刻までにはかなり余よ裕ゆうが在る。普ふ段だんは買い置きの菓か子しパンを牛乳で流し込んで出掛かける匡平であったが、久ひさし振ぶりに朝食を作ることにした。

　倉庫の片かた隅すみに引かれた水道とＩＨコンロを使って、トーストとベーコン、それに卵を焼く。野菜はレタスとトマトが冷蔵庫にあったので、それで簡単なサラダを作る。

　言うまでもなく、家庭科の授業を一時間でも習えば楽勝でできるつまらない作業なのだが……それでもパミルにとっては珍めずらしいのか、彼女は興きよう味み津しん々しんといった様子で匡平の手際を見つめていた。

（しかし……）

　匡平は手早く目玉焼きをひっくり返して両面焼きにしながら、胸の中でぼやいた。

（親父……一体いつ戻もどってくるんだ……？）

　彼の父――周平は、匡平がパミルと同居するようになってから、未まだ一度も顔を見ていない。

　まあ自じ称しよう・国際商人の周平は、普段から世界中のあちこちを飛び回っており、連れん絡らくがつかないことも多い。そのことについては匡平も、もう慣れっこだ。

　だが……パミルが本当は誰なのか、彼女をカプセル詰づめにしてこの倉庫に運び込んだ張本人に聞かなければどうしようもない。故にパミルが『起動』してから、もう何十回、いや何百回と彼の携けい帯たいに電話を掛けているのだが……未いまだに捕つかまらないのである。

（まったく……肝かん心じんな時にはいないんだよな……あのクソ親父……）

　そんなことを考えつつも、匡平が焼き上がった目玉焼きを皿の上に盛りつけていると――




　ずきゅうううううううううんッ！




　という、やたらに意味ありげな音が鳴った。

「――うん？」

　ＩＨコンロの電源を落として、匡平は玄げん関かんの方を振ふり返る。

　毎度毎度思うのだが、周平の趣味はかなり意味不明である。普ふ通つう――こんな音が玄関のチャイムだとは思うまい。ちなみに音源は確かアニメ番組『軌き道どう戦せん史しグレンダム』の重粒りゆう子しライフルの射撃音ＳＥだった筈はずだ。

「……誰だ？」

　壁かべ際ぎわにぶら下がっている時計を確認すると、時刻は午前七時過ぎ。宅急便の類たぐいには少々早いし、いきなりこんな時間に尋たずねてくる友人知人も思い当たらない――まあ瑞人ならやりかねないが。

　匡平はパミルに『ちょっと奥おくに隠かくれてろ』と指示してから、玄関――というか倉庫の正面入り口に向かった。

　正面入り口は、大量の荷物を直接運び込めるようにと縦横三メートルずつのでっかいシャッターが付いている。

　通常この『南部邸てい』で、玄関といえばこのシャッターのことである。

　パミルが素直に荷物の陰かげに隠れたのを確認してから、匡平は開閉装置に手を伸のばす。

　その時――

「――!?」

　匡平の手が触ふれる前に、シャッターは勝手に開いた。

　恐おそらくは外の人間が開いたのだろう――軍事基地並みに厳重極まりない『鍵かぎ』を解除して。

　そして――

「ふふ……久し振りだな。我が息子」

　そこには周平が立っていた。
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　南部周平。

　自称・国際商人――という名の何でも屋である。

　依い頼らいされればポケットティッシュ一袋ふくろから、核かく弾だん頭とう付き大陸間弾だん道どう弾だんまで、何でも調達して売うり捌さばくというのが彼の商売だ。少なくとも周平自身はそう豪ごう語ごしている。

　まあその一事を以もつてしてもよく分かるように……あまり真っ当な人間ではない。加えて匡平の母親が誰だか分からないという時点で、大まかにではあるが、その人物像というのは想像がつくだろう。

『平へい凡ぼん』『平和』『普通』といった単語を人生設計の基本方針に掲かかげる匡平にとっては、一種天敵のような存在でもあった。

「親父…………」

　暫しばらく会っていなかった周平は――見事に変わり果てていたが、ある意味では全く変わらず周平だった。
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　最後に匡平が見た父の姿は、長身を迷めい彩さい模様の野戦服に身を包んでいて『一体何処に戦争に行くつもりだ、あんたは？』と突っ込みたくなるような姿だった。

　そして今――

「帰ってきたぜ？」

　匡平の前に立っている周平は、上下黒のスーツに、サングラス、おまけに首からは白く長いマフラーをした格好になっていた。

　何というか……香港ほんこん辺りで両手に拳けん銃じゆう持って、撃うち合いしていても、あまり違い和わ感かんがないよーな感じである。

　何にしても唐とう突とつで意味不明で、爆ばく発はつするくらいに胡う散さん臭くさいという基本方針コンセプトだけは変わっていない。ちなみに以前は、カウボーイハットを被かぶり、背中に白いギターを背負って帰ってきたこともあったが。

　それはさておき。

「鉄火場の匂においにもそろそろ飽あきがきたんでな……」

「…………」

「つーわけで元気だったか、我が息子？」

　口の端はしに煙草たばこ――ではなくて、よく見ると禁きん煙えんパイポなのだが――をくわえたまま、ギャングスターモドキは片手を挙げた。

「…………」

　頭の中で渦うず巻まく罵ば詈り雑ぞう言ごんをまず整理。

　その後、五秒くらい、呼吸を整えてから――匡平は怒ど鳴なった。

「――元気だったかじゃねえよ！」

「うん？　病気だったのか？　そりゃいかんな。その歳としでおたふく風か邪ぜか？」

「違ちがうっ！　何回も連れん絡らくしたんだぞ、なのに、ぜっんぜん繋つながらねえし。どこほっつき歩いてたんだよ！」

「はっはっは。そんなに父さんの声が聞きたかったのか……匡平は幾いくつになっても甘あまえん坊ぼうさんだな」

　照れたように後頭部を掻かいてみせる周平。

　その緊きん張ちよう感のない仕草を眼にして――瞬しゆん間かん的に血液を沸ふつ騰とうさせながら匡平は喚わめいた。

「話を聞けっ！」

「聞いてるよ」

　息子の逆上を平然といなして周平は言った。

「いやあーまあ、いろいろ、いろいろ、あったんだよこれが。血湧わき肉躍おどる大だい冒ぼう険けんの末に――いやまあそれはさておき。俺が家を留守にしたり電話に出られないのは、別に今回に始まったこっちゃないだろがよ？」

「それはそうだけど――」

　と言いかけて。

「――キョウヘイ？」

　背後から掛かけられる声。

　言うまでもなくパミルである。

　咄とつ嗟さに彼が振ふり返る前に、周平が声の方へと視線を向けて――

「なんだ、匡平。誰か居るのか？」

　匡平もあわてて振り返った先には、ひょっこりと荷物の陰かげから顔を出しているパミルの姿があった。

　隠かくれていろと命じていた筈はずなのだが――あるいは匡平が怒鳴っているのが気になって、つい顔を出してしまったのかもしれない。

「……ああ」

　周平が納得の表情を浮うかべる。

「なるほどっ！　彼女連れ込んでたのか。そりゃあ、親がいつ帰るか知りたいわなっ！」

「違うわッ!!」

　地じ団だん駄だを踏ふんで匡平は喚いた。

　だが――

「すいませんね、うちの愚ぐ息そくが世話になってるみたいで、どうも、匡平の父です」

「うむ。パミルだ。キョウヘイには私も世話になっているからして、お互たがい様さまだ」

　などと――周平とパミルは互いに何の疑問もないような感じで、がっちり握あく手しゆなんぞ交わして挨あい拶さつしている。

「親父ッ！」

「なんだ、匡平。もうちょっと落ち着け。怒おこってばかりいると人生、つまんないぞ？」

「やかましい！　何、和やかに初対面の挨拶なんかしてやがる!?　そもそもこの子はテメエがカプセルに詰づめ込んで、この家に運び込んだんだろうがっ！」

「俺が……？」

　顎あごに手をかけて首を傾かしげる周平。

　そのまま――時計の秒針が一回転。

　そろそろ暴れ出したくなってきた匡平の前で、ぽん、と拳こぶしを掌てのひらに打ち付けて言った。

「……ああ。そうか。うむ。なるほどな。りょーかい。……まあ、いいか」

　彼の中では結論が出たらしい。

　だが――

「よくねえよ！　一人で納得すんなっ！　どうしてこんな人身売買みたいなことをしたのか、説明しろっ！」

　父の襟えり首くびを掴つかんで喚わめく匡平。

「……どーしても、やんなきゃダメ？」

　見るからに面めん倒どう臭くさそうに言う周平。

「ダメに決まってるだろうがッ！」

「匡平――」

　周平はふっと何かに疲つかれたような表情を浮かべて言った。

「人生にはな……知らない方が良いことってのもあるもんなんだよ……」

「知らずに巻き込まれたらたまったもんじゃねえだろうが！」

　怒いかりに燃える視線で、父親の顔を睨にらみ付ける匡平。

「そもそも人一人、カプセルに詰め込んで運んでるんだぞ、犯罪だろ、犯罪っ！　知りませんでしたで済まねえよ！」

「いいか匡平。犯罪がいけないのではない。ばれてしまう犯罪がいかんのだ。ばれないってことは誰も損しないとか、誰も酷ひどい目にあってないってことだから、誰に迷めい惑わくもかけてないってことで、それは別に悪いことではないのだからして、そもそも認識されないものは存在しないも同然で、善悪の区別など――」

「てめえの歪ゆがみまくった倫りん理り観なんざ今いま更さら聞きたくねぇっ！　そもそも一生バレねえ保証なんてどこにもねえだろうがっ！」

「あー…………」

　息子に襟首を掴まれて怒ど鳴なられながら――しかしいかにも面倒臭そうに、左手の小指の先を耳の穴に突っ込んでほじりながら周平が言う。

「……了りよう解かい。わかったわかった。説明ね説明。してやる、してやるからまず家の中に入れてくれ。それからまあ久ひさし振ぶりに一いつ緒しよにメシでも喰くって、なんだったら風ふ呂ろに入って、こう、男同士の親しん睦ぼくを深めてからだな――」

「今すぐ！」

　父親のマフラーを左右に引っ張って首を絞しめながら、匡平は喚いた。
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　ベルグマン王国。

　匡平が、世界地理の授業でもまず出てこないような、その名に聞き覚えが在ったのも――よくよく話を聞けば道理ではあった。

「明あけ美みの嫁とつぎ先さきだったからな」

　と周平は言った。

　周平の従姉妹いとこ――即すなわち南部明美はベルグマン王室関係者と結けつ婚こんしていたのだ。

　即そく座ざに思い出せない筈はずである。

　さすがに自分自身の叔母おばやら従姉妹やらまでなら、匡平としても『身内』の認識が在るが……父の従姉妹ともなると最早、書類上の親しん戚せき関係以上のものはない。事実上の他人だった。

　だが――

「明美が嫁いだ直後くらいから、ベルグマン王室関係でよく仕事の話が来るようになってな」

　従姉妹がベルグマン王室関係者に嫁いだ縁えんで、周平はベルグマン王室御ご用よう達たしの商人として、色々と依い頼らいを受けることがあったらしい。

　無論、小国とはいえ歴史の長い王室……通常の公務に必要なものは、正規の経路で調達・納品する出入り業者がきちんと居る。その意味では公式な部分に周平の食い込む余地は全くない。

　だが、極めてプライベートな――例えば王族各個人の趣しゆ味みに属する領域のものなどは、周平に調達依頼が来ることもしばしばあったのだという。

　明美は数年前に病気で此この世を去ったが、その後も周平と王室の関係はそのまま続いていたそうで――

「日本の漫まん画がとかアニメとか、結構いい値で引き取ってくれてな。ＤＶＤとか、プラモとかもな。『軌き道どう戦せん史しグレンダム』のパーフェクト・グレイド〈ドック〉なんか六百ドルで売れたぞ？」

「……それはボリすぎだろ親父」

　とりあえず突っ込む匡平であった。

　現在――匡平、周平、そしてパミルが居るのは普ふ段だん、食事に使うべく置いてあるテーブルの周りだ。

　周りには相変わらず木箱やら段ボール箱やらが積まれていて、圧あつ迫ぱく感があるが、ある種の密談だの打ち明け話だのには不思議と似合いの空間でもあった。

　匡平が作った二人分の朝食を三人で分けながら、周平の説明を聞いているのだが――

「ところが」

　食パンを片手に周平は続ける。

「例の革命だ」

　革命のせいで王室が消しよう滅めつし――未み払はらいの代金を回収できなくなってしまった。

　塵ちりも積もれば山となる。一つ一つの品の金額は小さくても、制度上の関係で『毎年度末にまとめて一いつ括かつ払ばらい』が通例になっていた為ため、かなりの額の未払い代金が発生してしまったのである。

「しょうがねえんで、クーデター後の王宮のゴミ捨て場から金目のものを代金代わりに頂いてきたんだよ」

「……ってまた、そんな火事場泥どろ棒ぼうみたいな真ま似ねを！」

「大だい丈じよう夫ぶ。革命軍の兵士に金は掴つかませて許可は貰もらったから」

「それは許可を貰ったんじゃなくて、見み逃のがさせたんだよ！」

　相変わらず、合法非合法の境界を綱つな渡わたりするのが上手い周平である。身内としてはたまったものではないが。

「多分――その中にパミルのカプセルが入ってたんだろうな。引き取ってきたガラクタは、トレーラー三台分くらいあったから、詳くわしい内訳はわかんないけど」

「どうしてそういい加減なんだよ……」

　ぐったりとテーブルに突つっ伏ぷしながら匡平は呻うめいた。

「はっはっは。多少いい加減でも人生何とかなるもんだ。気にすんな！」

「気にするわっ！」

　喚わめく匡平。

　その横で、パミルはきょとんとした表情を浮うかべて匡平と周平のやり取りを眺ながめている。ひょっとしたら自分の話なのだと分かっていないのかもしれないが――

「じゃあ……」

　匡平はちらりとそちらに視線を向けてから続けた。

「……ってことは、マジにこの子は、王女の身代わりアンドロイドなのか？」

「さて……そこまでは俺にもわかんねえが。少なくとも、普ふ通つうの人間じゃないわな。カプセルに入れられてゴミ捨て場に置かれていたくらいだし。本人がそうだって言ってるんなら、その可能性は高いわな」

「……そんなのアリか？」

　どう考えても人間と見分けの付かないアンドロイドなど、現代社会ではオーバー・テクノロジーも甚はなはだしい。

　だが……

「ベルグマン王国は割と科学技術が進んでいたからなあ」

　と周平。

「アンドロイドの一体や二体、いてもおかしくねえと思うがね。実際、王室付属科学研究所から回収された物品なんざ、各種特許が取れるものが、ごろごろしててな。新政府の財源にもなっとるらしいし」

「…………」

　匡平としてはただ絶句するしかない。

　漠ばく然ぜんと感じていた閉へい塞そく感のようなものが、急速にその輪を狭せばめてくるのを彼は感じていた。

　然したる理由もなく――匡平は、周平が帰って来さえすればパミルの一件は片が付くと考えていたのである。別に今すぐパミルを追い出したい訳ではないが……それでもこの曖あい昧まいで不安定な状じよう況きようは匡平としても気苦労ばかりがかさむ。

　それに……

（どう見ても普通じゃないし。それに……いつかはさよならする相手だ……）

　犬いぬ猫ねこではあるまいし――中ちゆう途と半はん端ぱな情が移るのもまずい。別れが辛つらいからだ。幼い頃ころから周平に引っ張られて世界各国を移動していた匡平としては……どうしてもそういう気持ちが強い。

「で……？」

　呻くように尋たずねる匡平。

　だが周平はサングラスの向こう側で眼を瞬またたかせて首を傾かしげた。

「でって？」

「だから、どうするんだよ、この子っ!?」

　殆ほとんど逆上しつつパミルを指差す匡平。

　パミルはパミルでやっぱりきょとんとした表情のまま、鼻先に突き付けられた匡平の人差し指を見つめていたが――

「…………」

「うひゃお？」

　指先に生じた、ねっとりと生暖かい感かん触しよくに思わず奇き声せいを上げる匡平。見れば突き付けられた彼の人差し指を、パミルがその桜色の唇くちびるでくわえていた。

「なにするんだ、おまえは!?」

「いや、指を突き出してきたからな。舐なめて欲しいのかと思ったのだが」

「犬かおまえはっ!?　鼻先に突き出されたら何でも舐めんのか!?　一体どうなってんだよ、お前の頭の中は!?」

　手を引っ込めながら叫さけぶ匡平。

「さすがにアンドロイド。微び妙みように行動が変だな……はっはっは」

「笑うな！　ちったあてめぇも事態解決の為ために智ち恵えを絞しぼれ！」

「うーむ。だが、さすがにアンドロイドが入ってるとは思わなかったからなー」

　周平は額の辺りを乱雑にぽりぽりと掻かく。

　その表情にはまるで緊きん迫ぱく感も焦しよう燥そう感もなく、智恵を絞っているようには到とう底てい見えない。というか何も考えていないようにしか見えない。

　黙もつ考こうすること――約一分。

「……匡平」

　ひどく真しん剣けんな視線をサングラスの奥おくから送って寄よ越こしつつ――周平はトーストを平らげて空になった皿を、指先でこつこつと叩たたいた。

「なんだよ」

「おかわり」

「……自分で作れっ！」

　やっぱり何も考えていないらしかった。
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「――ったくあのクソ親父……！」

　鞄かばん片手に歩きながら匡平は呟つぶやいた。

　さすがに改めて『おかわり』をを作ってやる気にはなれなかったので、適当に出前のチラシを束ねたものを周平に投なげ渡わたし、匡平は登校することにした。

　とはいえ、どうにも落ち着かない。

　周平が戻もどって来さえすれば――と考えていただけに『結局何も情報は得られず状況も変わりません』と言われてしまうと、絶望感と徒労感ばかりが募つのってくる。

「――くそっ！」

　苛いら立だち紛まぎれに匡平は近くに在った立て看板を拳こぶしで殴なぐる。

　何処にでも大量に見られるような――どこぞの飲み屋の看板である。

　すると。

「ひゃっ……!?」

　立て看板が悲鳴を上げた。

　いや――違ちがう。

　立て看板の陰かげに居た誰かだ。

「――？」

　目を丸くして匡平が声の方に視線を向けると……驚おどろいたことに、そこには見知った顔の少女が座り込んでいた。

「あ……ええっと？」

　誰だったろうか。

　匡平は記き憶おくの中を検けん索さくする。確か学校の後こう輩はいで――ムラタ……だったろうか。下の名前までは覚えていないが。

「ムラタ……さん？」

「……あっ……」

　おかっぱ頭の――何処か座ざ敷しき童わら子しを思わせる雰ふん囲い気きの少女は、眼鏡の奥の大きな黒こく瞳どうを潤うるませた。

「あ、ご、ごめん、何処か当たった？」

　慌あわてて少女と看板を見比べる匡平。

　自分が立て看板を殴った際に、少女の身体の何処かを一いつ緒しよに殴ってしまったのかと思ったのだ。

　だが――

「…………」

　ふるふるふるふる――と首を振ふる少女。

　ではどうしてこの子は眼を潤ませているのか……？　

　勿もち論ろん、相手が自分に惚ほれていて、自分が名前を覚えていたことに感動している――などとは想像もつかない匡平であった。まあ当たり前の話だが。

　匡平としては『何だか分からないけど、女の子を泣かせてしまった』としか分からない訳で……どうしてこんな人通りの少ない倉庫街に後輩の少女が居るのか、ということについて疑問に思う余よ裕ゆうもない。

　ただただ罪悪感に促うながされて、彼は少女に手を差さし伸のべた。

「えっと――とにかくごめん。立てる？」

「…………」

　少女は、しばし差し出された匡平の手を、何やら驚いたような表情で見つめていたが――次の瞬しゆん間かんには物もの凄すごい勢いで彼の手にしがみついてきた。

「……とと」

　一いつ瞬しゆん、体勢を崩くずしながらも、匡平は少女を立たせてやる。

「何だかよくわかんないけど、ごめん。別に怪け我がしたところとかはない？」

「あ……はい」

　少女がこくんと頷うなずく。

　改めて意識して見たことはなかったのだが、なかなかに可愛かわいらしい子だった。ある意味でパミルとは正反対――純和風の雰囲気が強い子だが、それだけに、博多人形のような愛らしさがある。

「じゃあえっと……学校……行こうか？」

　同じ学校に通う知り合いと登校途と中ちゆうに出会っておいて、わざわざ別れるのもおかしな話ではある。匡平としては何となく場にわだかまる気まずさを振り払はらう為ために、この場所から移動したかっただけなのだが――

「あ……はいっ！」

　何故か少女は眼を潤ませながら力ちから一いつ杯ぱいの仕草で頷いてきた。




　　　　●　●　●




　その頃ころ――南部邸ていでは。

「何処で育て方間ま違ちがったかなー」

　もしゃもしゃと朝も早くから電子レンジであたためた冷凍ピザを食いながら、周平が愚ぐ痴ちをこぼしていた。ちなみに左手に持つ飲み物は缶かん入いりのハイネケンである。

　正面で相対しながら、やはりピザを食っているのは言うまでもなくパミルである。ただし両手でピザを持ちながらちまりちまりと食べている様は周平と好対照――まるでヒマワリの種を剥むいているリスによく似た雰囲気であった。飲んでいるのもコーラだ。

「ふむ。キョウヘイはシューヘイが育てたのか？」

「育てたっつーか気付いたら育ってたつーか……まあそんな感じなんだがね」

「ふむ。そんな感じか」

　会話になってるのかなってないのか、今一つ怪あやしい感じだが、本人達にあまり気にした様子はない。

「昔はもちょい素直だったんだけどなあ」

「今は素直ではないのか？」

「反はん抗こう期きって程でもないんだろうけどねぇ」

　周平は腕うでを組んで首を捻ひねっている。

「やっぱ女親が居ないと駄だ目めなもんなのかねえ……」

　南部家の場合は、そういう問題では明らかにない訳だが……それを突っ込める良識の持ち主は此こ処こには居ない。

「女親？」

「母親の事だよ」

「…………女親。母親。男親。父親」

　まるで異国の言葉のように――いやパミルにとっては日本語は異国語ではある訳だが――それを舌の上で転がすパミル。

「ま、半日も出歩いたら、気も晴れて戻もどってくるだろうけどな」

　周平の口調は何処までも気楽だ。

　だが――

「む？　どうしてそんなことが分かる？」

　怪け訝げんの表情を浮うかべてパミルが尋たずねる。

　周平は一瞬、眼を瞬またたかせてから――

「ま――これでも親子だしな」

　と言った。
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　思いも寄らぬ展開で匡平と一いつ緒しよに登校することになった。

　必死に平静を装いつつも、内心では天にも昇のぼる気持ちの村田早さ苗なえであった。

　とりあえずメジャーマイナー取り混ぜ、仏ぶつ陀だやキリストからナイアルラトホテプまで、思い付く限りの神様仏様に一通り感謝しつつ――最後の方はちとまずいんじゃないか？　と突っ込んでくれる人も無論居ないまま――早苗は学校までの道のりを匡平と並んで歩いていた。

　ちなみに。

　早苗が匡平の家の近くに居たのは偶ぐう然ぜんではない。昨日、偶ぐう然ぜん見み掛かけた光景――つまり見知らぬ金きん髪ぱつ少女と歩く匡平――が気になって仕方なかったので、つい朝早くから匡平の家の近くに張り込んでしまったのである。

「あ……あの……」

　他愛たわいない会話をぽつりぽつりと交わしつつ歩いていた匡平と早苗だが……ふと会話が途と切ぎれた際に、思い切って早苗は自分から話題を振ふることにした。

　好機なのだ。今なら件の金髪少女について聞き出すこともできそうである。

「ひ……一つ聞いていいです……か？」

「いいけど。なに？」

　匡平は気さくな口調で応じてくる。

　だが――

「その……昨日……先せん輩ぱいが金髪の女の子と歩いているのを……見たんです……」

「……！」

　ぎくりと身を強張らせる匡平。

　早苗の中で嫌いやな予感が膨ふくれあがった。何の関係もないような女の子ならば、こんな反応は出ないだろう。

「あの……あの金髪の……女の子……先輩の……その……か……彼女さんですか……？」

　聞きたくないと思いつつも――もう後には退けない。

　だが……

「――は？」

　返ってきたのは間の抜ぬけた声だった。

「彼女？　パミルが？」

　心底不思議がっているかのような声で――どうも彼女ではないらしいということは、早苗にも分かった。ついでに言えば問題の金髪少女の名前が、パミルらしいということも。

「あ……いや、まあその」

　まずは困こん惑わく。

　そして次に匡平の顔に浮かんだのは――苦笑じみた曖あい昧まいな表情だった。

「親しん戚せきの子だよ……ちょっとまあ、ごたごたがあって、うちで預かることになって」

「あ……そうなんですか」

　とりあえず安あん堵どする早苗。

　そんな彼女の様子をどう思ったのか……匡平は苦笑したままで続ける。

「これがまた……見ての通り、外国の子だから、かなり、日本のそれと常識が違ちがっててね……眼を離はなすと何をしだすか分からなくて、大変で。俺も、さすがにちょっと疲つかれてしまって……」

「そ……そうだったんですか」

「おまけに、彼女を連れてきた親父は親父で無責任でさ……正直もう訳がわかんなくて、どうしていいのか分からない感じで、ちょっと弱ってたんだよ」

「……はあ……」

「それでちょっとむしゃくしゃしてて、近くにあった看板殴なぐっちゃったんだよ。御ご免めんね」

「あ……いえ、そんな、全然平気です！」

　ぷるぷると左右に首を振る早苗。

　早苗としては、それで匡平と一緒に登校するという夢のような時間を過ごすことができた訳で……謝って貰もらうようなことでは、全然ない。

「でもそういえば村田さん……家はあっちの方なの？　あんまり人通りもない所だけど」

　匡平の家の近くは倉庫街ということもあって、民家は少ない。

　昼間にトラックだの何だのは忙いそがしげに通るが、店と言えばコンビニが数軒けんと倉庫関係者相手の飲食店が数軒あるのみで、人通りそのものがあの辺りは少ないのだ。

「あ、いえ、その、あの」

　慌あわてる早苗。

　さすがに貴方の生活を覗のぞき見みしたかったからです、とは言えない。友人・峰みね部べ蓉よう子この忍にん耐たい強づよい教育の成果で、そういうことを迂う闊かつに言うと、相手が『引く』ということくらいは理解している早苗であった。

「えっとその、あの、す、好きなんです、倉庫街の風景とか――ええと」

　などとしどろもどろに言い訳する早苗。

　誰が聞いても苦しい、どころかかなり素すっ頓とん狂きような理り屈くつなのだが――

「へえ。そうなんだ」

　と匡平は素直に納得した。

　匡平の周りには瑞人といい、周平といい、パミルといい、変な連中がひしめいているので『倉庫を見るのが趣しゆ味み』程度では変人と呼ぶにも値しないだけのことなのだが……さすがに早苗にはそこまでは分からない。

　ともあれ……

　二人の視界に学校の校舎が見えてくる。

　早苗の幸福な時間もそろそろ終わりのようではあった。
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（……親戚の子……か）

　早苗と別れて教室の中に入りながら……ふと匡平は咄とつ嗟さに思い付いた言い訳を改めて思い返す。

　その場の思い付きにしては悪くないものではあったろう。

　周平の従姉妹。明美。ベルグマン王室。姫ひめ君ぎみ。身代わり。そんな単語を改めて並べてみても『親戚の子』という表現が最もしっくりはくる。

　だが……

（親戚……ね……）

　思えば、匡平には継けい続ぞく的に繋つながっている関係の相手が周平しか居ない。

　母親は顔も名前も分からないし、幼い頃ころから周平に引っ張られて世界中を飛び回っていたせいか、ずっと付き合いの続いている友人も居ない。

　電話代や手紙の代金も自由にならない子供の身にとって『異国』という距きよ離りは絶望的なものであったし……電子メールの送受できる環かん境きようを持っていない相手も多かった。結果、国を移れば、友人知人は勿もち論ろん、親戚とさえ、疎そ遠えんにならざるを得なかったのである。

　そして今……

　周平とさえ、匡平は毎日顔を合わせる訳ではない。匡平の毎日は、一人で過ごす時間が圧あつ倒とう的てきに多かった。

　だから……

（…………何考えてんだ、俺は）

　苦笑を浮うかべる匡平。

　パミル。

　彼女が人間なのかアンドロイドなのかはさておき……恐おそらく彼女が帰るべき場所は、もうない。

　アンドロイドであったならば、彼女の正当な所有者であるところのベルグマン王室はもう存在しない。

　単にゴタゴタに巻き込まれたベルグマン王国の一国民だったとしても、彼女を迎むかえ入れる家庭が残っているとも思えない。王国の崩ほう壊かいと共に、機械の棺かん桶おけに詰つめられて廃はい物ぶつに出されてしまうくらいなのだから……

「や。おはよー」

　教室に入ると、瑞みず人ひとが声を掛かけてくる。

　いつものように当たり障りのない挨あい拶さつを交わしつつ……パミルの存在について、匡平はぼんやりと考え続けていた。　
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「ただいま」

　いつものように、滅めつ多たやたらと厳重な玄げん関かんの鍵かぎを開いて家の中に入る。

　すると……

「おお――シュウヘイの言った通りだ」

　木箱段ボール箱のダンジョンの間を通り抜ぬけ、まるで飼い主を見つけた子犬のように、ぱたぱたと匡平に駆かけ寄よりながらパミルが言った。

「おかえりなさい、だ。キョウヘイ」

　にこりと微笑ほほえみながらパミルが言う。

「…………」

「どうした？」

「あ――いや」

　匡平は曖あい昧まいに笑顔を返す。

「親父は？」

「何か用を思い付いたとかで出掛けたぞ」

「…………全く、あの鉄てつ砲ぽう玉だま！」

　帰ってきても全然じっとしていない。

　匡平はとりあえず倉庫の奥おくに設けてある炊すい事じ場ばに、学校帰り、スーパーで仕入れてきた食材を置きながら溜ため息をついた。

　そんな彼を見つめながら――

「キョウヘイ」

　パミルがふと声を掛けてくる。

「なに？」

「キョウヘイとシュウヘイは面白いな」

「――へ？」

　いきなりな感想に、匡平は目を丸くしてパミルを振ふり返る。自じ称しよう・アンドロイド少女は、何か眩まぶしいものでも見るかのように眼を細めて彼を見つめていた。

「言っていることが全然、行動と合っていない。嫌きらい合っているように見えて、その逆だ」

「……そ、そうかな」

「面白い。これが親子というものか」

　パミルは何やらしみじみとした口調で言った。

「え？　これが親子というものかって……」

　パミル――お前、親は？

　そう反射的に聞きそうになって、匡平は口をつぐんだ。それをどうとったのか――パミルはむしろ明るい表情で言う。

「私は、父親がいないからな。というか父上型アンドロイドはいたのだが。お互たがい起動して顔を合わせたことはまだないし」

「……それって父親か？」

　と突っ込みつつも、匡平はふと思った。

　アンドロイド云うん々ぬんが事実であれ妄もう想そうであれ……この少女はひょっとして、ひどく寂さびしい処ところに一人で居ることを強要されてきたのではないか？

　例えば――親子というものの認識すら、まともに確立できない程の。

　そんなことを考えていると…………

「――ただいま」

　周平が帰ってきた。

「おお、匡平、帰ってたか。うむうむ」

　彼は満足そうに頷うなずきながらぱたぱたと手に持った茶色の封ふう筒とうで自分の顔をあおぐ。

　匡平は――微び妙みように嫌いやな予感がした。

「親父。その封筒は何だ？」

「あ？　ああ――戸こ籍せき謄とう本ほん」

　はっはっはっはと気楽な笑顔を示しながら周平は言った。

「戸籍謄本？」

「そうさ――」

　言って――ぽいっと封筒を投げ捨てると、周平は匡平とパミルをそれぞれ左右の肩かたに抱だいた。

「な――なんだよ？」

「うんうん。匡平。お前にも一人で随ずい分ぶんと寂しい想いをさせてきたが、今日からは違ちがうぞ！」

「は？」

「なんたって家族が増えたのだ、家族が！」

「…………」

「パミル、君も身の振り方かたは心配しなくていいからな。今日から、俺と匡平が、君の家族だ！」

「……はあっ!?　ってちょっとまてクソ親父、何を言って――」

「はっはっは。何かと異様に頼たのもしい周平父さんに任せておけば万事オッケー！　戸こ籍せきへの細工は完かん璧ぺきだ！　書類上は何処からどう見ても君は俺の娘むすめということになっとる！　実は父さん、ちょっと娘も欲しいなーとか思っていたところだしなッ!!」

　改めて両の掌てのひらをパミルの肩に乗せ、景気良く二、三回叩たたくと、自分の胸に右手を乗せ、左手を天てん井じようへと伸のばした。

「さあ、明日から俺達たちのファミリー・ライフが始まるのだ！」

「だからっ！　ちょっと待たんか、クソ親父っ！」

「よし、では親子になる為ための訓練その一！」

　匡平の叫さけびなどてんで聞いちゃいねー感じで周平は言った。

「パパと呼んで御ご覧らん？」

「うむ。パパ」

「よしよし、良くできましたー！」

　ぎゅーっとパミルを抱き締しめる周平。

　パミルの方もこれがまんざらではないようで、何やらくすぐったそうに微び笑しようしている。

　でもって。

「よし、じゃあ次だ！　匡平のことも『お兄ちゃん』って呼んで御覧？」

「やめんかッ!!」

　匡平が思わず怒ど鳴なると、二人はきょとんとして、彼を見た。
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　そして周平がぽんと手を打つ。

「そか。匡平は『兄貴ッ』とか呼んでくれる小生意気なツンデレ妹がいいんだな？」

「そうなのかキョウヘイ？」

「違うっ！」

「むむ――では」

　腕うでを組んで考えてから、周平は言った。

「『おにいたん』で」

「余計悪いわっ！」

「むう。何がいけないというのだ、おにいたん！　理由を示せおにいたん！」

「やーめーれーッ!!」

　叫びながらも。

　何故か――妙みように楽しい気分を、匡平は覚えていた。
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　まあそういうわけで。

『南部晴はる美み』――即すなわち血も繋つながっていないし容姿もちいとも似ていない金きん髪ぱつ碧へき眼がんの正体不明の妹が、その日、いきなり匡平にはできたのだった。







第五章　学舎さえも安息の地たらず







　大たい概がいの場合――人間というものは長時間の緊きん張ちようには耐たえられないものだ。

　常に気を張っている状態は到とう底てい長続きしない。

　どれだけ精神的に頑強タフな人間でも、精神の疲ひ労ろうを回復する為の時間が……まあ簡単に言えば、気の休まる時間がどうしても必要になってくる。

　で――

「…………」

　南なん部ぶ匡きよう平へいの場合、学校に居る時間がそれに相当していた。

『王女の身代わりアンドロイドを自じ称しようする電波少女』――『かと思ったけど実際に、ビームとか電でん撃げきとか火か炎えん放射とかする素性不明の金髪碧眼少女』との同居を成り行きで強しいられている彼としては、学校に居る間だけが唯ゆい一いつ、自分が平へい凡ぼんな一いつ般ぱん社会に属する普ふ通つう人であることを実感できる貴重な時間なのであった。

　何しろ家に帰れば、次の瞬しゆん間かんにはどういう行動に出るのか見当もつかない、常識根ね刮こそぎ欠落少女が居るのである。それも一個人には不必要なくらいに圧あつ倒とう的てきな火力を備えて。

　気が休まろう筈はずもない。

　逆に言えば、家から堂々と離はなれていられる学校の始業から終業までが、匡平にとっては精神的疲労回復の為ために必ひつ須すの時間なのだった。

　だが……

「…………パミル」

　呻うめくように匡平は言った。

　パミル。

　件の正体不明少女の名である。

　匡平の頭痛と胃痛の源であるその金髪碧眼の可愛かわいらしい少女は、きょとんとした表情で彼を見返していた。

　本当に可愛らしい少女だ。

　黙だまってそこに座ってさえいれば、さすがに王女の替かえ玉だまを自称するだけあって、その容姿は清せい楚そ可か憐れん、そこはかとない気品さえ感じられる程だ。白い翼つばさでも背中に背負わせれば天使と見み紛まごう者も出てくるかもしれない。

　枯かれ葉は色のブレザーも、その白い肌はだや鮮あざやかな金きん髪ぱつと綺き麗れいなコントラストを為なして――

　…………

　ブレザー？

「その格好は…………なんだ？」

　朝の登校時刻前。

　朝食を作ろうと台所――というか炊すい事じ器具一式が揃そろう倉庫の片かた隅すみに立っている匡平。彼の前に現れたのは、すっかり寝ね間ま着きから着き替がえ終えたパミルであった。

「なんだとはなんだ？」

　首を傾かしげて、パミルは自分の着ている衣装を見つめる。

　枯葉色のブレザー。同じくスカート。白いブラウス。でもって臙えん脂じ色いろのネクタイ――

　別に珍ちん奇きな要素は何もない。

　匡平にとっても別に珍めずらしくない衣装の組合せである。それこそ飽あきるくらいに見ている。何しろそれは……彼の通う高校の制服なのだから。

「見ての通りの制服だが」

　とパミル。

「だから……なんでっ！　お前が、俺の学校の制服を着てるんだよっ!?」

「キョウヘイ」

　パミルは真しん剣けんな表情で言った。

「な……なんだよ？」

「一つ為ためになる話をしてやろう」

「……はあ」

「『ローマに居る時にはローマ人が為なすようにせよ』――という諺ことわざがあってな。ニホンでも同様に『郷に入っては郷に従え』という。先人の知ち恵えだ」

「……それで？」

「キョウヘイと同じ学校に編入するからには、キョウヘイの学校の女子生徒と同じ格好をせねば、不必要に目立ってしまうではないか」

「だから！」

　匡平は喚わめいた。

「なんでお前が俺の通ってる学校に編入してくるんだよっ!?」

「編入手続をしたからだ」

「いや、そりゃそうかもしれないが……ってーか誰がっ!?」

　少なくとも匡平はしていない。する筈がない――わざわざ自分の安あん寧ねいを削けずり減らすよーな真ま似ねを。

「シュウヘイがしたようだが」

「親父いいいい――っ!!」

　怒ど鳴なり散ちらしながら、父の姿を探し求めて怒いかりに燃える視線を左右に走らせる匡平。

　だが――

「シュウヘイなら、昨日の夜よる遅おそくに出かけたようだが。暫しばらく帰ってこないと言っていたぞ」

「…………またかッ!!」

　余計なことをしては『仕事だから』と居なくなり、結果、割を食うのはいつも匡平という構図が、南部家では確立されてしまっている。

「何を怒おこっているのだ？」

　パミルが首を傾げて尋たずねてくる。

　その仕草は、まるで小鳥のそれのように無む垢くでとても愛らしいのだが――

「何ってお前……」

「キョウヘイと同じ学校に通ってはいけないのか？」

「あ…………いや、その、な……？」

　パミルが何処かしょぼんとしたような口調で問うてくるので、つい匡平も怒りが萎しぼむ。

　まあ確かに土日以外は一日中家に彼女を閉じ込めておくのも何かと問題があろうし……かといって、無目的に辺りを徘はい徊かいさせていても危険が増えるばかりだ。パミルにとっても周囲にとっても。

「私はキョウヘイの妹になったのだろう？」

「あ……うん」

　――妹。

　ずっと一人っ子だった匡平にとって、それは少々くすぐったく――しかし決して嫌いやな響ひびきの言葉ではなかった。

「妹になったからには、兄と同じ学校に通って『お兄さんに渡わたしてね』と言われたラブレターを衝しよう動どう的てきに破いてみたり、『お兄ちゃん、お弁当忘れたでしょっ!?』などと言いながら弁当を届けに兄の教室に出しゆつ没ぼつしたり、『お兄ちゃん、一いつ緒しよに帰ろ？』と校門の脇わきで待っていたりするものなのだろう？」

「……何処からそう偏かたよった知識を仕入れるんだ、お前はっ!?」

「シュウヘイからだが」

「…………」

　とりあえず次に周しゆう平へいが帰ってきたら気が済むまでタコ殴なぐりにしよう――と心に決めてから、匡平は溜ため息をついた。

「大だい丈じよう夫ぶだキョウヘイ」

　パミルが頷うなずきながらぽん、と慰なぐさめるように肩かたを叩たたいてくる。

「ＴＰＯというものはちゃんとわきまえている。学校ではきちんと『お兄ちゃん』と呼ぶから心配するな」

「んな心配してねえッ!!」

　喚く匡平。

　何にしても――パミルが学校に来るというのは、もう決定事じ項こうであるらしい。手続き済みな上に、制服まで用意してあるのだから、今いま更さら『やっぱりやめます』と言った方が何かとややこしいことになるだろう。

「ああ……俺の……俺の生活から…………普ふ通つうが……平へい凡ぼんが……消えていく……」

　呻うめくように呟つぶやく匡平を、やはりまるで他ひ人と事ごとのような表情できょとんとパミルが見つめていた。




　　　　●　●　●




　学校には遅ち刻こく寸前――始業ベルがギリギリ鳴り終わる前に滑すべり込んだ。

　珍めずらしいことではある。

　元々匡平は割と余よ裕ゆうを持って登校する方なのだが、今日だけはさすがに無理だった。何故なら、パミルに渡すアンチョコを速そつ攻こうで作っていたからである。

『聞かれた以上のことは喋しやべるな』

『少しでも分からなければ答えるな』

『自己紹しよう介かいは名前だけ。アンドロイドとか王女の身代わりとか言うな』

『ビームとか電でん撃げきとか火か炎えん放射とか禁止』

『困ったときは「ニホンの常識はよく分かりマセン」と言え』

　……等々。

　匡平はまずパミルを引っ張って職員室に直行――そこで一年の教師にパミルを押おし付け、そこでようやく溜め息をつきながら自分の所属する教室へ走って参じた。

　既すでに出席をとっていた担任教師は少々顔をしかめて匡平を迎むかえたが、普ふ段だんの真面目な生活態度が効いたか――特に小言も言っては来なかった。

　とにかく。これでできることは全てやった。

　さすがに一年の教室までついていく訳にはいかないので、後はパミルが余計な行動に出ないことを祈いのるのみであった。

　だが。

　そうは問屋が卸おろさなかったりするのが……まあ何というか世の常というものであった。
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　当然予測してしかるべきだったが――

「おーい。南部」

　一時限目の休み時間。

　いつもの如ごとく無難に授業をこなし、窓際の席でのんびりと平和を満まん喫きつしていた匡平を級友が呼ぶ。

「妹さんが来てるぞ」

　思わず机の上に突つっ伏ぷしそうになる匡平。

　まるで名前を呼ばれた指名手配中の殺人犯の如く、物もの凄すごい勢いで振ふり返った彼は――教室の入り口に立つ小こ柄がらな金きん髪ぱつ碧へき眼がん少女を見た。

「……な……っ！」

（あれだけ、こっちの教室には来るなって言っておいたのにっ！）

　パミルの行動については若干の不安が在ったのは事実だが――だからといって四六時中側に居て監かん視しする訳にもいくまい。ならばいっそ、余計な噂うわさだの何だのが伝でん播ぱするのを防ぐべく、学校の中では互たがいに顔を合わせないようにするのが得策――そう考えた匡平であった。

　だが……始業開始わずか一時間にしてその深しん謀ぼう遠えん慮りよ（というか何というか）はあっさりこんと無に帰していたのだった。

　しかも……

「匡平の妹!?」

　よりにもよって匡平よりも先に反応したのは瑞みず人ひとであった。

　響ひびき　瑞人。

　目立つ為ためならば悪あく魔まに魂たましいを売っても後こう悔かいするどころか、むしろ『俺って商売上手～』などと、ほくほくしかねない超ちよう弩ど級きゆうのアホである。

　髪かみの脱だつ色しよくやらピアスやらは当然、普段から意味もなくギターを持ち歩いている、なんちゃってロッカーの瑞人は――匡平が言い訳をする間も許さずにパミルに駆かけ寄よって、しげしげとその姿を見つめた。

「ふうん……妹……妹ねえ？　匡平って妹なんか居たっけ？」

（だあああああああああああああああああ――やっぱ無理あるじゃねえかよ、親父ッ!!）

　今いま更さらながらに頭を抱かかえる匡平。

　まあ確かに普ふ通つうの日本人にいきなり『外国人です』とノボリ掲げているよーな外見の妹ができれば、普通『なんで？』と怪け訝げんに思うだろう。

　というかよく考えたら、普通に編入手続きを受け入れた学校の職員も職員である。誰か何か突っ込もうという気にはならなかったのか。

　何はともあれ――

（これで色々詮せん索さくされて、パミルの素性がばれたりしたら……）

　今までの苦労は水の泡あわ、最悪、警察がすっ飛んでくる事態にならないとも限らない。

「あ、あの、そ、それはっ……！」

「へえ。南部晴はる美みちゃんか。はっはっは匡平とは似てないねえ」

　とまた痛いところを突いてくる瑞人。

　だがパミルはパミルで全く動じた様子もなく頷うなずいて言った。

「うむ。先日兄妹になったばかりだからな」

「なるほど！　そりゃしょうがねえよな！」

「――って納得してんじゃねえよ!?」

　思わず叫さけぶ匡平。

　瑞人は不思議そうに振り返って言ってくる。

「どうした匡平。何か夜の生活に不満でもあるのか」

「何で夜限定なんだよ。そうじゃなくてな」

　と匡平はパミルを指さして言った。

「おまえ、いきなりこんな妹ができたって言われたら、少しは『変だな』とか思わないのかよ!?」

「なんで？」

「いや……なんでって…………」

　真顔で問われても。

　改めて周りを見回してみると、パミルが来たのを告げてきた同級生も含ふくめ、匡平達を多くの生徒が注目してはいるが――男子生徒も女子生徒も、パミルの存在に怪訝の眼を向けている者は居ないように思える。

「えっと……」

「はっはっは。匡平」

　ぽん、と肩かたを叩たたいて瑞人が言った。

「今時、『ある日突とつ然ぜん、妹ができちゃった』くらいのイベントでおたおたしていちゃ、この業界では生き残っていけないゾ？」

「何処の業界だそれは!?」

「まあでも」

　匡平のツッコミを綺き麗れいに無視し、瑞人は人差し指で頬ほおを掻かきながら言った。

「匡平の親父さんなら、急に外国人の子どもの一人や二人連れてきても、俺おれ等ら、驚おどろかねえしなあ」

「…………」

　言葉に詰つまる匡平に、周囲の同級生達が畳たたみ掛かけるようにして言ったり頷うなずいたりする。

「そうそう、南部の親父さんなら、あり得るあり得る」

「そうそう、いつもどこにいるかわかんないし。行方不明しょっちゅうなんだろ？」

「ＰＴＡの役員とかになっても、いっつも捕まんないって――うちの母ちゃんも嘆なげいてたしなあ」

「別に外国に隠かくし子ごの一人や二人、居たって驚きゃしねえよ」

「…………」

　脱だつ力りよくしてその場にへたり込みそうになる匡平。

　まあ冷静に考えれば『普ふ段だんから変な親父で助かった』ことになるのだろうが――

「キョウヘイ――もといお兄ちゃん」

　ふとパミルが思い出したかのように声を掛けてくる。

「よくわからんが――皆みなに理解が得られているようだぞ。良かったな」

「…………」

　良かったと言われれば、確かにそうなのだろうが――変に周りに不ふ審しんに思われるよりは、百倍マシなのだが――どうにも匡平の基本方針である『地味』とか『普通』とか『平へい凡ぼん』から、亜あ音速で遠ざかっていく気がするのは気のせいだろうか。

　しかも……

「――ってことは、晴美ちゃん、南部君と一いつ緒しよに住んでるの？」

　と同級生の女子が、ふと余計なことに気がついて尋たずねてくる。

　でもって当然パミルは全然臆おくせずに頷いたりする訳で――

「そうだが？」

　その瞬しゆん間かん――同級生達の間にざわめきが広がる。

「同じ屋根の下!?」

「こんな金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美少女と!?」

「有り得ねえっ！」

　喚わめく瑞人。

　どうやら周平がある日突然、外国人との間の隠し子を連れ帰ってくるのは有り得ても、匡平に金きん髪ぱつ美少女の妹ができることは許し難いらしい。

「寝ね起おきに発生するチラリズム!?」

「お風ふ呂ろで偶ぐう然ぜんばったりとか!?」

「『眠ねむれないから』って一緒の布団に潜り込んできたり!?」

「南部君って不潔！」

「っていうかケダモノ！」

「エロい！　何処のギャルゲーの主人公だ貴様っ!?」

「言え、フラグはもう何本立った!?」

「それとも何巡じゆん目だ貴様ッ！」

　目の色を変えて匡平に詰め寄よる瑞人及および同級生（主に男子）。

「ばっ――馬ば鹿かいえ、だ、誰が！」

　焦あせりつつも否定する匡平。

　勿もち論ろん、何度もドキドキとかしちゃったのは事実なのだが……それを認めようものなら、同級生達は（主に瑞人は）大喜びで拡大解かい釈しやく及および類推解釈を駆く使しして話に尾おひれをつけまくるだろう。

　下校する頃ころには『南部匡平は義理の妹を手込めにした挙げ句に○○させてその上、香港ほんこんに売った』とかいう話になりかねない。

「こんなのに――」

　と反射的に言って。

　はっ――とする匡平。

　いくらなんでも『こんなの』呼ばわりはパミルとて傷つくのではないか。眼からビームが出たって、手から電でん撃げきが出たって、女の子は女の子なのだから。

　しかし……

「そうだぞ」

　頷うなずいてパミルは言った。

「お兄ちゃんが欲情するのは別の類型タイプの異性だぞ。現にベッドの下には――」

「黙だまれ、いいからもう黙れお前はっ!!」

　匡平は喚いた。
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　当然と言えば当然なのだが……

「そんな……」

　この一連のやり取りは、休み時間の半分以上を『南部匡平の姿を熱く物もの陰かげから見つめること』に使っている村田早さ苗なえにも聞こえていた。

　小こ柄がらな黒いオカッパ頭。しかも今時ありえないくらいの丸眼鏡。よくよく見ると可愛かわいらしい顔立ちをしているのだが――ぱっと見の印象は極めて地味。村田早苗とは概おおむねそんな外見の少女である。

「……南部先せん輩ぱいが……」

　早苗は既すでに匡平本人から『親しん戚せきの子』の話は聞かされていたものの――やはり現実にその『親戚の子』を目の当たりにして、その美少女振ぶりをみせつけられると、平静ではいられなかった。

「……女の子と一つ屋根の下…………」

『親戚の子』だろうが『妹』だろうが女は女。

　まして普ふ段だん一いつ緒しよに生活していなかったのだから――『妹』という認識は匡平にも薄うすいだろう。普ふ段だんからストーキング……もとい、匡平に対する熱心な観察活動を行っている早苗は、少なくとも先月までは匡平が独り暮らしであったことを知っている。

　とにかく。

　そうなると、匡平の理性もどれだけ保もつか疑問だったりする訳で。父親の周平が居れば抑よく止し力にはなろうが、生あい憎にくとあの微び妙みように正体不明な父親は留守がちである。

「つまり……」

　早苗の脳裏に十八禁な感じの妄もう想そうが猛もう烈れつな勢いで展開していく。

　…………

　部屋の中には静せい寂じやくが満ちていた。

　だからだろう。その音に――ささやかで密ひそやかな、そして何処か躊躇ためらうかのような物音に匡平が気付いたのは。

　寝ね返がえりを打ちながら瞼まぶたを開く匡平。

　そこには――

「……お兄ちゃん」

　薄うす闇やみの中にも鮮あざやかな金きん髪ぱつと碧へき眼がんをした白い肌はだの少女が、所在なげに――何処かもじもじとした様子で立っていた。

　寝ね間ま着き姿である。

　だが大きめのそれは、必要以上にその少女の姿を幼く――無む垢くなものに見せている。

「――お兄ちゃん」

　恥はずかしげに――少し視線を逸そらしつつ、少女は繰くり返し匡平に呼よび掛かける。

「なんだよ。こんな夜中に？」

「あの……その……」

　少女は何処か怯おびえたかのような口調で言う。

「……一いつ緒しよに寝ねちゃ……駄だ目め……？」

「ど……どうしたんだよ？　いきなり」

「……寝付けないの」

　頬ほおを染めながら言う少女。

　もう幼児でもあるまいに……確かに『枕まくらが変わると眠ねむれない』と告白するのも恥ずかしいことではあろう。もっとも少女が頬を朱しゆに染める理由は、必ずしもそれだけでもなかろうが――

「寂さびしくって……」

　そして二人の間に横たわる沈ちん黙もく。

　わずかに震ふるえる少女の肩かたから……さらりと絹糸のような金髪が流れ落ちる。

　匡平は短く息を吐はいて言った。

「……おいで」

　自分の布団をわずかに持ち上げて、少女を招く匡平。少女はおずおずとその作られた空くう隙げきに潜り込む。

　匡平はふと少女を見つめ――

「お兄ちゃん」

「……なんだよ」

　自分を見つめる少女の潤うるんだ瞳ひとみに気付く。

　あるいは匡平は、それだけで次に来る言葉を想像していたかもしれない。たとえ『妹』とはいえ、彼の腕うでの中に今居るのは紛まぎれもなく『異性』なのだから。

「――好き」

「…………」

　びくりと身を強こわ張ばらせる匡平。

　だが少女は構わず匡平に身をすり寄せて――

「大好きっ……」

「……あ……えっと」

　匡平は言葉に詰つまる。

　怒おこって誤ご魔ま化かすべきか。笑って誤魔化すべきか。

　何にしても『真正面から受け止める』あるいは『真っ向から拒きよ否ひする』という選せん択たく肢しはない。許されない。少なくとも匡平はそう考えるが――

「愛してる」

　もどかしそうな表情を浮うかべた少女の唇くちびるから、とどめを刺さすような言葉が紡つむぎ出される。

　誤魔化しようがない。

　だがそれでも匡平は無む駄だな足あ掻がきをした。

「何言ってんだか。俺達たちは兄妹だろ」

　取とり繕つくろわれる苦笑。

　だがその口調の底に押おし隠かくされた動どう揺ようを、少女の中に目覚め始めた『女』の部分が敏びん感かんに察知していた――

「血が繋つながってるって言ったって、所しよ詮せん、半分じゃない……」

「…………」

「お兄ちゃん。御お願ねがい。私をちゃんと見て。私を、女の子の私を見て。お兄ちゃんになら、私……どんなことをされても……」

「…………」

　…………

　――てな感じに。

「ああ………」

　誰が頼たのんだ訳でもないのに、今時、恥ずかしくて普ふ通つうは想像すらできないよーなベタベタな『兄妹の禁断の愛』モノを勝手に想像して、勝手に打ちのめされたりする早苗である。

　なかなか妄もう想そう力の逞たくましい少女ではあった。

　でもって――

「そんなっ……そんなことって……!!」

　イヤイヤと首を振ぶりながら駆かけ出す早苗。

　そんな彼女を、通りすがりの学生達が不思議そうに眺ながめていた。
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　――どうして？

　そう問われると、早苗にもはっきりと因果関係は説明できない。

　まあ大たい概がいの場合には、そういうものだろう――人が人を好きになるのは本能的な部分であって、理り屈くつが明確である場合の方が少ない。

　それでも敢あえてきっかけを求めるならば、それはたった一言の言葉であった。

「おはよう」

　たまたま校門の前で転んで鞄かばんを落とした早苗に――その鞄を手て渡わたしながら。ごく自然に何気なく。

　それは別に、取り立てて騒さわぐようなことではなかったかもしれない。匡平にしてみれば、当たり前の行動と言葉であったのかもしれない。

　だが……

「…………」

　一いつ瞬しゆん、早苗は驚おどろきで身を竦すくませた。

　今の世の中――一体、どれ程の人が、ただ転んでいるだけの女の子に手を差さし伸のべる？

　勿もち論ろん、殊こと更さらに嘲笑わらったりはしないだろう。

　だが大たい抵ていの者は『無視』を――あるいは『無関係』を選せん択たくする。ちらりと視線を向けはしても、わざわざ手を差し伸べて、当たり前のように挨あい拶さつはしないだろう。

　たまたま彼の眼の前で早苗が転んだだけかもしれない。たまたまその日の朝は気分が良かっただけかもしれない。

　それでも……彼はごく自然に『おはよう』と声を掛かけながら、当然のように、拾った鞄を差し出してきた。

　特別でなくてもいい。

　だが自分が決めた『当然』に従える――従い続けられる人間は少ない。それが正しいことだと分かっていても『面めん倒どう臭くさい』とか『格好悪い』とか反射的に思って、行動に出ない人間は数多い。

　早苗だってその一人だ。

　例えば、自分は交差点で難なん儀ぎしている老ろう婆ばを見た時に『何かお手伝いしましょうか？』と声を掛けるか？　例えば、雑ざつ踏とうの中で泣いている子供に『どうしたの？』と尋たずねることができるか？

　できるかも知れない。

　でもできないかも知れない。

　多分――

「……ん？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　早苗が固まっているのを見て、匡平は若干表情を怪け訝げんそうに曇くもらせた。ねんざでもしたのかと思ったのだろう。

「だっ――大丈夫、大丈夫ですっ……！」

　慌あわてて立ち上がる早苗。

　多分、この時からなのだろう。

　村田早苗という少女の中で、南部匡平という少年に対する、ある種の驚きと憧あこがれが形成されたのは。

　それが――思し慕ぼに変化するのにそう時間は必要なかった。
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「――で」

　二時限目が終わって休み時間。

　呆あきれきった表情を浮うかべながら、村田早苗の割と数少ない（婉えん曲きよく表現）友人の一人であるところの峰みね部べ蓉よう子こは言った。

　場所は校庭に面する渡わたり廊ろう下かである。

　彼女が振ふり向いて眺ながめているところには、一本の木が生えていて……その横にはフル装備とまではいわなくとも、極めてそれに近い感じの村田早苗が居た。

「あんたは何やってんの？」

「――あ。蓉子ちゃん」

　と額にまいた鉢はち巻まきに二本の蝋ろう燭そくを立てた早苗が、弱り切った表情で蓉子を振り返った。

「えっとね……その……おまじない」

「ああ、いや、見れば分かるけどさ」

　と蓉子。

　まあ確かに早苗と半月も付き合っていれば確かに見れば分かるようにはなる。イヤでも。

「誰を呪のろってるのか知らないけど、丑うしの刻には未まだ早いんじゃないの？」

　ちなみに『草木も眠ねむる丑うし三みつ時どき』の言葉にもあるように、丑の刻参りというのは、普ふ通つう、真夜中――それも午前二時じ頃ごろにするのが正しい処方である。

「こういうのって、昼日中に学校の木でやって効果あるもんなの？」

「だって……夜の公園とか……怖こわいし……」

　視線を足元に落としてもじもじしながら言う早苗。

「……ああそう」

　蓉子は『私は夜の公園よりあんたの方がある意味怖いわよ』と言う言葉を呑のみ込んで無難に頷うなずいて見せた。

「で。誰を呪ってるの」

「えと……南部先せん輩ぱいの妹さん」

「…………ああ」

　と更さらに頷く蓉子。

　南部匡平の『妹』――という名目で、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの外国人少女が編入してきたという話は蓉子も聞きき及およんでいた。まあそう生徒数の多いマンモス高校でもなし、外国人の転校生がやってくれば、話題は音速で学校中を駆かけ巡めぐるものだ。

「でもまあ『妹』なんでしょ？」

「蓉子ちゃん……安心しちゃ駄だ目め」

　ふるふると首を振ふり涙なみだ目めで早苗は言った。

「兄と妹の禁断の関係――危険だけれど甘かん美びな香かおり……そういうのがイイって人も世の中には居るでしょ……？」

「でも南部先輩が元々そういう趣しゆ味みなんだったら、最初から……早苗には勝ち目ないってことじゃん？」
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「…………」

　眼をぱちくりして。

　数秒沈ちん黙もくしてから――

「――ああっ!?」

　どうやら今いま頃ごろ気付いたらしい。

　というか一体、その『妹』を呪ってどうしようという考えだったのか。

　呪じゆ術じゆつだ黒魔ま法ほうだと見るからに陰いん湿しつで危険な（色々な意味で）感じの趣味をしている癖くせに、最後の一線で妙みように早苗は脳天気というか人が善いところが在るので――だからこそ蓉子も友達をしている訳だが――その『妹』を呪い殺そうとかは思っていなかっただろうけれど。

　まあ恋こいする少女に論理的行動を求める方が、間ま違ちがってはいる訳だが……

「…………」

　見れば五ご寸すん釘くぎで深々と木に打ち付けられた藁わら人形――木の方もいい迷めい惑わくである――には、『妹退散』『金きん髪ぱつ退散』『枕まくら持って迫せまるの禁止』『風ふ呂ろ場ばでばったりも禁止』とか色々書かれた呪符（なのか？）が貼はり付けてあって、藁人形というより蓑みの虫むしみたいな状態になっている。

　呪術系の知識はさっぱりな蓉子にも、明らかに色々間違っているというか――早苗の狼ろう狽ばい振ぶりがよく分かる状態ではあった。

「じゃあ、じゃあ私どうすればいいの？」

「知らないわよ」

「じゃあ――えっと、じゃあ、とりあえず誰を呪えばいいの？」

「それこそ知らないわよっ!!」

　と蓉子。

「……」

「……」

　蓉子と早苗は暫しばらく見つめ合って……そして、蓉子の方が先に睨にらめっこに飽あきた。

「まあ、好きにしたら？　次の化学、笹ささ沢ざわセンセーだから遅ち刻こくとかサボリは、またねちっこく文句言われるけどね――ま、私はそういうのイヤだから行くわ。じゃ」

　ひらひらと手を振りながら足早に歩き出す蓉子。

「ちょ……ちょっと待って……待って……蓉子ちゃん……」

　あたふたと丑の刻参りセット一式を片付けながら早苗は言った。
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　――まあそんな早苗であるから。

　昼休みの殺気だった購こう買ばい部ともなると、まるで荒あら波なみの中の木の葉のように翻ほん弄ろうされてしまうことは、もう何というか――必然だった。

「おばちゃんヤキソバパン！」

「俺コロッケパン！」

「カツサンド！　カツサンド！」

「超ちよう豊ほう熟じゆくクリームパン！」

「チョコバナナサンド！」

　まるで教祖に群れる信者を描えがいた宗教画の如ごとく、小銭を握にぎった大量の手が突つき出され、それを前に購買部のおばちゃんが、熟練の技で注文をこなしていく。

　でもってそんな中……

「……あ……あの……あの……八丁味み噌そクリームパン……くださ……ああっ……」

　弱々しげに訴うつたえる早苗の声なんぞ、おばちゃんに届く筈はずもない。

　元々早苗の家は共働きなので――あまり親に、時間的にも労働的にも経済的にも負担を掛かけたくないと、早苗は毎日二百円だけ貰もらって購買部に出掛け、安めのパンと牛乳を買って昼食を済ますのが常である。

　ところが。

　これが実際には結構きっついサバイバルゲームだったりするのだ。何しろパンの量は限られている上に、当然、美味おいしくて安いものから先に売れていく訳で。早苗同様に軍資金の限られている生徒達も、少しでも安く腹持ちするものを買おうと必死である。

「……あの……八丁味噌……クリーム……」

　人の波によってあっちへぐいぐい、こっちへぐいぐい、右へ左へとドラフティングさせられている内に、めぼしいパンは全部売り切れ――大たい抵ていの場合、嵐の去った後、なんだかくしゃくしゃになったハンカチみたいな状態の早苗が、最後に「あの、そ……そのコッペパン……ください……」と売れ残りを指差すのが常だったりする。

　まあそれでも懲こりずに早苗がパンを買いに出掛けるのは、やはり成長期――どうしてもお腹が減るからだ。さすがに学食の方では二百円で買えるメニューは少ないし、一週間もそのメニューを続けているとさすがに飽きる。

「うう……せめて納豆クリームイチゴパンでもいいから……」

　洗せん濯たく機きの中の衣類よろしく、周りの人の渦うずにぐるんぐるんと回されながら弱々しく訴える早苗。まあ途と中ちゆうで諦あきらめて昼ご飯抜ぬきという選せん択たくもあるのだが――さすがに今日はちゃんとパンを買って食べないと保もたない。

　午後には体育の授業があるし……その次の授業はレポート発表がある。普ふ段だんはざわざわとしているので、多少腹が鳴ろうがわかりはしないが、発表の時間は違ちがう。あのしんと静まり返った空間に自分の腹がぐーっと鳴った瞬しゆん間かんを想像するだけで、早苗は恥はずかしさに死にそうになる。

「あっ――」

　早苗は人混みの外側に押おし出され――そこで更さらに背中を押されて彼女は床ゆかにぺたんと座り込んだ。

　誰が押したのかはもう混こん沌とんとしていて分かりようがないが――多分、押した方に悪意はないというか、押したことさえ分かっていないかもしれない。

「うう……いっそ……」

　座り込んだまま、ポケットの中に入っている藁わら人形を握りしめる早苗。さすがの彼女も『この場に居る私と購買のおばちゃん以外全員』と書いた紙を藁人形の額に貼はって五ご寸すん釘くぎをぶち込みたくなる状じよう況きようではあった。

　だが……

「――ふむ」

　ざわめきに満ちるその場で――殊こと更さらに大きくもないその声がどうして聞こえたのか早苗には分からない。たとえすぐ側に居る者の声さえ、殺気だって飛び交う生徒達の声に埋うもれてしまう――そういう場所だったのだから。

　ただ――

「これはひどいな」

　その声はひどく淡たん々たんとしていた。

　あるいは理由はそれかもしれない。一切合切構わず場に居る者を巻き込む空気の中で、一人超ちよう然ぜんとしている者だけが出せる――それはそういう声だった。

「…………」

　呆ぼう然ぜんと振ふり返る早苗。

　彼女はその声に聞き覚えがあった。

「『妹』さん……」

　そこにはつい先ほどまで、早苗が藁人形で呪のろいをかけていた相手がいた。

　匡平の義理の妹である南部晴美は――近くで見るとますます美しかった。

　金の髪かみは、まるで水の上で跳はねる光のようであるし、くりんと丸い碧へき眼がんは、意志の強さもありながら、どこかあどけなくて愛らしい。

　全体的に細く華きや奢しやな身体つきも、未成熟ながら形の良い胸と合わさって、異性の注目を浴びるに値する魅み力りよくがあった。

　まるで光と影かげ――どこまでも地味な早苗とは、対照的な存在である。

　でもって――

「むう」

　少女――南部匡平の『妹』は、しばらく怪け訝げんそうに購こう買ばいのおばちゃんを取り囲む生徒達の群れを眺ながめていたが……

「おおおおおおおけええええええええ――」

　なんか溜ためてる感じの仕草をする少女。

　でもって次の瞬間。

「すたんがん――ッ!!」

　ばじっ。

　稲いな妻ずまが走った。

　というか……少なくとも走ったように早苗には見えたのだが、一いつ瞬しゆんのことだったので、はっきりとは分からなかった。

「な……」

　愕がく然ぜんと凍こおり付く早苗。

　彼女の眼の前には死し屍し累るい々るい――とまではいかなくとも、一瞬の稲妻で半数以上の生徒が失神してぶっ倒たおれ、残りの半数も何らかの被ひ害がいに遭あって大おお騒さわぎしていた。

「うわわっ！　死ぬっ！　っていうか熱い……っ！　俺の大事な毛根がっ！」

「そんなことより、私の二時間セットにかけた髪の毛の方が大事よっ！」

「いや、違うっ！　俺の緻ち密みつに計算しつくして改造した学生服の方が大事だっ！」

「いえいえいえっ！　それよりも、私の毎晩アイロンかけまくって、膝ひざ上うえ十五センチという黄金位置を見つけた、改造スカートの方が大事よっ！」

　……とかなんとか。

　そんな彼等を仁王立ちで眺めながら、南部匡平の金きん髪ぱつ妹は傲ごう然ぜんと言った。

「寄って集たかって略りやく奪だつ行こう為いか。ニホンは治安が良く、信義と礼節の国だと入力されているのだが――この学校の教師は生徒にどんな教育を施ほどこしているのだ？」

「――は？」

　と声を漏もらしたのは早苗である。実の所、他の連中はそれどころではなくて、全然彼女の台詞せりふなど聞いちゃいない。

　そこへ――

「あほかああああああああああっ!!」

　ドップラー効果を引きずる程の速度で突とつ進しんしてきた当の匡平が、『妹』の後頭部にチョップでツッコミを入れた。

「――むむ。何をするのだキョウヘ……もといお兄ちゃん」

「大人しくしろって何度も何度も何度も何度も言っておいただろうが!?　何やってんだよお前は!?　たかがパン買いに来ただけでどうしてこんな惨さん状じようになってんだよ!?」

「しかしだな、お兄ちゃん」

　金髪少女は言った。

「寄って集って年上の女性から食料を奪うばおうなどとは、あまりに人道に外れた行こう為いではないのか。衆しゆう愚ぐが道を外れればそれを正すのもまた王族の役目。さすがにアンドロイドの私とはいえ見過ごす訳には――」

「だーまーれっ!!」

　と喚わめいてから。

「つか何が略りやく奪だつだよ！　これは単に購買！　商取引なの！　大体、購買のおばさんまで倒してどうすんだお前はっ!?」

　と匡平が指差す先には、痙けい攣れんしている白いエプロンのおばちゃんの姿が在った。

「大だい丈じよう夫ぶだお兄ちゃん」

　きっぱりと金髪少女は言った。

「王家スタンガンは非致死性ノンリーサルだ」

「威張るなっ!!」

「それにそこの娘むすめも、突つき飛とばされて迷めい惑わくしていたみたいだぞ」

　と――金髪少女の指が指し示す先に座り込んだままなのは、言うまでもなく早苗であった。

　はっとした様子で振ふり返る匡平。

「む――村田さん」

「あ…………」

「み――見た!?」

「え？　あ――はい」

　匡平の『見た』が『何』を指しているのかは今一つ分からないが――匡平の勢いに、思わず頷うなずいてしまう早苗。

「ちょっと――こっち来て……パミルも！」

　そう言うと、匡平は金髪少女と早苗の手を引っ張って惨さん劇げきの現場から離り脱だつした。
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　ばれた。どう考えてもばれた。

　それも予想を大おお幅はばにぶっちぎって――初日に。

「どうすりゃいいんだ……」

　校舎裏にパミルと早苗を連れてきた匡平は、その場で頭を抱え込んでしまった。

　彼の頭の中では既すでに、周平共々警察に連行されていく自分の映像が、ＢＧＭに『ドナドナ』付きで流れていた。まあ少女誘ゆう拐かいは故意ではなかったにしても、戸こ籍せき偽ぎ造ぞうは間ま違ちがいなく犯罪である。ばれれば、どう考えても警察沙ざ汰ただ。

　それにパミルがビームだの電でん撃げきだの出すと分かれば、それこそどんな騒さわぎになるのか、分かったものではない。

　幸い――先の購こう買ばいに居た人間達は、一いつ瞬しゆんの事で何が何やら分からなかっただろう。

　彼等には『人間がビームやら電撃を出すなんて、そんな馬ば鹿かなことがある筈はずがないじゃないか、君達は集団幻げん覚かくでも見たんだよハハハ』で済みそうな感じだが……さすがに真横でじっと匡平とパミルのやり取りを聞いていた早苗までは、それで誤ご魔ま化かすことはできまい。

　しかし……

「……あの……南部先せん輩ぱい……？」

　気き遣づかわしげに早苗が声を掛かけてくる。

　匡平は我に返ると早苗の両りよう肩かたに手を掛けて言った。

「む――村田さん」

「は、はいっ!?」

　憧あこがれの匡平に両肩を掴つかまれて――予期せぬ接せつ触しよくに、思わず声が上うわ擦ずってしまう早苗であるが、勿もち論ろん、匡平の方はそんな彼女の事情など知る筈がない。

「いいかい、よく聞いてくれ」

「は、はいっ！」

「びっくりしたと思う」

「はい……びっくりしました」

「驚おどろかせて済まない。だがこれにはマリアナ海かい溝こうよりも深い訳があって――その、あの、ええととにかく」

「あんなに強力な呪じゆ術じゆつは初めて見ました」

「他言無用にしてもらえると助――……………………は？」

　予想外の単語の反応に凍こおり付く匡平。

「普ふ通つうはもっと効果もあやふやで、色々道具とかも要る筈なのに……余程、霊れい力が沢たく山さんある人なんですね……妹さん」

「…………」

「素晴らしいです」

「…………ええと」

　この期に及およんでようやく匡平は早苗がどういう種類の人間であるのか気付いた。

「ひょっとして……村田さん」

　匡平は恐おそる恐るといった様子で尋たずねる。

「パミルのあれが……何というかその……」

「雷らい撃げきの呪術ですよね！　文ぶん献けんでは読んだことがあるんですけど――」

「いや、違ちがう。王家スタンガンだ」

　とパミル。

「いや、パミル――話がややこしくなるから、お前はちょっと黙だまってろ」

「むう？」

「…………ええと、とにかく、その……そういうものだと？」

「違うんですか？」

　と早苗。

「ええと……」

「私はベルグマン王家第十三代目ドルフ・テリル・バロル・ベルグマンが第一子にして王位継けい承しよう権第一位のパミル・テリル・カルル・ベルグマン姫ひめの身代わりアンドロイドＦＲ―ＭＣ０９・〝パミルⅨ〟だ」

　平然とそうのたまうパミル。

「ああああああ」

　匡平は呻うめいて頭を抱かかえる。

　何とか誤魔化そうと頭の中で組み立てていた言い訳が、片かた端はしからパミル本人の手によって崩くずされていく。

　だが……

「そ……そうだったんですか！」

　早苗はむしろ納得顔で深々と頷うなずいていた。

「いや、ちょっと待て」

　顔をあげて匡平は言った。

「今のこいつの説明にちょっとでも『おかしいなー』とか『変だなー』とか『電波かなー』とか思わないのか君は!?」

「え……？」

　眼をまばたかせる早苗。

「こんなリアルな、自分勝手に歩いて喋しやべって、人間と見み紛まごうみたいなロボットとか居る筈はずないだろ!?」

「でも割と……人間みたいに髪かみの毛が伸のび続つづける人形とか、夜中に笑う人形とか、ひとりでに別の部屋に移動してる人形とかありますし……あ、うちにあるエド君とチャールズ君は夜中だけですけど割と人間みたいにお話してくれますよ」

「…………」

　色々と突っ込みたいところの在る匡平であったが、ポイントが多すぎて、何ど処こから突っ込んで良いかも分からない。

　そんな彼の様子をどう思ったのか――

「あ――だ、大だい丈じよう夫ぶです、先せん輩ぱい」

　早苗は慌あわてて言った。

「私、誰にも喋りませんから」

「え？　あ――そ、そう？」

　若干、拍ひよう子し抜ぬけした感じで声を漏もらす匡平。

　まあ口外しないでくれるなら、何をどう勘かん違ちがいしてくれていても構わない訳だが――

「そうしてくれると……助かるよ」

　やや釈しやく然ぜんとしないものを感じながらも、匡平は安あん堵どの吐と息いきとともにそう言った。
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「――で、結局、南部先輩の『妹』の一件はどうなったの？」

　学校からの帰り道。

　早苗と一いつ緒しよに通学路を歩いていた蓉子は、ふと思い出したかのようにそう尋ねてきた。

「あ……ああ。あれ」

　早苗は微び笑しようする。

「あれは……もう……大丈夫」

「そうなの？」

「うん……多分」

　と早苗は頷く。

「未まだ……よく分からないけど、とりあえず…………呪のろうのは中止……しようと思う」

　南部晴美――パミル。

　あの後、パミルや匡平としばらく話をしたが、いつの間にか早苗はパミルのことを呪いきれないというか――嫌きらいになれない気持ちになっていた。

　まあ『アンドロイド』なのか『大霊れい能のう者しや』なのか、あるいはその他なのかはさておき……匡平達と『秘密を共有する』という密やかな喜び楽しみが、曖あい昧まいな嫉しつ妬とに優まさったということが一つ。

　少なくとも今の匡平を見る限り、パミルと妙みような関係になりそうな余よ裕ゆうはないだろうと思ったのが一つ。

　だが何より大きかったのは――

『寄って集たかって略りやく奪だつ行こう為いか。ニホンは治安が良く、信義と礼節の国だと入力されているのだが――この学校の教師は生徒にどんな教育を施ほどこしているのだ？』

『それにそこの娘むすめも突つき飛とばされて迷めい惑わくしていたみたいだぞ』

　あの台詞せりふ。

　正しいと思ったことを当然の如ごとく言える――何処か匡平と似通ったところのあるあの少女を、早苗は嫌いきれなくなっていた。

　だから……

（……油断は……できないけれど……）

　あれだけ綺き麗れいな少女なのだから。

　けれど――

（……蓉子ちゃんみたいに……友達に……なれるかもしれないし…………）

「何……？　にやにやして」

「……な、なんでもない、なんでもないよ？」

　慌てて言いながら――しかし村田早苗は何処か楽しい気分だった。







第六章　それさえもがいつしか日常となり







　パミル。

　自じ称しよう――ベルグマン王家姫ひめ君ぎみの、替かえ玉だまアンドロイド。

　電波なんだか、なんなんだか、よく分からないが、恐おそらくは何やらややこしい背景事情をしこたま背負っているのであろう――金きん髪ぱつ碧へき眼がん少女。

　南なん部ぶ匡きよう平へいが彼女との珍ちん妙みような同どう棲せい――もとい同居生活にもそろそろ『慣れ』を感じ始めた、ある日。

　別の言い方をすれば、彼女の口にする、電波ゆんゆんで意味不明な『素性』のことを、匡平が半ば忘れて細かい部分を気にしなくなった頃ころ。

　それは――唐とう突とつに起こった。

　まるで、己を忘れ去った者に激しく抗こう議ぎする、地中の不ふ発はつ弾だんのように。
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「――いい加減にしろッ！」

　喚わめいて南部匡平は相手を指差した。

　きょとんとしながら彼の指先を見つめているのは、小こ柄がらな金髪碧眼の少女である。

　絹糸のように細く艶あでやかな金髪から、陶とう磁じ器きのようになめらかで白い肌はだまで、まるで人形のように――いい意味で――整った容姿をしている。

　誰しもが可愛かわいいと――そして数年後にはほぼ間ま違ちがいなく『美しい』と評するようになるであろう、容姿の整った女の子であった。

　パミルである。

　結局、なし崩くずし的に『パミル』と呼んでいるが、そもそもこの少女の場合は『パミルの替え玉アンドロイド（自称）』なので、よく考えると、きちんとした名前を匡平は未いまだ知らない。

　勿もち論ろん、匡平の父がでっちあげた戸こ籍せきには『晴はる美み』という名前も載のっているが、どうもそれまでパミルと呼んでいた時間の方が長いので、あまり日本名は使わないのだ。

　まあ金髪碧眼の『外国人デース』とノボリ背負ってるよーな姿の少女に『晴美』という名は違い和わ感かんがあるというのも、こっちの名前を使わない理由のひとつではあるが。

　だからといってまさか、彼女の言う通りに『ＦＲ―ＭＣ０９』だの『〝パミルⅨ〟』などと呼ぶ訳にもいかない。妄もう想そうにつきあっていたら、その病状を悪化させるだけではないかと思うからだ。

　もっとも……

　本当にこいつはアンドロイドなのか？　と思ってしまうこともある訳だからややこしい。まあ普ふ通つうの人間は手から電でん撃げき出したり、眼からビーム出したりはしないだろう。

　だからこそ……

「――むむっ」

　パミルは眼を瞬またたかせて言った。

「何を怒おこっているのだ、キョウヘイ」

「だから何度も何度も言ってるだろ！　ちょっとやそっとのことでほいほいビームを出すな！　くしゃみやらしゃっくりやらの度たびにビーム出されたら、こっちはたまんねえよ！」

　さすがに安全装置があるのか、単に無意識の内に避さけているのか、視界内に匡平や周しゆう平へいが居る時はまず出ないのだが――それでもびっくりしたり、何か心理的に衝しよう撃げきを受けたりするとパミルはビームを乱射するという大変危険な悪あく癖へきがある。

「むむ。しかしこれは仕様で――」

「どっかのソフトハウスみてーなこと言ってんじゃねえ！　この不良品娘！」

　そう怒ど鳴なる匡平の背後には、一部がいい感じにこんがり焦こげた本ほん棚だなが在った。

　言うまでもなくビームの直ちよく撃げきを受けたのである。

「しかしキョウヘイに被ひ害がいは――」

「怪け我がしなけりゃ何でもありか!?」

「まずいのか？」

　怪け訝げんそうに首を傾かしげるパミル。

　まあ今までは、倉庫の中のものを吹ふっ飛とばしても、ここまでは匡平は真しん剣けんに怒らなかった。だからまあ……パミルが戸と惑まどうのはある意味で当然だ。

　だが――

「まずいに決まってるだろうが！　人間にはな、自分の体以外にも大事なモンがいっぱいあるんだよ！」
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　――無責任なくらいにすぽーんと晴れやかな空が、延々と頭上に広がっている。

『日曜日、家の周りくらいなら好きに散歩してもいい』と匡平に以前言われたので、パミルは適当に近くを散策することにした。

「…………むう」

　ちなみに『日曜日』限定なのは、倉庫街は休日は人ひと気けが殆ほとんど途と絶だえるからだ。

　逆に平日は荷物の出し入れで人口密度が一気に上がるので、パミルの奇き妙みような『アンドロイドぶり』を衆目に晒さらす可能性が増えるのでまずい――という判断である。まあパミルは匡平と同じ学校に通うようになったので、平日はこの倉庫街に居ない訳だが。

　で――

「…………」

　倉庫街を一人散策するパミルの表情は――少々暗い。

　理由は簡単、匡平が怒っているからである。

　そもそも彼女が散歩に出たのも同じ理由による。

「……人間には、か」

　呟つぶやくパミル。

『人間にはな、自分の体以外にも大事なモンがいっぱいあるんだよ！』

　勿論、匡平としては一いつ般ぱん論ろんを言ったつもりなのだろうが、アンドロイドを自じ称しようするパミルとしては別の意味にもとれてしまう。

「…………やはり」

　呟くパミル。

「仮かり初そめの客――か」

　成り行きで南部家の娘むすめということになってはいるが、ここは元々パミルが居るべき場所では――居ることを想定された場所ではない。

　彼女はここでは異物なのだ。

　だから何かと齟そ齬ごが出るのだろう。それは当然のことではある。

　そもそも匡平は言った筈はずだ――『身の振ふり方かたが決まるまでは此こ処こに居ていい』と。

　それはつまり、いつかは出ていかねばならない場所だ、ということでもある訳で。

「…………」

　腕うでを組むパミル。

　その時――

「――む？」

　倉庫街に、一台の車が走り込んでくる。

　あまり周囲の景観と馴な染じんでいない感じの、高級乗用車である。

　黒くろ塗ぬりで、厳いかつい車体で、しかもスモークガラス。ヤクザかそれとも要人が乗るような感じの車で、普ふ通つうは思わず距きよ離りを取りたくなる代物だが……勿もち論ろん、パミルはそういう常識がない。

　なので自分のすぐ前に止まったその車を、彼女は臆おくする様子もなく、しげしげと見つめていた。

「……なんだ？」

　車の扉とびらが左右で開いて、二人の人物が降りてきた。

　――激げき烈れつに違い和わ感かんのある二人が。

　共に若い女性。

　共に赤毛。

　でもって――着ているものといえば、両方共にブラック・メンばりの黒スーツにサングラスなのである。宇宙人の手を引いてエリア５１に連れて行きそーな感じだ。

　乗っている車だけでも色々とツッコミ所がある感じなのだが、最早ここまで来てはどこから突つっこんだものか、匡平なら頭を抱かかえていたことだろう。

　だが相対するのは常識がピンポイントで欠落しまくるパミルである。突っこむ筈もない。

　そういう訳で――

「あー。ええと」

　右側から降りた方の娘が声を掛かけてくる。

　年ねん齢れいは二十歳はたち前後か。サングラスのせいで顔付きはよく分からないが――もう一人との明確な外見上の差は、髪かみの長さである。

　右側が短く左側が長い。

　ショートカットのその赤毛娘は、黒ネクタイを締しめた胸元を押おさえながら、言った。

「君のお父さんが危き篤とくなんだ。すぐに来てくれたまえ」
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「…………」

　匡平は溜ため息をついて本ほん棚だなから一冊の本を取り出した。

　例の、パミルのビームの直ちよく撃げきを喰くらった本である。

　いざ開いてみると誰の眼にも明らかになるが、それは厳密な意味での書しよ籍せきではなく――何十枚という写真を収めた、アルバムであった。

　随ずい分ぶんと色々な写真がある。

　写っている場所や人物は勿論、判型すらもてんでばらばら。中にはどういう経けい緯いを経たのか……セピア色に変色しているものや、モノクロ写真もあった。

　共通点はただ一つ。

　どれにも匡平が写っていることだ。

　幼い頃ころから――十代半ばくらいまでの。

「…………」

　そして匡平と一いつ緒しよに写っている人物は、全部違ちがう。背景も違う。匡平の年齢すらも明らかに違う。

　そう。

　これは――匡平が周平に引っ張り回されて、世界中を行ったり来たりしていた頃に撮とったものだ。一緒に写っているのは、その世界各地で知り合った人々や、現地でできた周平の友達だった者ばかりだ。

　そう。

『だった』――過去形だ。

　中には……もう全く消息が分からない者も居る。手紙を出しても届いたかどうか分からない。インターネット環かん境きようどころか、電話も電報もない、そんな場所に住んでいる者も多い。あるいは単純に匡平のことなんか忘れてしまった者も居るだろう。

　何にしても……これは匡平と彼等が過ごした日々を証明する唯ゆい一いつのものでもあった。

　だから彼もこれにパミルのビームが命中した時、普ふ段だんにも増して激しく――つい大人げない怒おこり方をしてしまったのだ。

　ただ……

　実を言えば、匡平にとってこのアルバムは微び妙みような代物ではあるのだ。

　忘れたくない人々の姿をそこに留めている一方で、これを見れば、思い出したくもない嫌いやなことが、幾いくつも幾つも脳裏に浮うかんでくる。

　だから普段は見ない。

　見ずに――しかし棄すてることも出来ず、ただ本棚の片かた隅すみにそっと仕し舞まってあるのだ。

「……ったく」

　匡平は黒こげになった数枚の写真を眺ながめる。

「ネガ……残ってるといいけどな」

　呟つぶやいて彼はアルバムを閉じた。
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「――キトク？」

　パミルは首を傾かしげた。

「そうだ」

　赤毛の娘むすめは頷うなずいた。

　ちなみに先の台詞せりふは完全に棒読みである。

　普ふ通つうはこの時点で『変だぞ？』と身を強こわ張ばらせるものだが、やはりそこはパミル――愚ぐ直ちよくというか律りち儀ぎというか、きっちり言葉通りの受け止め方をした。

「シュウヘイのことか？」

　一緒に住んでいる周平や匡平とは、便べん宜ぎ上じようというか、戸こ籍せき上じようは家族ということになっている。今のパミルに『父親』に相当する立場の人間は周平しか居ない。

　だが――

「確かにシュウヘイは奇き特とくな男だが」

「そうじゃなくて！」

　もう一人の赤毛の娘が言ってくる。

　こっちは髪が長い。

　ただし着ているものが同じな上に、サングラスで目元が隠かくれているので……この二人の娘の相そう違い点はそれくらいしか見えなかったりもする。

「重態って意味だよ」

「むむ。道路事情が悪いのか？」

「違うっ!!」

　苛いら立だった様子でロングの髪かみの赤毛娘が喚わめく。

「体調が思わしくなく、生死の境をさまよっているという意味だよ！」

「むむ？　……そうなのか？」

　ちなみにここ数日、周平は家に戻もどってきていない。

「あ――ああ、そうなんだよっ！」

　妙みように嬉うれしそうに言うショート赤毛のサングラス娘。

　案外、自分たちでも一連の台詞に対して「説得力ないなー」と思っていたのかもしれない。

　だが――

「それならば、キョウヘイにも知らせないと……」

　パミルがそう言って踵きびすを返すと、赤毛の娘二人組は露ろ骨こつに慌あわてた。

「彼にはもう知らせたっ！　後から来るそうだっ！」

「君だけも早く乗ってくれ。事は急を要するんだ！」

「むむっ。そうなのか」

　ここで『おかしいなー』とか思わないのがパミルの良いところでもあり悪いところでもある。

　まあ素直なのだ。基本的に。

　匡平がこの場に居れば『それも程度によるだろうが！』と喚いたことだろうが。

「分かった。案内しろ」

　まあ周平に限って言えば、元々仕事柄がら危険な場所にも行くようだし、詐さ欺ぎまがいのこともしているようなので、いつ生死の境をさまようような事態に陥おちいっても不思議ではない。

　とはいえ……

「ああ、それからね」

　ショートの赤毛娘がおもむろに差し出したのは――手て錠じよう。

「君のお父さんが危き篤とくだから、これを手に填はめて」

「……そういうものなのか？」

　匡平が居れば『んな訳ねえだろっ！』と喚くところなのだろうが……生あい憎にくと、パミルの外付け常識回路は此こ処こには居ない。

「そうなのよ」

「うむ。わかった。よきにはからえ」

　パミルが鷹おう揚ような仕草で両手を出すと、赤毛のサングラス娘は何だか慌てた感じで、手錠をはめた。

「ささ。こっちへ」

　言いながらショートの方の赤毛娘が、車の後部座席にパミルを導く。

　何の疑問もなく車に乗り込んだ彼女に、一いつ緒しよになって後部座席に乗り込んだ娘が、更さらに黒い何かを差し出してきた。

　アイ・マスクだ。

　要するに目め隠かくし以外の何物でもない。

「……なんだ？」

　さすがにきょとんとするパミル。

　だがそんな彼女に、赤毛の娘は言った。

「いや、その――まあ、なんというか、君のお父さんが、危篤だから目隠しをね」

「……そういうものなのか」

「そういうものなのだよ」

　匡平が居れば――（以下略）

「うむ。了りよう解かいした」

　パミルが頷うなずくと――赤毛の娘むすめは何処かおっかなびっくりといった様子でパミルの顔にアイ・マスクを巻いた。
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「――誘ゆう拐かいッ!?」

　その可能性に思い至って匡平は愕がく然ぜんとした。

　先程の朝食のやりとりから――およそ半時間後のこと。

　何を思ったか、いきなり遊びに来た匡平の友人――響ひびき　瑞みず人ひとが、脳天気にこう言ったのだ。

「そういや、なんかさっきそこで晴はる美みちゃんが、手錠はめられて目隠しされて黒くろ塗ぬりの車に乗ってどっか行ったけど。あれって新しいプレイか何かか？」

「――んな訳あるかあッ!!」

　とりあえずそう怒ど鳴なって瑞人をぶん殴なぐってから、匡平は頭を抱かかえた。

「やばい――」

「何するんだよ、匡平」

　外を出歩くにもむき出しのギターを携たずさえる男、色々踏ふみ外はずしまくっている感じのファッション・ロッカー瑞人は、後頭部をさすりながらむっくりと起きあがってきた。

　これでなかなか頑がん丈じような少年である。

「そういうことは早く言え！」

「なんだよ？」

「どう見ても誘拐だろうが、それは！」

「あー…………」

　そういう考え方もあるか、といった表情で瑞人は頬ほおを掻かいた。

「でもＭＩＢばりに黒服に、黒サングラスで、とどめに黒塗りの高級車だろー。あそこまであからさまだと、何かのコスプレかギャグかと思ってさぁ」

「世界中の人間の大半はお前と違ちがう価値観だということを、少しは認識しろッ！」

「でも割とおじさんの知り合いに居そうじゃん、そーゆーの」

「ぐっ……」

　まあそれはその通りではあるのだが。

（まずい……マジにまずい……）

　どうすれば良いのか。

　表向き――というか書類上、パミルは、匡平の妹ということになっている。

　だが、それは周平が戸こ籍せきを超ちよう法規的手段でアレしてコレして（婉えん曲きよく表現）、強引に付け加えただけの記述だ。

　もし事件が明るみに出たら、その戸こ籍せき改かい竄ざんも警察にバレてしまう可能性が高い。そうなると周平は勿もち論ろん、匡平すらも犯罪の幇ほう助じよで警察に捕つかまるかもしれない訳で。

　しかも……

「そうか――誘拐か」

　状じよう況きようが分かっているのかいないのか、何かしみじみと頷いている瑞人。

「晴美ちゃん。彼女、可愛かわいいからなあ」

「…………」

「手て錠じようされてたらろくに抵てい抗こうとかもできないだろうしなあ。手錠に目隠しされた金きん髪ぱつ美少女かあ。萌もえ――もとい心配だなあ」

「縁えん起ぎでもないこと言うなッ!!」

　瑞人からギターを奪うばって再度ぶん殴りながら、匡平は喚わめいた。

　匡平が焦あせり心配しているのはパミルの貞てい操そう――では勿論、ない。

　誘拐犯人の生命だ。

　両手に手錠をはめられてようが、目め隠かくしされていようが、ビームだの火か炎えんだの電でん撃げきだのは普ふ通つうに出せるだろう。以前のナンパ男達の時はまだ匡平が早い段階で駆かけつけたから良かったものの、放っておいたら死傷者が出かねない惨さん状じようだった。

「冗じよう談だんじゃねえぞ――」

　このままではパミルが殺人犯になりかねない。ビーム出して相手を黒くろ焦こげにしておいて、都合良く『正当防衛』とかを主張するのは無理だろう。多分。

　さすがに今度は眼を回してぶっ倒たおれている瑞人の上にギターを放り出し、匡平は家を飛び出した。
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　黒服。黒眼鏡サングラス。黒塗りの高級車。

　典型的と言えば恥はずかしいくらいに典型的なのだが……それだけに手がかりとしてはちいとも役に立たない。

　それに匡平が気付いたのは慌あわてて飛び出した十分後だった。

　一体どうやってパミルを探せば良いのか。

　街中まで出れば黒い高級車くらいはいくらでも走っているし、よく見れば黒服だのサングラスをしている者だのもそう珍めずらしい訳ではない。特に今日はよく晴れていて日差しが強いから、サングラスを掛かけている人間の数は普ふ段だんより多かった。

「どうすりゃいいんだ……」

　溜ため息いきをついて匡平は立ち止まった。

　全力疾しつ走そうしたせいか、既すでに倉庫街は抜ぬけて、繁はん華か街がい近くにまで来ている。日曜ということもあり、普段より多めの人通りだ。

　通りを行き交う人々は、荒あらい息を吐はきながら途と方ほうに暮れた表情で立ちつくす匡平を、怪け訝げんそうに振ふり返ったりするが――それ以上気にする様子もなく、通り過ぎていく。

　そんな中で……

「…………！」

　携けい帯たい電話が鳴る。

　慌てて出ると――回線の向こう側から、明らかに何か機械を介かいして変調してあると思おぼしき声が、囁ささやくように流れ出てきた。

「――キョーヘイ・ナンブかね」

「だ、誰だ、あんた？」

「忠告しよう」

　男か女かすら定かではない。

　ただ――明らかに日本人ではなかろう。それだけは分かった。

　声は機械で変えられても、韻いん律りつや抑よく揚ようは変わらない。明らかにそれは日本語覚えたての人間特有の、何処かいびつな口調だった。

「忘れることだ。余計なことはするな」

「なんだって？」

「あの少女は元々、君の世界の住人ではない。住む世界が違ちがうのだ。元々が異常な事態だったのだ。だから、ただ忘れていれば、君の平へい穏おんな日常は戻もどってくる――」

「…………」

「普通の高校生として平穏無事な生活を送りたければ、これ以上、あの少女に関わるな。ただ君はいつもの生活に戻ればいい」

「誰だ、あんた」

　もう一度――今度は低い声で匡平は聞く。

　だが……

「忠告は、したぞ」

　その一言を残して電話は切れた。

「…………」

　匡平は携帯電話のディスプレイを見つめる。

　当然のようにディスプレイには『番号非通知』の文字が出ているだけだった。

　何者かは分からない。分からないが――

「くそっ――」

　匡平は思わず携帯電話を地面に叩たたき付けそうになって――思いとどまる。

（――何を俺は焦ってるんだか）

　心の中でひどく冷静な――酷こく薄はくとも言うべき物言いをしている自分が居る。きっと映像化すればコウモリの羽根と三みつ叉また槍やりを備えた悪あく魔まチックなデフォルメ匡平なのだろう。

（そうだよ。俺の望む、平穏な生活を乱す厄やつ介かい者ものが居なくなった訳だろう？　むしろ好都合じゃねえか）

　それは――その通りではある。

　元々周平の仕事絡がらみで、いきなり転がり込んできた正体不明の電波少女。

　言っていることは無茶苦茶だわ。

　眼からビームは出るわ。

　そのくせ妙みように態度は尊大だわ。

　匡平としては多大なる迷めい惑わくを被こうむっているのは事実ではあった。

（不ふ可か抗こう力りよくだ不可抗力。俺が自分から追い出した訳じゃねえだろう。気に病む必要なんかねえよ。誰だか知らねえが、電話の相手の言うとおり、ただ何事も無かったかのように、家に帰って寝ねてしまえば、それで、終わる）

　本当にその通りだ。

　その通りだ――が。

「そういう訳にはいかねえだろうがッ!!」

　独り言を怒ど鳴なって、匡平は近くに在った郵便ポストをぶん殴なぐる。

　すると――

「きゃあっ!?」

「――!?」

　何か激しく既き視し感かんを覚える感じで、女の子の悲鳴が匡平の耳に飛び込んでくる。

　振り返ると――郵便ポストの陰かげに、見慣れた少女が一人座り込んでいた。

「――村田さん？」

　村田早さ苗なえ。

　今時あり得ないくらいのまん丸眼鏡と、おかっぱ頭の少女――匡平の後こう輩はいである。

　彼女とは以前から顔見知り程度の知人ではあったが、パミルの秘密を共有するようになってからは、匡平の中では『その他大勢』から『割と親しい知り合い』に変わっていた。

「……南部先せん輩ぱい……」

　と、か細い声で言う早苗。

　ちなみに白い花はな柄がらのワンピース、華きや奢しやな茶色いサンダル、藁わらでできた籠かごバッグ姿である。

「あ……その……奇き遇ぐうですね……」

　眼鏡の少女は、少しおどおどとした口調でそう言ってきた。

「あ、あの、その、ええと、勿もち論ろん、奇遇というからにはもう偶ぐう然ぜんであって、その、別に私が先輩の後をずっとつけてたとか、できれば写真とかに撮とろうとか、そ、そういうことでは、もう全然、断じてないですよ？」

「はあ？」

　一いつ瞬しゆん、匡平は早苗の意味不明の物言いに表情をしかめたが――

「あ、そうだ。村田さん。パミル――じゃなかった。晴美見なかった？」

「え？　パミルさんですか？」

　ぱちくりと眼を瞬またたかせながら早苗は言った。

「さっき、黒い車に乗って何処かに行きましたよね？」

　先輩はご存じないんですか？　と言わんばかりの口調である。

「見たの？」

「あ――はい」

「どっち!?　どっちに行った!?」

「え？　あ――えっと」

　物もの凄すごい剣けん幕まくで迫せまる匡平に、怯おびえ半分、赤面半分で狼狽うろたえる早苗。

　まあこの少女は、匡平の前だといつも狼狽え気味だが。

「あっちの方だと思いますけど……」

「くそッ……！」

　早苗の指さす方向を見て、苛いら立だたしげに呻うめく匡平。

　彼女が示した先には、幹線道路や高速道路も在る。

　隣となりの市や県に行くのも車なら簡単で手早い。だがそうなると『足あし』のない匡平としてはお手上げだ。

「あの……どうかなさったんですか？」

「いや――その」

　この少女には隠かくしてもしょうがない。

「どうもパミルが誘ゆう拐かいされたみたいで――」

「ゆ……誘拐、ですか!?」

　さすがに眼を丸くして言う早苗。

「ああ。黒くろ塗ぬりの車に黒服でサングラスの連中に連れてかれたらしい。しかも手て錠じようと目め隠かくし付きでね」

「そういえばそんな感じでしたね」

　早苗は首を傾かしげて言った。

「私はまた何か新しい遊びかと――」

「んな訳ねえだろっ!?」

　さすがに瑞人のようにぶん殴る訳にもいかず、悲鳴じみた声を上げる匡平。自分の周りはこんな連中ばっかりか。それともそういう風に認識する方が、今の世の中の主流なのか。

「あ、ご、ごめんなさい」

「……いや、ごめん」

　早苗に怒ど鳴なってもしょうがない。

　短く溜ため息いきをついて匡平は呟つぶやいた。

「せめて『足』が――」

　移動手段がないとどうしようもない。相手は車だ。たとえ居場所が分かっても、徒歩や電車で追いつくのは大変だし、たとえ追いついても、また改めて逃にげられたら、それでおしまいである。

　となると……

「そうか」

　頷うなずいて駆かけ出す匡平。

「あ、ちょっと、先輩――」

　彼の後を追い、ばたばたと慌あわただしい感じで早苗も走り出した。
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　一方――その頃ころ。

　パミルを拉ら致ちった誘拐犯達はというと。

「…………」

　ショートの赤毛の娘むすめ――エミット・ストーナは長々と溜め息をついて、部屋の真ん中に座っている金きん髪ぱつ少女を眺ながめた。

　言うまでもなくパミルである。

　彼女は連れてこられた時のまま――つまり手錠と目隠し付きで、平然と椅い子すに座っている。

　普ふ通つう、ここまで来るとちょっとは「何か変ではないか？」と疑うものだろうに、この金髪少女は不安がる様子もなければ、訝いぶかしむ様子もない。

「……そもそも、父親が危き篤とくだから手錠をして、目隠しをしろで通ってしまったこと自体が、おかしかったんだよな……」

　とエミット。

　相手があまりにも無む警けい戒かいなので、ついつい調子に乗って言ったら、そのまま受け入れられてしまった訳だが。

　エミットの側に言える筋合いではないが、どう考えても普通ではない。

　まあ相手がちょっと頭のおかしい程度ならば、別にさしたる問題はないのだが……何かこう、エミットにはそこはかとなく嫌いやな予感がつきまとっていた。

　自分達が何か大事なことを知らないまま、とんでもない間ま違ちがいをしでかしているような。
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　例えば――何も知らないまま、がたごとと揺ゆれる車で信管の外れ掛かけた爆ばく弾だんを運んでいるかのような。

「む？　何か言ったか？」

「あ、いやいや。何でも」

　慌てて首を振ふるエミット。

「そうか。ところで病院とやらには未まだつかないのか？」

「あ――ああ。ちょっと手続きがね。もうちょっと待ってくれ。すまないね」

　仕事用の口調を取とり繕つくろってエミットは言う。

「うむ。善処するが良いぞ」

　やっぱり妙みように尊大な態度で頷くパミル。

　そんな彼女を見ながら――

「ひょっとして……ボク達、なんかとんでもない相手をさらって来ちゃったんじゃないのかな……？」

　再び独り言の口調に戻もどって、エミットは不安げに呟いた。
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　家の前には薫かおる子こが居た。

　豊ほう和わ薫子。

　白いリボンで後ろで一本に結んでいる、少し茶色っぽい髪かみ。垂れ目がちの茶色っぽい瞳ひとみ。女性としてはやや大おお柄がらだが、ふっくらとした緩ゆるやかな体のラインが穏かな母性を感じさせる。

　彼女は、今日は清潔そうな白いシャツとふんわりとしたベージュのフレアスカートに身を包み、南部邸てい――という名の倉庫の前に立っていた。

「薫子さん――」

　匡平は彼女の名を呼びながら駆け寄よる。

　薫子を電話で此こ処こまで呼びだしたのは、匡平だ。彼の知り合いの中で、『足』を持っていて、なおかつパミルの秘密を少しでも知っている人間となると、彼女が唯ゆい一いつだったからである。

　それに――

「匡平君。御ご指し定てい通りに『速い車』で来たけど――」

　と彼女が振り返るのは、自らが乗ってきたらしき一台のオープンカーである。

　ケータハム・スーパーセブン。

　見た目は何となく古ふる臭くさい感じのオープンカーだが、今もなお、圧あつ倒とう的てきな程の性能を持つスポーツカーである。車好きなら知らない者はまずいない、名車の一つだ。

「何か急ぎの用でもあるの？」

「……それ……なんですが……」

　匡平は、ぜえぜえと肩かたで息をしながら、薫子の側を通り過ぎ、素早く玄げん関かんについている電子錠じようのテンキーに指を走らせて暗証コードを入力。

　コンピューターがコードを確認したのを見てから、指し紋もんおよび静脈パターンを読み取らせるために、テンキーの上にある小さな窪くぼみに人差し指を入れた。

　問題なく終しゆう了りようし、ぎぎっと不ふ穏おんな音を発して玄関のシャッターが上がり始めるのを見てから、匡平は薫子に向き直った。

「ちょっと……その……緊きん急きゆう事態が……持ち上がりまして……」

「緊急事態……」

　まるで異国の言葉を口にするかのように、きょとんとした表情を見せる薫子。

「それで一いつ緒しよに……パミルを探して……欲しいんです」

「パミルちゃんを？」

　首を傾かしげる薫子をその場に残し、匡平は家の中に入る。

　目的は周平の荷物。

　いつもならまず近づこうとはしない、危険物の山だ。

　だが、なんだかんだでこの倉庫の中で暮らしていると、大体、どういったものがどの辺りにあるのか、大まかにでも分かってくるものである。

　だから……

「――ったく。二度と触さわりたくなかったんだよな……」

　ぶつぶつと呟つぶやきながら匡平は木箱の一つを開いて、そこから黒い鋼はがねの塊かたまりを取り出した。

　ブローニングＭ１９３５〈ハイパワー〉自動拳けん銃じゆう。

　それからウージー短機き関かん銃じゆう。

　いずれもモデルガンやエアガンの類たぐいではない。

　機関部を溶よう接せつした観賞用の無可動実銃でもない。

　型式はやや旧ふるいが、本物も本物――発射機構が生きていて、持っているだけで銃じゆう刀とう法ほう違い反はんに問われて、どこぞの軍隊じゃまだ当然の如ごとく使われている、バリバリの現役軍用兵器である。

（――そうだよ）

　パミルがどういう事情を背負っている少女か、匡平は確かに未まだ詳くわしくは知らない。

　だが、周平の話によると、問題のベルグマン王国からパミルがやってきたのは間ま違ちがいない。そして彼女が王宮のガラクタ置き場に置かれていた棺かん桶おけから出てきたのも。

　ならば。

（何か革命とか、政府絡がらみの謀ぼう略りやくとか、そういうのに巻き込まれている可能性だってあるんだ……）

　それがどういうことか匡平は知っている。

　どれだけ、そういう『大きな動き』の中で、人間の健康や生命や財産や尊厳が、軽々しく扱あつかわれ――あっさりと失われるのかということを。

　周平に連れられて回ったあちこちの国で、これらの銃じゆう器きの扱いと共にそれを覚えた。好すき嫌きらいにかかわらず、覚えざるを得なかったのだ。

　だから――

（だから俺は平へい穏おんに暮らしたいのに）

　ならば見て見ぬふりをすべきだろう――巻き込まれないように。

　自分が望んで憧あこがれた平へい凡ぼんな生活を守る為ために。

（なのに俺は一体何をしているんだろーな）

　てきぱきと弾だん倉そうに装そう填てん器を使って弾たまを込めながら――匡平は泣きたい気分だった。

（……ったくアンドロイドの癖くせに）

　人間同様に飯は喰くうわ。

　人間同様に風ふ呂ろには入るわ。

　人間同様にトイレに行くわ。

　人間同様に肌はだは柔やわらかいわ。

　人間同様に髪かみはさらさらだわ……

　だから。

　彼女も――銃で撃うたれればきっと痛い。刃物で刺されてもきっと痛い。

　痛がって苦しんで……そして死ぬ。人間であろうとなかろうと。

（手間のかかる……！）

「……せんぱあい……ま……待ってくださいよぅ……走るの速すぎです……っ！」

　振ふり返ると、家の前に顔を真っ赤にして息を切らした早苗が居た。どうやら追いかけてきたらしい。

「あの、先せん輩ぱい」

　胸を押おさえて呼吸を落ち着けながら、早苗は言った。

「パミルさんを探すのなら、お手伝いできるかも」
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「――え？　で、ですが、そんな」

　明らかに狼ろう狽ばいした声で、エミットの相棒が――姉のエルシアが携けい帯たい電話に訴うつたえている。

　どうやら改めて今後の行動の指示を仰あおごうと、雇やとい主ぬしに連れん絡らくをつけたようなのだが……

「話が違ちがいますよ！　え？　そうじゃなくて！　そっちはそっちの専門が居るでしょう？」

　どうも揉もめているらしい。

　ちなみに会話のやりとりはドイツ語で行われている。

「いや、だから報ほう酬しゆうの問題じゃなくて！　誘ゆう拐かいするだけだって言うから、私達は――」

「誘拐？」

　パミルが首を傾げる。

　エルシアはドイツ語ならばパミルに聞かれても大だい丈じよう夫ぶと思っていたのだろうが――

「あ。まずい……」

　よく考えれば、この少女は金きん髪ぱつ碧へき眼がんである。

　いくら日本語を流ちょうに喋しやべっているからといって、英語やドイツ語が分からないとは限らない――というか、分かっても何の不自然もない訳で。

　そのことにエルシアは気付いていないのか、そのまま更さらに洒しや落れにならないことを電話に向かって言っている。

「殺しは専門外です！　それこそ、貴方達の方が専門でしょうが――『大たい佐さ』！」

「…………おい」

　やっぱり目め隠かくしをしたままだというのに、パミルはエミットの方を正確に振り向いて言った。

「……私は、誘拐されたのか？」

「…………」

　ぎくりと身を強こわ張ばらせるエミット。

　彼女は、尚なおも電話に向かって何事か口早に言っている相棒を振り返り――

「ね、姉さん！」

「ですから――ああもう、エミット、仕事現場じゃ『姉さん』って呼ぶなって言ったでしょ――あ、いえ、その、こっちの話で」

　慌あわてて言い訳するロングの赤毛娘むすめ。

　だが――

「あ……ああああああ…………」

　エミットは眼を見開いて目の前の現実を見つめていた。

　手て錠じようが――

「しかも『殺す』と？　穏おだやかではないな」

　――千ち切ぎれる。

　まるで玩具おもちやのそれであるかのように、左右に開く少女の手によって、あっさりと鋼鉄の戒いましめは鎖くさりの部分で分解されてしまった。

「答えよ。この私を、汝なんじらはかどわかしたのか？　もしそうであれば相応の制裁をせねばならんが」

　言いながらパミルは目隠しをとる。

　蒼あおい――宝石のような透とう明めいさを秘めたその双そう眸ぼうが、エミットの方をにらみ据すえた。

「な……なに、なに、あんた、なに!?」

　慌てて懐ふところに手を入れ、拳けん銃じゆうを取り出しながらエミットは言う。

「むむ。そんなことも知らずに誘拐したのか？　全く、間の抜ぬけた誘拐犯だな」

　パミルは向けられた銃じゆう口こうなんぞまるで気にした様子もなく、胸を反らして言った。

「我が名はパミル！　ベルグマン王家第十三代目ドルフ・テリル・バロル・ベルグマンが第一子にして王位継けい承しよう権第一位のパミル・テリル・カルル・ベルグマン姫ひめ――」

　そこまで言ってから。

「――の替かえ玉だま用として作られた、アンドロイドＦＲ―ＭＣ０９・〝パミルⅨ〟だ」

　とやや小さく付け加えた。

「な……」

　さすがに事態に気付いたのか、エルシアも慌ててこちらを振ふり返り、懐から拳銃を取り出す。

「なに――なにこの子!?　『大佐』！　一体何なんですか、この子は!?」

「善を勧すすめ、不善を罰ばつすは王族の義務。犯罪者と分かれば手加減はせんぞ」

　そう言って――パミルの蒼い眼がぎらりと光った。
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　豊和薫子は――その外見とは裏腹に重度のメカフェチである。

　機械類なら大たい抵ていは守備範はん囲い内だが、そんな彼女が特に偏へん愛あいして止まないのが自動車であった。

　彼女は、自身が営む喫きつ茶さ店てん『コルベット』――これもつまりは自動車の名前だ――の裏に、やたらとでっかい平屋の駐ちゆう車しや場じようを所有しており、そこに十数台の自動車をコレクションしている。

　一体、喫茶店経営でどこからそんな潤じゆん沢たくな資金が？　と首を傾かしげたくなるが、スバル３６０からフェラーリ、ハンビーまで、様々な車が並んでいる様は、壮そう観かんではあった。

　それはまあさておき。

「早苗ちゃん――次はどっち？」

「こ、こっちです～ッ！」

　運転席の薫子に尋ねられ、眼鏡の奥おくの目をぐるぐると危ない感じに回しつつ早苗は答えた。

　元々色々な意味で危ない少女だが、スーパーセブンの上で両手にＬ字型の針金を持って――構えて、どこか恍こう惚こつとした表情を浮うかべていると、ますますもって危ない感じではあった。

　とはいえこれは、しょうがないといえばしょうがない。

　彼女のすぐ隣となりには、完全に彼女と密着した状態で片思いの相手――つまりは匡平が居るからである。

　何しろ、少し前までは物もの陰かげに隠かくれてストーキング、もとい熱い眼で見つめるだけだった相手と、もうこれ以上はないってくらいに接近遭そう遇ぐう中――これで興奮しない方がおかしい。

　元々スーパーセブンは二人乗りだ。つまり運転手の薫子に加えて匡平と早苗と乗客二名というのは、明らかに定員オーバーであった。

　薫子は一いつ端たん『コルベット』に戻もどって車を換かえることも提案したが、一分一秒が惜おしい匡平は、このまま無理矢理三名で乗り込んで出かけることを主張――そのまま薫子が受け入れた形だ。

　ちなみに。

　早苗が両手に持っている針金二本は、いわゆる『ダウジング・ロッド』である。地中の水道管を探したり、鉱脈を探したりするときに使われる、原理不明の激げき烈れつに怪あやしいアレだ。

　正直、こんなオカルトな代物でパミルの居場所がわかるかどうか――匡平には思いっきり疑問だったが、早苗は大真面目だし、他に頼たよるものもない。

　とりあえず方向は、先に早苗自身が証言したのと合がつ致ちしているようだが――

「あっちです、あっち！」

　そう叫さけぶ早苗の方を見ると、どういう理り屈くつか、彼女の手の中でまるでレーダーのようにダウジング・ロッドがぐるんぐるん回っていたりする。

　無理矢理な三人乗りを咎とがめられることもなく、薫子の運転するスーパーセブンは、隣の街の港近くへやってきた。

　船せん舶ぱくに積つみ卸おろしする品を保管する為ための倉庫が所ところ狭せましと並んでおり、何というか――既き視し感かんをいたく刺し激げきされる光景ではあった。

　平日はともかく、この辺りも日曜日となると殆ほとんど人の姿が見えない。

　で――

「あそこですッ!!」

　ぐるんぐるんと、ダウジング・ロッドと共に目玉を回しながら早苗が叫ぶ。

　それは建ち並ぶ倉庫の一つだった。

　きゅきゅきゅッとタイヤを路面にこすりつける音を響ひびかせつつ、スーパーセブンが停車。

　その瞬しゆん間かん――




　――きゅばっ!!




　何というかこれまた既き視し感かん溢あふれる音と共に、既視感溢れる光がずばんと倉庫の壁かべをぶち抜ぬいて飛び出してきた。

「――のわおっ!?」

　思わず身を伏ふせる匡平。

　結果的に何というか早苗に覆おおい被かぶさる感じになった為か、早苗がオーバーヒート気味で『うにゃー』『むひょー』とか意味不明の声を漏もらしている。

　まあそれはさておき。

「…………って……本当に見つかったよ……」

　呻うめくように言う匡平。

　これからはダウジングもバカにできない。

「薫子さん、村田さん、此こ処こで待ってて」

　言って匡平はスーパーセブンから飛び降りる。

　ウージー短機き関かん銃じゆうの装填桿ボルトを引いて撃発位置にセットすると、そのまま走って彼は倉庫に近づいた。

　その時――

「ひゃあああああああああああ――ッ!?」

　悲鳴と共にどばんと倉庫の扉とびらが開き、二人の女性が物もの凄すごい勢いで飛び出してきた。

　二人とも黒服のあちこちが焦こげている上に、髪かみの毛のあちこちも高熱にさらされた感じで、縮れている。

　転がるように匡平の横を通り抜けた二人は……しかし未まだ闘とう志しを棄すてきっていなかったのか、それぞれ手に持っていた拳けん銃じゆうを背後の倉庫に向けた。

　普ふ通つうの拳銃ではない。四本の銃じゆう身しんを束ねた、見るからに変な形をしている代物だった。

「ば、化け物っ!?」

　二人が引き金を引く。

　ほぼ同時にばしゅん、と今ひとつ銃っぽくない音を立てたそれから飛び出したのは、ワイヤー付きの放電端たん子しであった。

　命中すると相手に高圧電流を流して気絶させる、非殺傷性の武器である。

　普通の銃と異なり、壁とかをぶち抜いたりする心配がないので、飛行中の飛行機の中でも安心して使用できる。ハイジャック相手に使えると、多くの航空会社や特とく殊しゆ部隊が採用を検討しているやつだ。

　だが――

「…………」

　真っ直すぐ飛んでいった放電端子は、対象に命中する前に、空中でいきなりはじけ飛んだ。

　空中で――ビームが命中したからだ。

「パミル…………」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく匡平。




　ごごごごごごごごごごごごごごごごご……




　――てな擬ぎ音おんが背景に見えてしまいそうな迫はく力りよくを背負って、倉庫の奥おくの闇やみから悠ゆう然ぜんと姿を現すのは、言うまでもなく自じ称しよう・王女の替かえ玉だまアンドロイドのパミルである。

「…………」

　正直――銃じゆう撃げき戦の覚かく悟ごまでしてきた匡平だが、その場で回れ右をして帰りたくなった。

「く……くそっ……」

　どうやら今の一発が共に最後だったらしく、黒服の女と少女は手にしていた電撃銃テイザーを投げつける。

　だがこれも空中でパミルの眼から放たれる光線が迎げい撃げき、粉々に吹ふっ飛とんだ。

　もっとも黒服二人の目的はあくまでパミルの『王家ビーム』の照準を自分達から逸そらすのが目的であったらしい。パミルの蒼あおい双そう眸ぼうが銃の方を向いている間に、大小二つの人ひと影かげは全力疾しつ走そうして、建ち並ぶ倉庫の間に消えていった。

「逃にがさん！」

　そう叫さけぶと黒服二人を追って駆かけ出すパミル。

　さすがの彼女も誘ゆう拐かい犯達には怒いかり狂くるっているのか、匡平に一いち瞥べつもくれずに彼女は彼の脇わきを通り過ぎ――

「――パミル」

　匡平の手が少女の手を掴つかんだ。

「…………」

　弾はじかれたかのようにパミルが匡平を振ふり返る。

　拳銃をも空中で粉ふん砕さいする光線の発射口――二つの碧へき眼がんが匡平をにらみ据すえた。

　そして……

「キョウヘイ？」

　まるで夢から覚めたかのように、ぱちくりと瞬またたきしてパミルはそう言った。

　やっぱり、今までまるで匡平のことが眼に入っていなかったらしい。

「どうして……」

　そこまで言ってパミルは言葉に詰つまる。

『どうして』の後に続くべき言葉は色々在るのだろうが、どれにして良いのか分からない……そんな感じではあった。

　なので。

「――とにかく」

　パミルの手を引っ張りながら匡平は言った。

「帰るぞ、パミル」

「…………」

　パミルはしかし答えず、動かず――匡平ではなく彼の提さげている銃の方を見つめていた。

「その武器は何だ？」

「…………」

　匡平は短機き関かん銃じゆうに視線を向ける。

　短い沈ちん黙もくの後、彼は何処か不ふ機き嫌げんそうな口調で言った。

「サバイバルゲームの途と中ちゆうなんだよ」

「……そうなのか？」

「そうだよ」

「……ふむ」

　かなり無理のある説明に納得したのかどうか――ともあれパミルは頷うなずくと、自分から改めて匡平の手をとった。

「では帰ろう。お兄ちゃん」

　パミルの表情が何処か嬉うれしそうに見えたのは、あるいは眼の錯さつ覚かくかもしれない。少し、はにかんでいるようにも見えたのも。

　匡平は改めて長々と溜ため息いきをつき――

「お兄ちゃん言うな」

　とだけ言った。







第七章　でもやっぱり大変だったり







　一時限目――が始まる前の休み時間。

「――へぶしッッッ！」

　一年生の教室の入り口に立つ匡きよう平へいは盛大なくしゃみをしていた。

　暦こよみは如月きさらぎ――二月である。

　真冬も真冬……一年を通して最も冷え込む時期なのだが、ここ数年巷ちまたで騒さわがれている地球温暖化現象の影えい響きようなのか、ここしばらくは気温が安定しない日が続いていた。

　冬らしからぬ暖かい日が続いたかと思うと、いきなり寒くなったりする日があったり。これがまた底意地悪い感じで交こう互ごに来るものだから迂う闊かつに薄うす着ぎをしたりして体調を崩くずす者も少なからず出ていた。

　匡平もその一人である。

「むむっ？」

　蒼い眼をきょとんと瞬かせながら、彼の前に居る少女は言った。

　流れるような金色の髪かみと、陶とう磁じ器きのようになめらかで白い肌はだは芸術品のような美しさがある。それに対して顔立ちはあどけなく、愛らしさが際だっていた。おそらく数年後には誰もが『美しい』と評するようになるだろう。

　だが……

「どうした匡平。何かの発作か？」

「どごをどう見だら発作に見えるんだよ。だだのぐしゃみだよ、ぐしゃみ」

『風か邪ぜひいてます』と言わんばかりの鼻声でそう告げる匡平。ついでにごほごほと咳せきなんかも出たりする。

「なんか今朝から、熱っぽいんだよな……」

「むむ？」

「それより、これ」

　匡平が差し出したのは英和辞典と国語辞典である。

　基本的な日常会話レベルでは特に不自由のない日本語を操るパミルだが、さすがに現国の作文や論文問題となると、辞書の類たぐいが必要になってくるのだ。

　帰国子女であるところの匡平も、程度の差こそあれ似たような問題点を抱かかえている。そういう訳で匡平とパミルは辞書の貸し借りをしている訳だが――

「今日は作文があるとか言ってたろ？」

「む。わざわざ持ってきてくれたのか。すまぬな」

　やはり自じ称しよう『王女の替かえ玉だま』だけあり――感謝の台詞せりふを口にしながらも、何ど処こか鷹おう揚ようというか微び妙みように尊大な態度のパミルである。まあ匡平もいい加減、慣れてきて腹も立たないし、何というか……パミルの場合、子供が無理して背せ伸のびをしているかのような、妙みような微笑ほほえましさがあったりもするのだが。

「ところでキョウヘイ」

　ふとパミルが思い出したかのように言う。

「どうも今朝から教室の様子が変なのだが」

「うん？」

　パミルが振ふり返り見つめる先に匡平も視線を送る。

　まあ確かに、教室の中は奇き妙みような空気が満ちていた。全体的に緊きん張ちよう感が漲みなぎっているというか……誰も彼もがそわそわしていて、落ち着かない感じである。

　やたら机の中を整せい理り整せい頓とんする男子とか。

　新品の布ふ巾きんで荷物用のロッカーをせっせと磨みがき続ける男子とか。

　更さらにその傍かたわら――教室のすみっこで謎なぞの集会を開いている女子たちが、決戦に挑いどむ戦士の如ごとき表情をしていたりする。

「……ああ」

　微び苦く笑しようを浮うかべながら匡平は頷うなずいた。

「もうそんな時期だよな。そういえば」

「時期？　何かの年中行事か？」

「まあそのようなもんだな」

　苦笑する匡平。

　別に空気がおかしいのはこの一年の教室に限ったことではない。受験に忙ぼう殺さつされている三年生辺りは、また微妙に違ちがう緊張感が絡からんでいたりもするが……一年二年はどの教室も似たようなものである。

　明日は男女にとって特別な日。

　恋こいの聖戦という名のイベント――バレンタインデイなのである。

　とは言っても、皆みなが皆、イザカマクラ、とばかりにその聖戦に備えている訳ではない。中には『我関せず』という態度でスルーの姿勢を保っている者たちも居る。それが本気で興味がないのか、単なるやせ我が慢まんなのかは、ぱっと見た限りでは分からないが。

　ちなみに――

（まあ、俺には関係ねーや）

　匡平は前者である。

　元々幼少時には日本に居らず――それどころかバレンタインデイなんぞまるで話題にならないような国々を、親父に連れられて渡わたり歩あるいていた為ためか、バレンタインデイと聞いても盛り上がれないのだ。一応、去年も薫かおる子こからは周しゆう平へい共々チョコを貰もらったりはしたが、今一つピンと来なかった。

　ちなみにバレンタインデイというのは、もともと、殉じゆん教きようしたキリスト教徒・聖ヴァレンティヌスに由来する記念日である。恋こい人びと達の守護聖人として知られるヴァレンティヌスにちなんで彼の殉教の日――二月十四日をそう呼ぶのだ。

　まあそれはさておき――

「バレンタインデイ？」

「ああ。聞いたことはあるだろ？」

「……うむ」

　パミルは頷いた。

「人工衛星エクスプローラー１号に搭とう載さいされたガイガーカウンターの観測結果より発見された、陽子、電子からなる放射線帯のことだな。太陽風などからの粒りゆう子しが地球の磁場に捕とらわれて形成されると言われていて――」

「それはヴァン・アレン帯だ」

　まるで辞書を読むかのようにすらすらと語る金きん髪ぱつ少女に、一応、常識人の義務として匡平は突っ込んでおいた。

「つかそんなネタ知ってて、どうしてバレンタインデイを知らないんだよ」

「む。ヴァン・アレン帯発見の記念日ではないのか？」

「違うっつーに。まあ……ある種のお祭りだな。元々はキリスト教の記念日だ」

　と匡平。

「ふむむ。そうか――記念日の類か」

「まあ大したこっちゃねえから気にするな」

　とりあえずそう言っておかないと、パミルの場合は何を始めるか分かったものではない。

「分かった」

　妙なところで素直な電波少女はこっくりと頷く。

　そう。この時点ではパミルはバレンタインデイのことなど殆ほとんど気にしていなかった。

　だが――
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　時は少しばかり進んで昼休み。

「油断じだ……」

　思いっきり鼻声で呟つぶやきながら匡平は帰路についていた。

　ただし自分の足で歩いて――ではない。

　どこぞの荷物よろしく手て押おし車ぐるまの上に載のせられて、がらがらごろごろと通学路を移動しているのである。まるでいい大人が乳母車に乗せられているかのようで、殆ど罰ばつゲームか羞しゆう恥ちプレイであった。

「うん？　何か言ったか、ダイゴロー？」

　でもって手押し車を押おしているのは――真っ赤な髪かみに緑の双そう眸ぼうという出で立ちの少年。

　勿もち論ろんどちらも天然ものではない。髪はメッシュで瞳ひとみはカラーコンタクトだ。ついでに言うとピアスはしているし、手首にはチェーンも巻いている上、背中には意味もなくエレキギターを背負っている。

　ここまで来ると何故かそこだけ普ふ通つうの学生服が、むしろ何かひどく奇き抜ばつな衣装に見えるから不思議であった。まともな風紀委員だの生活指導の教官だのが居る学校なら、懲ちよう役えき二百年とか言いい渡されかねない。

　派手好き一代男――響ひびき　瑞みず人ひとである。

　彼は今、匡平の帰宅に付き添そい中なのであった。

　三時間目辺りで急激に状態が悪化した匡平は、保健室に担ぎ込まれ――というか、あまりにくしゃみと咳せきがうるさいので、保健室へと強制隔かく離りされたのだ。

　でもって簡単な診しん察さつの結果、彼は保険医に帰宅を命じられてしまった。

　匡平としては一人で帰るつもりだったのだが、ちとふらついて足取りが定まらない感じの彼を見ると、保険医は誰かに付き添って貰うように言い添えた。

　で――たまたま強制隔離役として保健室まで匡平を連れてきていた瑞人が、そのまま家まで送り届ける役となった訳なのだが。

「……誰がダイゴローだ……」

　勿論、目立つ為なら核かくミサイルの発射ボタンすら十六連射しかねない男――響瑞人に付き添われて、普通に帰れる筈はずもない。何処からか持ち出してきたこの手押し車に押し込まれ、がらがらごろごろと匡平は運ばれているのである。

　当然、行き交う人々は何事かとびっくりした様子でこちらを振ふり返ってくる。眉まゆをひそめてひそひそ何やら言葉を交わしている主婦の視線が、特に容よう赦しやなくて痛い。
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　はっきり言って拷ごう問もんだ。

　瑞人が上じよう機き嫌げんで、ロック調に編曲した『子連れ狼おおかみ』を大声で歌い始めた時にはどうやって殺してやろうかと殺意さえ覚えた。

　まあそれはさておき。

「しっかし、アレだよな匡平は。なんでもっと早く保健室に行っとかなかったわけ？　ガンガンに発熱して歩けなくなるまで我が慢まんするなんて、余程だぜ。もしかしてマゾか？」

「んな訳あるか……」

　ツッコミを入れる声も弱々しい。

　頭は、のぼせているようにくらくらする。寒気が収まらない。恐おそらくかなりの高熱が出ているのだろう。

「…………」

　こんな状じよう況きようで――ふと匡平の脳裏を過ぎるのは、パミルの事である。匡平がぎりぎりまでやせ我慢していたのも、実を言えば彼女の為ためだ。

（……折角、上手くいってるんだ……）

　さすがにあの常識欠落娘むすめも、最近は学校に馴な染じんできてはいる。とりあえず村田早さ苗なえや峰みね部べ蓉よう子ことは同じ学年ということもあって友達になったらしく……多少突とつ飛ぴな言動はあるものの、大した問題もなく学園生活を満まん喫きつしているようだった。

　匡平としてはこのまま彼女が普通の女の子としての生活を学んで欲しいと思う。以前の生活がどういうものであったにせよ――南なん部ぶ邸ていに彼女がやってきた経けい緯いや、先日の誘ゆう拐かい騒さわぎを思えば、それはあまり愉ゆ快かいなものではないらしいと想像がつくからだ。

　ごく当たり前のごく平へい凡ぼんな生活。

　ごくつまらない事に一いつ喜き一いち憂ゆうして。

　ごくつまらない事に振り回されて。

　でもそれはきっと――大事な事だ。

　自分が噛かみ締しめている『普通』をパミルにも味わわせてやりたいと思う匡平であった。

　だが……たとえぱっと見には状況に馴染んだように見えたとしても、『王女の替かえ玉だまアンドロイド』を自じ称しようし怪かい光線やら火か炎えんやら電でん撃げきやらを乱射する彼女の本質は、何も変化していない訳で。

　心配するなという方が無茶な話だ。

　勿論、四六時中、彼女を見ている訳ではないし、そんな真ま似ねは出来ない。だが今までは何かあれば、即そく座ざにすっ飛んでいってフォロー出来たのだ。

　しかし自分一人だけ先に帰宅してしまってはそれもままならない。もう大だい丈じよう夫ぶだとは思いながらも、『万が一何かあったら』という不安が拭ぬぐいきれない匡平であった。

（頼たのむから大人しくしててくれよ……）

　がたごとがたごとと手て押おし車ぐるまに揺ゆられながら匡平は胸の内でそう呟つぶやく。

　そんな匡平の気持ちなんぞちいとも知らぬ様子の瑞人は、背中のギターを揺らしながら楽しげに言った。

「さて。次は『ドナドナ』かな～」

「いつか殺す……絶対殺す……」

　心の中の復ふく讐しゆうノートに赤丸付きで響瑞人の名を書き込む匡平であった。
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　丁ちよう度どその頃ころ――学校では。

「…………」

　調理実習室のカーテンというカーテンを全て閉め切って創り上げられた、人工的な闇やみの中で……

「ふ……ふふふふふ……ふふふふ……ふふ」

　低い笑い声をこぼしながら独り作業に勤しむ怪かい人じん――もとい少女の姿が在った。

　怪あやしい。物もの凄すごく怪しい。

　小さな子供が迂う闊かつに目もく撃げきしたら一生消えないトラウマが刻まれちゃいそうな感じに怪しい。

　鍋なべの中でぐつぐつと音を立てている暗色の液体を、飽あきる様子もなく延々とかき混ぜるその姿は、まるで秘薬作りに精を出す魔ま女じよそのものである。

　少女の名は村田早さ苗なえ。

　匡平の後こう輩はいであり、彼に恋こい心ごころを抱いだいちゃったりなんかしている乙おと女めである――あんまりそうは見えないかもしれないが。

　今時珍めずらしいぐらいのおかっぱ頭で、特注したのかと問いたくなるようなまん丸い眼鏡をかけている。

　その顔立ちは決して悪くなく――むしろ整っていて、よくよく見れば美人の部類に入るだろう。

　ただし。

「うふふふふ……ふふふふふ……」

　今の彼女を『可愛かわいい』とか『綺き麗れい』とか評するのは、余程のへそ曲がりか、悪あく趣しゆ味みな人間だけだろう。本来の容姿の整い方よりも、その身に帯びた黒いフード付きローブの異様さの方が、遙はるかに目立つからである。

　全身で『黒魔ま術じゆつやってまーす』と言わんばかりだ。先の鍋と相まって激げき烈れつにその姿は怪しいというか、いかがわしいというか、胡う散さん臭くさいというか――中世ならそのまま異い端たん審しん問もんにかけられて火あぶり間ま違ちがいなしのノリである。

　もっとも。

「ふ、ふふ……刻んで溶とかしたスイートチョコレートにバター八十五グラム、加えて………グラニュー糖とブラウンシュガー……そこにバニラエッセンスを少々………」

　どう考えても呪じゆ文もんにしか聞こえない台詞せりふの内容は――チョコ菓が子しのレシピであった。また実際、鍋が辺りに放散している匂においはそれを裏付けるかのようにひたすら甘あまったるい。

「……ふふ……ふふふ………」

　元々早苗は気が小さい。

　臆おく病びような彼女は、匡平に想いを寄せることはできても、自分から積極的に近付いて話し掛かけたりすることはできず――彼に対する自分の気持ちに気付いた後も、ずっと物もの陰かげから見つめるくらいのことしかできなかった。

　だが……

　幾いくつかの偶ぐう然ぜんもあり、ここしばらくで早苗は匡平とそれなりに親しくなっていた。勿もち論ろんそれは顔見知りの先せん輩ぱいと後輩、知人友人の領域から出るものではなかったが、それでも早苗にしてみれば大きく前進した感がある。

　そこへきて天の配はい剤ざいか悪あく魔まの罠わなか――やってきましたバレンタインデイ。

　ここで一発本命チョコを渡わたしちゃったりなんかすると、あるいは――などと、激しく舞まい上がる早苗の乙おと女め心ごころなのであった。

　元々思い込みが激しいだけに、こうなると早苗は止まらない。

　人事を尽つくして天命を待つ――自分に可能なありとあらゆる手管を使って、早苗はバレンタインのチョコを作るべく奮ふん闘とうしているのであった。

　健気な乙女なのである。

　傍はた目めにはとてもそうは見えないが。

「そしてここで――」

　鍋から立ち上る湯気で半ば白く曇くもった眼鏡をくいっと上げて、早苗は呟つぶやいた。

「秘伝のイモリの黒焼きを……！」

「やめなさいって」

　そんな台詞と共に、すこんと後頭部にかまされるチョップ一発。

　思わずつんのめって顔面を鍋の中に突っ込みそうになりながらも、早苗は踏ふみ止とどまって背後を振ふり返った。

「――あ。蓉子ちゃん」

　早苗の背後に立っているのは、ポニーテールの活発そうな少女――峰部蓉子であった。

「心配になって来てみれば案の定――チョコブラウニー作るんじゃなかったの？」

「つ……作ってるもん……」

　上うわ目め遣づかいに言ってくる早苗に、蓉子は盛大な溜ため息をついてみせた。

「何処の世界にイモリの黒焼き入れるチョコブラウニーがあるってのよ」

「伝統的な惚ほれ薬なのに……」

　としょんぼりしながら言う早苗。

　まあ日本や中国で、古来よりイモリやヤモリが惚れ薬だの媚び薬やくだのに使われてきたのは事実である。勿論これはオカルトに属する類たぐいで――効果の程は甚はなはだ怪しいのだが（なのでよい子は真ま似ねしないように）。

「単なる迷信でしょうが。普ふ通つうに作りなさいよ、普通に！　そーゆー極端な個性発揮しても引かれるだけよ」

「ううっ…………でもでも」

　早苗は捨てられた子犬のように上目遣いで蓉子を見つめる。

「蓉子ちゃん……『恋れん愛あいは戦いだから卑ひ怯きようもへったくれもない、打てる手は全て打って勝ち取りに行くのよ』って……」

「まあ確かにそう言ったけどさ……」

　顔をしかめて言う蓉子。

　蓉子から見れば、他にやるべき事はいくらでもあると思えるのだが――元々気力も体力もない早苗からしてみれば、得意の呪のろい、もといお呪まじないこそが『打てる手』の『全て』なのだろう。

「…………」

　じっとりと早苗の双そう眸ぼうが眼鏡越ごしに潤うるむ。

　さすがの蓉子もいつもと少々様子が違ちがうと思ったのだろう――長々と溜め息をついて肩かたを竦すくめた。

「ああもういいわよ――好きにしなさい。でもそろそろ切り上げないと、昼休み、終わるわよ。未まだ完成しないの？」

「う……うん……」

　早苗はおずおずと頷うなずいた。

　ちらりと傍かたわらの机に視線を送る。そこには白い紙にずらりと『村田早苗特製チョコブラウニー』のレシピが書き込まれている。

　インターネットで調べたものに、早苗が自らの知識を総動員し、色々と追加的に書き加えた代物だ。

「実は……まだ……材料が一つだけ……足りないの……」

　早苗はレシピの最後に記き載さいされた一行を見つめつつそう言った。
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　下校途と中ちゆうに買った風か邪ぜ薬ぐすりが効いたのか、単に大人しくベッドの上に横になっていたせいか――ふと眼が覚めれば随ずい分ぶんと身体は楽になっていた。

　瑞人に家へ送り届けられてから、匡平は何をするでもなく、ずっと眠ねむっていたのだ。

　二階――と匡平が呼んでいる倉庫のキャットウォークの一部。

　ベッドやら机やら適当な家具を置いて作った『自室』は全体的に薄うす暗ぐらさで包まれていた。

「う………」

　枕まくら元もとにおいてある携けい帯たいをたぐりよせて時刻を確認する。

　四時半。随分と長く眠っていたようだった。

　匡平は、からからに乾かわいて痛む喉のどを押おさえ、体を起――

「………パミル？」

　起こしかけて、ベッドの横で黙もく然ねんと自分を見下ろしている人ひと影かげに気づき、ぎょっとして動きを止めた。

　枯かれ葉は色のブレザーを着た少女――それは、確かにパミルだった。

　どうやら学校が終わって帰宅したばかりらしい。それはいい。特に寄り道してきた様子もないし――問題ない。

　だが……

「………？」

　ふと匡平は眉まゆをひそめた。

　何か様子がおかしい。

　パミルの身に纏まとう雰ふん囲い気きが――何やらいつもと違う。何がどう違うのかと問われるとよく分からないのだが……

「パミル？」

「むむ。起こしてしまったか」

　パミルは言った。

「出来れば寝ねている内に済ませようと思っていたのだが――」

「は？　何の話を……」

「――キョウヘイ」

　青い双眸でじっと見つめてくるパミル。

　薄うす闇やみの中、彼女の流れるような金色の髪かみは部屋にあるわずかな光を集めていて――淡あわく幻げん想そう的てきな光を放っているように見えた。

　隙すきなく整った容よう貌ぼうは、良い意味で人間離ばなれしていて――まるでおとぎ話に出てくる妖よう精せいか天使のようだ。典てん雅がで優美。生身の泥どろ臭くさい俗ぞく臭しゆうがまるで感じられない。

「キョウヘイ」

　何かを思おもい詰つめているかのように、眉まゆ根ねにはかすかに皺しわがよっていて――元々容姿端たん麗れいなパミルの場合、苦く悶もんするかのようなそんな表情すらも、何処か悩なやましげで、妙みような色気を生んでいる。

「な……なんだよ？」

　パミルが放つ異様な――真しん剣けんみを帯びた気配に圧あつ倒とうされて、匡平は自分の声が震ふるえているのを自覚した。

　そんな匡平の様子に、パミルが気付いているのかどうかは分からない。

　ただ――

「匡平……」

　熱っぽく囁ささやいたパミルの手が、匡平へ伸のびてくる。




　――ぎし……




　ベッドのスプリングを軋きしませて、パミルの華きや奢しやな肢し体たいがベッドへ乗り上げてきた。

「……な……」

　半分横になった状態のまま、無意識のうちに匡平はじりじりと後ずさりする。といっても所しよ詮せんはベッドの上、ろくに逃にげ場ばなどないのだが。

「な、なな何をやって……」

「……欲しいのだ……」

　囁くような――喘あえぐような声。

　対して匡平は言葉が出ない。ただでさえ熱で回転が鈍にぶっている頭は、何か思考をまとめようにも、とりとめもない方向に引っ張られて、ろくに仕事をしてくれない。

　あうあうあうあうと匡平の口から漏もれるのは意味のない呻うめきばかりだ。

「逃げるな、匡平」

　台詞せりふは命令でも口調はむしろ懇こん願がんだった。

　ベッドの上で膝ひざ立ちになったパミルは、ブレザーに指をかけてゆっくりと、ボタンを外していく。

「大人しくしていれば……すぐに済む……」

「ちょ……パミル……!?」

　いきなり迫せまってきた美少女が目の前で服を脱ぬぎ始めるなどというこの状況じようきよう――匡平でなくとも動どう揺ようするだろう。

　そうでなくともパミルは何度となく匡平のベッドに、それも裸はだかに近い状態で入ってきた前科がある。いけない妄もう想そうが本人の意志を無視して暴走するのも無理からぬ話だ。

「な……何考え……て……」

　ばっくんばっくんと心臓が爆ばく発はつしそうな勢いで脈打っているのが分かる。

　逃げる匡平の上に、まるで獲え物ものを狩かる獣けもののように、四よつん這ばいで迫せまり――そしてのしかかるようにして止まる。

　パミルの白い手が匡平の額に触ふれた。

「匡平……私に……」

　指先が艶なまめかしい動きでスカートのポケットに潜り込む。

　そして。

「お前の大事なものをくれ……」

　そんな台詞を口にしながら彼女がポケットから取り出したのは――

「――!?」

　愕がく然ぜんと硬こう直ちよくする匡平。

　パミルの白く華奢な手に握にぎられているのは、『さあ容よう赦しやなくばっさり切り取っちゃうぞぉ♪』といわんばかりに、でっかいステンレスバサミであった。
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　時間は少し戻もどる。

　その日の放課後――学校中に響ひびき渡わたるチャイムを聞きながらパミルは言った。

「匡平なら、ソータイとやらで昼休みの時に帰ったぞ？」

　きーんこーんかーんこーん。

　何というか、元々チャイムの音というのは、授業時間であれ休み時間であれ、何かの『終わり』と告げる音な訳で。

　その響きにはそこはかとなく哀あい愁しゆうを誘さそうような、妙みように物悲しい風情があるが――

「そ……そんな……」

　何処か間の抜ぬけた電子の鐘かねの音は、悲ひ壮そうな表情でよろめく早苗の姿に、程良く似合っていたりした。

　受けた衝撃ショックの大きさに、早苗はへなへなとその場にへたり込んでしまう。

　そんな彼女を見てパミルは首を傾かしげた。

「む？　どうしたのだ。貧血か？」

「…………」

　血の気を失った早苗の表情は確かに貧血のそれによく似てはいたが――彼女はふるふると首を振ふった。

「どうしよう……」

　蚊かの鳴くような声で呟つぶやく早苗。

「明日までに……アレが……どうしても必要なのにッ……！」

　早苗の表情には、何というか……根深い失望の色があった。

　パミルには勿もち論ろん、早苗の言う『アレ』が何かは判らない訳だが――早苗の様子からしてそれが、彼女にとってひどく重要なものであるのは、誰の眼にも明らかだ。

　なので……

「むう」

　パミルは早苗の前にしゃがんで言った。

「サナエ。何が必要なのだ？」

「パミルちゃん……？」

　潤うるんだ眼を瞬またたかせる早苗にパミルは力強く頷うなずいて見せた。

「苦難に喘あえぐ下々の者を救うのは王族の務め。ましてサナエは我が学友――」

　ぐぐっと決意する感じに拳こぶしを握りしめながらパミルは言った。

「学友と書いて『とも』と読む。友一人の苦く況きようすら解決できずして、何の王族か。サナエ。遠えん慮りよはいらん。何が必要なのか言うがいい。我が力の及およぶ限り汝なんじの望みは叶かなえられよう」

「……パミル……ちゃん……」

　感極まった様子でそんなパミルを見つめる早苗。

　勿論、引っ込み思案でかなり特とく殊しゆな趣しゆ味みをしている早苗にとって、面と向かって『お前は私の友達だ』と言われた経験は皆かい無むに近く――蓉子は元々そういうこっ恥はずかしい台詞を言う性格でもない――パミルの台詞は少なからぬ感動を彼女に与あたえていた。

「い、いいの……お願いして………？」

　感動に緩ゆるんだ顔で――ちょっと涙なみだぐんでいたりもして――ふるふると早苗が震ふるえる。

「うむ。求めよ。されば与えられん」

　誰ぞに『パクんな！』と訴うつたえられそうな台詞せりふで優しく微笑ほほえみ、床ゆかにへたり込んでいる早苗へ手をさしのべるパミル。

　その姿は優ゆう雅がで――確かに早苗の眼から見れば、冒おかしがたい神聖さが在るようにも見えた。

「じ、実は――」

　教主に懺ざん悔げを勧すすめられた信徒の如ごとく――早苗は驚おどろく程素直に、それまで頑かたくなに秘密にしていた『アレ』について口にしていた。

「必要なの……明日までに……」

　それは――

「南部先せん輩ぱいの…………」
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　――とまあそういう訳で。

「我が友の窮きゆう地ちを救うのに必要なのだ。キョウヘイ――」

　ずい――と前に出ながらパミルは言った。

「訳わかんねえよっ!?」

「むむ？」

　パミルにすれば至極筋の通った話である訳だが、細かい事情を知らない匡平としては、恐きよう怖ふと混乱のどん底に叩き込まれるのは当然な訳で。

　何しろ美少女が上着を脱ぬぎつつベッドの上で迫せまってきたかと思ったら、次の瞬しゆん間かんにはでっかいステンレス製のハサミを取り出して『お前の大事なものをくれ』ときた。

　一体どこを、その文ぶん房ぼう具ぐと呼ぶには凶きよう悪あくすぎる代物でちょん切られるのか……想像しただけで貧血になりそうである。

「とにかく大人しくしていればすぐ済むのだ！　我が慢まんしろキョウヘイ！」

「どわああああああ!?」

　弾はじかれたような勢いで後ろへ飛び退り、匡平はベッドから転落。あちこち打って痛いが、悠ゆう長ちように痛みを噛かみ締しめている場合ではない。匡平はそのままパミルに背を向けて、脱だつ兎との如く逃にげだした。

　ベッドから飛び降りて追つい跡せきするパミル。

　彼女はハサミを振ふりかざしながら叫さけんだ。

「む――なぜ逃げるのだキョウヘイ！」

「普ふ通つうに逃げるわ!!」

「サナエが可か哀わい想そうだとは思わないのか！」

「何の話だよそれっ!?」

　随ずい分ぶんマシになったとはいえやはり風か邪ぜ引きの身――足元がふらついてしまう。元々の歩ほ幅はばが違ちがうから、普ふ段だんならパミルに追いつかれるようなことはまずないのだが、今日ばかりは分が悪い。

　しかも何やらパミルは妙みようにヤる気だ。

「なにも命をくれと言っているわけではないではないか！」

「同じだ馬ば鹿か者ものッ!!」

「大だい丈じよう夫ぶだ！　痛くしないから！」

「嘘うそだ、絶対嘘だ！」

　匡平の脳裏に嫌いやな想像が広がる。
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　しゃきんと開くハサミ。

　猟りよう奇き的てきにも銀色に輝かがやく二枚の刃やいばが挟み込むのは――何というか、こう、オトコノコの大事な大事な、ものすごーく色々な意味で大事な部分な訳で。

　何の躊躇ためらいもなく二枚の刃が閉じる。

　その瞬間、ぶつんっ、という生々しい音と共に匡平の大事な大事な部分は……

　…………

「古代中国じゃあるまいし……！　この歳としで去勢されてたまるかッ！」

　病身をおして走りながら匡平は喚わめいた。

「……！」

　背後に殺気――！

　本能に従って匡平は横へ飛ぶ。一いつ瞬しゆん前まで頭があった位置を、パミルの突つき出したハサミが通過した。

　背筋を冷たい汗あせが滑すべり落おちる。

　このままでは首まで一いつ緒しよにちょん切られかねない様子だった。

「俺が一体何をした……!?」

　広いとはいえ此こ処こは屋内――このまま逃げるのにも限界がある。ましてあっちこっちに積み上げられ、あるいは崩くずれたまま放置された荷物があるので、足を引っかけるものには事欠かない。

「むむっ――」

　残像すら空中に刻む勢いで次々と繰くり出されるパミルのハサミ。速い。洒しや落れにならないくらいに速い。

　だが匡平とて父周平に連れられて紛ふん争そう地帯だの何だのをドタバタと駆かけ抜ぬけてきた経験がある。ぎりぎりの身のこなしでパミルの攻こう撃げきをかわし続ける。

　傍はた目めには殆ほとんどアクション映画だ。

　ひゅんひゅんと空を切るハサミ。だが数回に一回はその切っ先が匡平の着るパジャマに引ひっ掛かかり、これを切きり裂さいていく。

　奇き跡せき的てきに傷こそないものの、このままでは遠からずパジャマがただのボロ布になってしまうだろう。

　そうなれば、布の次に切り裂かれるのは――

「……何処か立てこもる場所は……」

　必死の視線が倉庫の中を走査。

　ぴたりと一カ所で止まる。

　鍵かぎがついていて立てこもれる個室。

　即すなわち――トイレへ。

「……あそこなら……！」

　次々と繰り出されるステンレスバサミをかわしながら、匡平は残された体力を振り絞しぼってトイレに向かう。

　あそこにさえ辿たどり着けば――説得するにしても逃にげるにしても、とりあえず対策を練る時間くらいは稼かせげるだろう。

　だが……

「むむっ」

　背後で何やら気付いたらしいパミルの声。

　しかし遅おそい。

　彼女が追いつく前に匡平はトイレの扉とびらに手を掛か――

「王家ビぃいいいいいいいんムッッッ！」

　雄お叫たけび――もとい雌め叫たけび一発。

　きゅばッ！　と危険な音を立てて匡平を瞬しゆん時じに追おい抜いた光線が、トイレの扉に命中。瞬時に鍵ごと焼き切られた扉の上半分が、ごとりと匡平の前で床ゆかに落ちた。

「げえッ!?」

　さすがの匡平も悲鳴を上げるしかない。

　忘れていた。

　この自じ称しよう・王女の替かえ玉だまアンドロイド少女、歩く非常識たるパミルに、トイレの扉なんぞ障害にすらならない。多分、銀行の金庫扉だろうと核かく施し設せつの隔かく壁へきだろうと、この少女にかかっては濡ぬれ障子と同じことだ。

「…………」

　右には荷物の山。

　左は高い高い壁かべ。

　前はトイレで行き止まり。

　後ろは――

「……ううっ」

　振ふり返りたくないが……もう振り返るくらいしか匡平に選せん択たく可能な行動はなかった。

　いつの間にか二つに増えたハサミを両手に構えながら悠ゆう然ぜんと立つパミル。ちょきっんちょっきんとステンレスの刃が剣けん呑のんな音を立てていた。

「さあ……」

（……や……ヤられる……）

　ずい……と迫せり来るパミルを見ながら匡平は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「思えば短い人生だった……」

　銀色の刃やいばが容よう赦しやなく伸のびて――

　その時。




　ずきゅうううううううううんッ！




　倉庫の中に響ひびき渡わたる、意味ありげな音。

　玄げん関かんの呼び鈴チャイムである。『鈴すず』とは名ばかりの妙みような音は周平の趣しゆ味みで――音源はアニメ番組『軌き道どう戦せん史しグレンダム』の重粒りゆう子しライフルの射撃音ＳＥだ。

「――！」

　誰だか知らないがドンピシャのタイミングであった。

「むむっ？　お客さんか？」

　一いつ瞬しゆんだがパミルの動きが止まる。彼女の注意がそれたのだ。そしてその隙すきを見み逃のがす匡平ではなかった。

「――くッ！」

　素早く身を翻ひるがえし――パミルの横をすり抜ぬけて玄関へと走る。

「む！　逃がさぬぞ、匡平!!」

　とか何とか叫さけんで追いかけてくるパミル。

　だが――彼女が追いつくより、匡平が玄関のシャッターを開ける方が早かった。外側から開けるのはやたらと面めん倒どうな手順がいるのだが、内側から開けるのはボタン一つで済むのだ。

　そして。

「こんばんは～」

　シャッターの向こうに立っていたのは――おっとりした感じの女性が一人。

　長い髪かみとそれを束ねる白いリボンが清せい楚そな印象を醸かもし出す。美人だ。それも全体的に相対する者の気分を和らげるような――ほんわかした『癒いやし系』の。

　豊ほう和わ薫かおる子こ。

　南部家馴な染じみの喫きつ茶さ店てん『コルベット』の若い店長である。

「あら？」

　薫子は、何処か草食動物を思わせるとろんとした眼を瞬またたかせた。あまりそうは見えないが、驚おどろいているのだろう。

　彼女の前に立っているのは匡平。

　その衣装は――逃にげ回っていた上に、あちこちが切きり裂さかれていて、半はん裸らの状態。

　本人は熱もあって疲ひ労ろうもあらわに、ぜいぜいと肩かたで息をしているわけで。しかも熱で目が潤うるんでいる上に鼻がつまっているので、ぐすぐすと鼻水をすすっていて泣いているが如ごとくの有様だ。

　でもってその背後。

　パミル。

　こちらもやはりドタバタと追い駆かけっこをしていたせいか肌はだが薄うす紅べに色を帯びており、呼吸もやや荒あらい。

　でもって両手に構えられたでっかいステンレスバサミ。

　はっきり言って、第三者の眼から見ればかなり意味不明な場面であろう。

　だが……

「薫子さん、助け……」

「匡平君が風か邪ぜで倒たおれたって聞いて～」

　匡平の必死の訴うつたえが聞こえているのかいないのか、薫子は頬ほおに手を添そえて首を傾かしげる。

「お見み舞まいがてら～看病に来たんだけど～」

　と宣のたまう薫子の左手にはスーパーの袋ふくろが提さげられている。にょっきり出た長ネギとかを見るに、おかゆでも作ってくれるつもりだったのだろうか。

　だが――

「パミルちゃん～駄だ目めよ～？」

　どう考えても猟りよう奇き的てき解かい釈しやくしか出来そうにないこの現場を前に、薫子はのほほんと言った。

「ちゃんと合意の上でないと～」

「…………何の話ですか」

　呻うめくように言う匡平。

「え～？」

　薫子は不思議そうに眼を瞬かせて――匡平のあちこち乱れ、所々破かれ切り裂かれた服と、そしてパミルのハサミを見つめた。

「違ちがうの～？」

「いや……違うって、何が」

「私てっきり……」

　薫子は言った。

「お兄ちゃんが～、風邪で弱っているところを見計らって～、パミルちゃんが～、力ずくで～、手込めにしてしまおうとしたのかな～って～」

「………」

　既すでに違うとツッコミを入れる気力もない匡平であった。

　代わりに――

「違うぞ」

　と言ったのはパミルである。

　両手のハサミをちゃっきんちゃっきんと開いたり閉じたりしながら、妄もう想そう全開金きん髪ぱつ少女は言った。

「私はキョウヘイの髪の毛が必要なだけだ」

「……は？」

　予想外の台詞せりふに……匡平は間の抜けた声を漏もらした。
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　昔から日本では『髪は女の命』などといわれてきたという。

　あるいは日本では何か失敗をした際に責任をとる方法として『頭を丸める』という習慣があったという。

　まあそういう訳で……パミルとしては『日本人にとって髪かみとは非常に大事なものである』という認識が在ったらしい。

　故に……

「『お前の大事なものをくれ』と言った訳だが……？」

　まるで悪びれた様子もなくパミルは言った。

「………」

　匡平としては黙だまり込むしかない。

　彼とパミルとそして薫子の三人は、倉庫の隅すみにある食しよく卓たくを囲んでいた。

　その机の真ん中にちょこんと置かれているのは、匡平がパミルから取り上げた二本のハサミである。

　さすがに半裸のままでは風邪が悪化するので、匡平は服を着き替がえて上着を羽織っている。頭に乗せている氷ひよう嚢のうは、薫子が用意してくれたものだ。

「はい、匡平君～。風邪をひいたら水分を沢たく山さんとらなくちゃね～」

　この微び妙みように気まずい空気に気付いているのかいないのか――いつものおっとりした感じで言いながら、薫子は横から暖かいお茶を出してくれた。

　喉のどが渇かわいてひりひりしていた匡平は、ありがたく湯飲みを受け取る。

「どうも、ありがとうございます……」

　鼻声でお礼を言うと、薫子は「いいのよ～」とにっこり穏おだやかに笑った。その笑顔が、匡平の疲つかれた（色々な意味で）心身に心ここ地ちよい安らぎを与あたえてくれる。

　店もあるだろうに――わざわざ心配して看病に来てくれたのが嬉うれしかったりする匡平であった。

　まあそれはさておき。

「キョウヘイは何だと思ったのだ？」

「あ……いや……だからその」

「だがまさか、あそこまでキョウヘイが嫌いやがるとは思ってもみなかったのだ。やはり日本人にとって髪はそこまで重要なのか」

「あ……まあその……いや……」

　さすがに詳しよう細さいに説明する訳にもいかず、言い淀よどむしかない匡平である。

　代わりに――

「でもどうしてパミルちゃんは匡平君の髪の毛が必要なの～？」

「私ではない。サナエだ」

「………村田さん？」

　思ってもみなかった名前を出されて、匡平は眉み間けんに縦たて皺じわを刻んだ。

「キョウヘイの髪を欲しがっていた。キョウヘイがソウタイしてしまったので手に入らなくなったらしい。大層落ち込んでいたのだ」

「それで、代わりに匡平君の髪の毛を？」

「うむ」

　鷹おう揚ように頷うなずいてみせるパミル。

「って……村田さんも何で俺の髪の毛なんか……」

　と首をひねる匡平。

「別に恨うらまれるような事をした覚えもないんだけどなあ……」

　まあ村田早苗の性格と趣しゆ味み嗜し好こうを知っている者ならば『ははあ。バレンタインのチョコにまた何やら怪あやしげな呪のろいを施ほどこす材料として欲しがっているのだな』という程度の想像はつく訳だが――前述の通り匡平はバレンタインデイに今一つ興味も実感が湧わかないのに加え、相当な朴ぼく念ねん仁じんである。

　彼は、そもそも早苗が自分に好意を寄せてくれている事さえ未いまだに気付いていないのだ。

　なので『髪の毛』から『呪い』くらいまでは割と自然に繋つながるのだが……その先が『バレンタイン』やら『チョコレート』に繋がらないのである。

「本当に覚えがないの～？」

　と薫子が尋たずねてくる。

「昔、匡平君がさんざん弄もてあそんで貢みつがせた挙げ句に、棄すてた子とか～」

「してません」

　きっぱり断言する匡平。

「親父じゃあるまいし」

「あら～周平さんもそんなことはしないわよ～？」

　と薫子。

　実の息子を前にして、妙みように自信たっぷりな物言いではあったが――とりあえず今は、そういうことを問題にしている場合ではない。

「とにかく……それならそうと早く言え。いきなりハサミ持って襲おそい掛かかってきたら、誰だって逃にげるだろうが」

「むむ。そういうものか」

「そういうものなの。まったく……」

　匡平は溜ため息をついた。

　パミルにしてみれば、ただ早苗を手助けしてやりたい――その一心から出た行動だったのだろう。

　そう思えば怒ど鳴なる訳にもいくまい。

　損得抜ぬきで誰かの為ために何かをしてやりたい……そう思う気持ちは大事だ。

　育ちがいびつだからか、あるいは本当にアンドロイドだからかはさておき――常識だの何だのがごっそり欠落していて、感情表現すら何処か歪ゆがんだところの在るパミル。

　そんな彼女だからこそ尚なお更さらに、誰かを思おもい遣やるとか、感謝するとか、好きになるとか、そういう平へい凡ぼんで当たり前の気持ちは大事にして欲しいと匡平は思うのだった。

　なので……

「――で。髪かみの毛はどれくらい必要なんだ？　一本でいいのか？」

　そう問う匡平に――パミルはぱっと表情を輝かがやかせた。
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　四丁目の角にあるポスト――そこが待ち合わせの場所だった。

　すでに日が落ちて辺りは暗く、電信柱に設置された電灯が白い光を地面に投げかけている。そこで、ポストに寄より添そうようにして心細そうに立っている少女が居た。

「待たせたな」

　パミルが声をかけると、はっとしたように振ふり返る。制服の上に学校指定の紺こん色いろのコートをまとい、白いマフラーを首に巻いたその少女は、言うまでもなく早苗だ。

「パミルちゃん………！」

　ぱっと表情を輝かせる早苗に、パミルは歩み寄って折おり畳たたんだ白いハンカチを渡わたした。

　恐おそる恐るといった様子で、早苗が差し出されたハンカチを受け取り、これを開くと――白い布地の上に一本、細い細い黒線が横たわっている。

「頼たのまれていたものだ」

「あ……ありがとう………！」

　感極まった様子で、大切そうにハンカチを再び折ってから匡平の髪の毛を胸のポケットにしまい込む早苗。

　そんな彼女を少し不思議そうな表情を浮うかべて眺ながめつつ――

「しかし何故そのようなものが？」

　とパミルは尋ねてきた。

「あ……これは……その……明日のバレンタインで……先せん輩ぱいに……えっと……贈おくろうかなって……そのチョコに……呪のろい……じゃなくてお呪まじないを掛けるのに……」

　真っ赤になりながら呟つぶやくように言う早苗。

　毎度の如ごとく内気で健気なのだが、その方向性が微び妙みようにねじれているのもやはり相変わらずであった。

「む。バレンタイン？　そういえばキョウヘイ――もとい、お兄ちゃんが、今朝そんなことを言っていたな。昔にローマで殉じゆん教きようした、キリスト教徒の聖人の祝日だとか――ということは明日は学校は休みなのか？」

「え……？」

　ずれまくったことを言うパミルに、眼鏡の奥おくで眼をぱちくりさせる早苗。

「パミルちゃん………バレンタインデイ、知らないの？」

「む？　祭りではないのか？」

「あ……まあお祭りと……言えないこともないけど……」

　パミルが、日本のバレンタインデイについて細かいことを知らないのも無理はない。

　チョコレートをバレンタインデイに贈るという風習そのものは、英国発のものという説が在るが――『女性がチョコレートを贈ることで男性への愛の告白をする日』とやたら限定的なのは日本独自の風習だ。ヨーロッパでは花やカードを贈る方が一いつ般ぱん的てきだし、そもそも女性から男性へという一方向とは限らないのである。

　まあそれはさておき――

「え、えっと………えっと……」

　困り果てた感じでおろおろする早苗。

　改めて説明を求められると、恥はずかしさが先に立ってなかなか言いにくい。

　何しろ相手は匡平の『妹』なのだ。これだけ大おお騒さわぎしておいて『実は義理チョコで』とか言う訳にもいくまいし――それに。

（パミルちゃん……綺き麗れいだし可愛かわいいし）

　恋こいする乙おと女め・村田早苗としては――まあ言ってしまえば、パミルは眠ねむれる龍りゆうのようなものである。迂う闊かつに彼女を刺し激げきして恋こい敵がたきを増やすような真ま似ねはしたくない訳で。

「え、ええっと……ええっと……そ、そう！　日本のバレンタインはね――！」

　苦くるし紛まぎれに適当なことを言う早苗。

　決して上手いとは言えないその言い訳をどうとったのか――

「む――そうだったのか」

　パミルは腕うでを組んで大きく頷うなずいた。

「なるほど日本にもなかなか感心な風習があるものだな……」

「そ……そう。そうね、ニッポンの素敵な伝統って言うか……その……」

　心の中で『パミルちゃんごめん』と謝りつつも曖あい昧まいな笑みを浮かべる早苗。

　でもって――

「それなら、私もバレンタインせねばなるまい！」

　やっぱり何ど処こか勘かん違ちがいした様子でパミルは言った。




　　　　●　●　●




　ぴぴぴぴ。

　電子音を聞いて、匡平は寝ねぼけた声を出しながらベッドから身を起こす。

「んむ、う～………？」

　携けい帯たい電話のアラーム機能が鳴っているのかと思い手に取るが。

　携帯は液えき晶しよう画面に朝の『七時十分』と表示しているだけで静かな物だ。

　ようやく匡平は音源に思い当たる。

　そういえば、さっき目を覚ました時――脇わきに体温計を挟はさんだのだった。計測中にまた寝てしまったらしい。

　検温終了しゆうりようした電子体温計を手に取り、匡平は液晶画面に表示されている数字を読む。

　三十六度八分。

　まあ若干高いが平熱の範はん囲い内である。

「思ったより早く、熱引いたな。解熱剤ざいが効いたかな……それとも、薫子さんが昨日、看病してくれたおかげかな」

　昨日のあの騒さわぎの後。

　薫子は匡平の為ためにおかゆを作ってくれた。

　大たい抵てい自じ炊すいか外食の匡平としては、久しぶりに他人が作ってくれた家庭の味――というのとも微妙に違ちがうが、まあそれはさておき――にいたく感動していた。

　勿もち論ろん、元々若くて体力があるからとか、薬の効果だとか、運動して新しん陳ちん代たい謝しやを促そく進しんしたからだとか、まあ他にも色々理由は思い付くが、『薫子の手厚い看護のお陰かげ』と思う方が何かと嬉うれしい男心ではあった。

　未まだ、鼻も詰つまっているし咳せきもまだ出ていて……ちょっとけだるい感じだが、昨日よりは随ずい分ぶんとマシだ。

「キョウヘイ、起きたか？」

　軽かろやかな足取りで階段を上ってきたのは――すでに身支度を終えて、枯かれ葉は色のブレザーに着き替がえているパミルだった。

「………あ。ああ」

　学校へ行く気満々らしい。

　匡平も制服に着替えるべく、ベッドから降りた。

　本当はもう二、三日ほど大事をとって寝ていたいのだが――昨日のデタラメな騒ぎを思えば、まだまだパミルからは眼が離はなせない。病は気からというが、家で悶もん々もんとパミルの心配をしているよりは、一いつ緒しよに登校して、いつでも駆かけ付けられる場所に居た方が、何十倍も気楽である。

　そんなことを思っていると――

「キョウヘイ」

　とパミルが何だか改まった口調で声を掛かけてくる。

「今日は何の日か、知っているか？」

「何の日って……」

　思わず携帯を再び手にとって、日付を確認。

　――二月十四日。

「バレンタインデイ……」

　まあそんなことは分かっているのだが。

　改めて口に出して言うとまた何か特別な日のような気もしてくる。

　そこへ――

「そう。全国的に日本はバレンタインデイなのだ。だからこれを贈おくろう」

　妙みように尊大な口調の台詞せりふと共に突つき出される茶色の塊かたまり。

「………」

　なぜむき身なんだ、というツッコミが脳裏をよぎるものの……しかし、それよりも何よりも、匡平はパミルからチョコを貰もらったという事実に驚おどろいていた。

　改めて見てみると、電波ゆんゆん少女は何処か得意げな表情で立っている。

「早苗から聞いたのだが――バレンタインは、日ひ頃ごろお世話になっている者へ感謝の印として贈り物をする日だそうだな」

「あ……ああ。まあ、そうかな」

　明らかに主しゆ旨しがずれているが、まあ大きく間ま違ちがってもいないだろう。この時期、世の中で売れるチョコの九割は義理チョコ――異性の知人友人への挨あい拶さつ代わりに手て渡わたされるものであろうし。

「王家であろうと、アンドロイドであろうと、一宿一飯の恩義を忘れてはいかん。そこで私もこの日本の美しい風習に倣ならうことにしたのだ」

「はあ――」

「キョウヘイにはいつも世話になっていることだしな――さあ！」

　今すぐ食えということらしい。

　正直言って、しばらくは戸と惑まどいの感情が強かった匡平であるが――

「ありがとう……パミル、もらうよ」

　微笑ほほえんで彼はパミルから茶色のプレートを受け取って囓かじった。

　そして――

「…………」

　凍こおり付く匡平。

　ねちょっというか。

　ぬちゃっというか。

　何やら歯が柔やわらかいものに埋うまっていくような――チョコとして期待した食感とは明らかに異なるなにかが、まったりと口の中に充じゆう満まんする。

　溶とけかけだったという訳ではない。

　そもそも――

「…………あの。パミルさん？」

　味が違ちがう。

　口の中いっぱいに広がっていく鮮あざやかな辛からさと油っぽさ。

　まるでカレーのルーを直接頬ほお張ばったかのような――

「なんだ？」

「これって……ような、じゃなくてカレー・ルーそのものじゃねえかよ!?」

「うむ」

　何ら疑問も不ふ審しんも抱いだかぬ満面の笑みでパミルは頷うなずいた。

「カレー、好きだろう？」

「いや、確かにカレーは好きだが――」

　嫌いやな汗あせが背中をだらだらと流れ落ちていく。

　迂う闊かつだった。

　風か邪ぜで鼻が詰つまっていた匡平は匂においが判らず……見かけだけで、それをチョコレートだと勝手に思いこんでいたのだ。そういえば、考えてみればパミルは一度も『チョコ』という単語を口にしていない。

「…………」

　これまでの付き合いから、何となく匡平は事の経けい緯いを悟さとっていた。

　恐おそらく何処からか中ちゆう途と半はん端ぱな知識を仕入れたパミルは、世間の少女達がバレンタインデイに贈るその茶色い物体の正体を、ろくに確かめもせずに『カレー・ルー』だと決め込んだのだろう。

　勿もち論ろん、自分が明らかに間違ったものを贈っているということにも彼女は未まだ気付いていない。その証しよう拠こに――

「美味おいしいか？　近所のスーパーで一番高いやつを買ってきたのだぞ」

　などと得意げである。

「………」

　脂あぶら汗あせをだらだら流しながら匡平は――

（感謝の気持ちは本物……だよな。多分）

　それこそ手の込んだ嫌がらせが出来るような性格をこの少女はしていない。パミルとしては純じゆん粋すいに匡平に感謝の気持ちを示したかったのだろう。

　チョコレートであることが大事なのではない。

　この奇き妙みよう奇き天て烈れつで摩ま訶か不ふ思し議ぎで奇き想そう天てん外がいでホンワカパッパな少女にも、きちんと誰かに有あり難がとうを言える、平へい凡ぼんで当たり前の気持ちが存在する……その事実が大事なのだ。

　それはあるいは、他人から見れば、ひどくつまらないことであるかもしれない。

　けれど大事にしてやらねばと匡平は思う。

　なので――

「………うん、ありがとう」

　ごりごりとカレー・ルーを咀そ嚼しやくして飲み込みながら……そう言うしかない匡平だった。
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　どうも、軽小説屋の[image: ]です。

　ノベルジャパンで連載中の『フェイク・フェイク』第一巻をお届け致します。なんか期せずしてＨＪ文庫ではお姫様ネタの小説が連続してますが、別に意図したものではありません。まあ偶然――でも無いのですが。




　この『フェイク・フェイク』は実を言えば端から端まで私が考えたものではありません。きっかけというか発想の元ネタというか――まあそういうものがあったのですよ。

　以前、私の代表作である『スクラップド・プリンセス』の題名を眼にした知り合いの作家さんがこうおっしゃったのですな。

「いやあ、プリンセスでスクラップでしょう、だからてっきり、革命で王制が廃止され、要らなくなった王女の影武者アンドロイドが、ゴミ捨て場に棄てられていて、それを主人公の男の子が拾う話かと思ってましたねえ」

　……面白いじゃねえかよ（笑）。

　という事で「そのネタください」と申し入れて許可を貰った上、改めてキャラやら背景やらを組んで一本のお話に仕立て直したのが本作という訳です。




　ちなみに……本作は実験的にアシスタントを導入して書かれています。

　具体的にどういう部分にアシスタントを使っているのかは正確に説明するのが非常にややこしいので省きますが、アニメの脚本作業システムを参考にしています。

　実は短編を書いている限り、アシスタントを使っても使わなくても私の労力はあんまり変わりません。大体私は短編は平均二日、長くても三日で仕上げますが、これが半日位短くなる程度の差でしかありません。

　ただ――敢あえて作業工程の一部に別人の思考（嗜し好こう）を混入させる事によって、私だけでは絶対に出てこなかった味が出せるのではないかと考えています。これは以前から絵師さんの絵に合わせてキャラを修正したり変更したりする（つまりは自作のキャラに他人の考えた要素を混ぜ込む）過程で思いついた方法論なのですが、なかなか楽しい。

　同時にこの工程を見る事によってアシスタント（元教え子です）が私の作劇法、演出法、その他を学んでいってくれるといいなあ、という考えていたり。

　ちなみに……ぽこぽこ本出してるせいかネットでは『[image: ]って三人くらい居るんじゃないか』『弟子が[image: ]二号とか三号になってんだよ』とか言われたりしてますが、最終的な原稿は間違いなく全て私が書いています、念のため（笑）。

　まあ本作に限らず、色々とライトノベルの可能性というものを探っていきたいなあと思っております。

　何はともあれ……実験作であろうとなかろうと、作者側の事情なんざ関係なくライトノベルは読者の元に届けられる面白さが全てであり、人気が全て。特に雑誌連載ともなれば人気が無ければ打ち切られるのが定め。願わくば本シリーズも巻数を重ねられますよう、よろしくお願い致します。




　最後に。

　本作連載の機会をくださった編集の松岡氏に感謝を。

　更に、この妙なお話に勿体ない位のイラストを、優美なタッチで描いて下さる藤田女史に感謝を。更に更に編集者、校正者さん、印刷所の人、諸々の本書に携わる全ての人々に感謝を。

　そして本書を購読して下さった読者の方々に感謝を。
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